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要旨 
 
 
	 本研究は、盲導犬との共生社会の実現に向け、アフォーダンス（環境に埋め込まれた情
報）の視点からの移動行為における、盲導犬ユーザー（以下ユーザーと略記）と盲導犬の
補完関係を明らかにし、さらに第三者視点から盲導犬の印象評価を行い、盲導犬が社会に
受け入れられるための課題について明らかにするものである。 
	 現在、視覚障害者の移動行為をサポートする様々な製品やサービスが市場に出回ってい
るが、中でも盲導犬の希望者数は実働数を大幅に上回っている。これは他の類似製品やサ
ービスにはない、盲導犬固有の機能特性や優位性があるためと考えられ、この点について、
主にアフォーダンス視点からの解明を試みた。 
	 さらに、盲導犬の社会進出を促進する法の整備が進む一方、盲導犬とユーザーが施設入
場の際に、同伴を拒否される事例が後を絶たず、2002 年の身体障害者補助犬法の施行から
2016 年現在に至るまで状況はあまり改善されていない。これを踏まえ、盲導犬が社会に受
け入れられるための課題について、主に盲導犬側の第三者に与える影響という観点からの
抽出を試みた。 
	 具体的には以上の研究内容を、「盲導犬の機能特性」と「盲導犬の第三者に与える印象」
の 2 課題に分け、インタビュー調査、観察実験、印象評価実験により分析を行うプロセス
をとった。 
	 なお、本論文は第 1 章から第 5 章までの 5 つの章で構成されている。 
	 第 1 章では盲導犬を研究する意義と研究背景を文献調査により概観し、本研究の目的、
方法について述べた。 
	 第 2 章ではアフォーダンス視点から、移動行為時のユーザーと盲導犬の補完関係を明ら
かにするため、ユーザーを対象にした半構造化インタビューを行った。調査内容を修正版
グラウンテッド•セオリーアプローチ（M−GTA 法）で分析した結果、ユーザーと盲導犬を
取り巻く環境•第三者の相互関係図を得ることができた。さらにこれらの関係図や事例をも
とに考察し、アフォーダンスを介在させることにより、白杖、ガイドヘルパー、盲導犬は
アフォーダンスを探索し、受容するレシーバーであると考えられた。盲導犬のレシーバー
としての機能は、環境からのアフォーダンスの受容、およびユーザーとレシーバーとの心
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理的コミュケーションの視点から、総合的に優れていることが明らかになった。 
	 第 3 章では、「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識し
ている」という仮説を立て、この仮説の検証を行った。盲導犬の視覚環境に着目した訓練
士へのアンケート調査、盲導犬を用いた指示語の実行実証実験、人間と盲導犬の眼高差の
測定と頭部装着カメラを用いた視覚環境の「見え」の違いについての実験観察を行った。
その結果、盲導犬は人間（晴眼者）と同等のアフォーダンスを探索、認知ができないこと
が明らかとなった。 
	 第 4 章では、わが国において、優れたレシーバーである盲導犬を社会に進出させるため
に、盲導犬側の具備すべき条件は何かについて、第三者による印象評価を通じて抽出した。
第三者の視点から、盲導犬の見た目の印象について、アンケート調査および Tobii 社製ア
イトラッカーを用いた視線計測を含む印象評価実験を行った。区間 AHP 法を用いた分析
の結果、日本で主に使用されている盲導犬種と、欧米で主に使用されている盲導犬につい
て、日本国内の第三者の受ける印象には差があり、日本において盲導犬の社会進出を促進
するためには、欧米とは異なる独自の対策も講じる必要があることがわかった。 
	 第 5 章で述べる本研究の結論は以下のとおりである。 
1）盲導犬は他のレシーバーである白杖、ガイドヘルパーと比較して、総合的に優れたアフ
ォーダンスを探索するレシーバーである。	
2）盲導犬は人間（晴眼者）とは異なるアフォーダンスの探索、認知特性を持つため、特定
の訓練で補うなどの方策を講ずる必要がある。	
3）我が国で盲導犬の社会進出を促進させるためには、盲導犬の一般への認知度の低さや好
まれる犬種の差異など、日本固有の状況に配慮した対策を講じる必要がある。	
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Abstract 
 
In order to realize a society inclusive of guide dogs, we aimed to clarify the complementary 
relationship between guide dogs and the ambulatory user (hereafter user) from the perspective of 
affordance (embedded in the environment). Furthermore, we carried out a perception evaluation of 
guide dogs from third parties, in order to clarify issues that exist with acceptability of guide dogs in 
society. 
  At present, there are many products and services to facilitate the ambulatory movement of 
visually impaired persons. However, among these, the number of requests for guide dogs far 
exceeds the number of guide dogs available. This is because, unlike other services or goods, guide 
dogs have unique and superior functional characteristics. And I aimed to clarify this from the 
perspective of affordance.  
  While legal steps are being taken, to promote the integration of guide dogs into society, cases of 
guide dogs not being able to accompany their user into buildings or facilities are not rare. And 
furthermore, the situation has not really improved between 2002 when the Law Concerning 
Assistance for Dogs for the Disabled was introduced and the present day. Taking this into account, 
and focusing on the following 2 problems ‘functional characteristics of guide dogs’ and 
‘perceptions of third parties’,  I aimed to elucidate why guide dogs are not embraced more into 
society, by analyzing the results of interviews, observational experiments and a perception 
evaluation test. 
  This paper consists of 5 chapters. 
  In chapter 1, I present a broad overview of the research by undertaking a literature review and 
introducing the background to and significance of the research, after which, the objectives and 
method are explained.  
  In chapter 2, in order to clarify the complementary relationship between guide dogs and their 
users from the perspective of affordance, semi-structured interviews were carried out with the users. 
Next by using a modified version of the grounded theory approach (M=GTA), I analyzed the 
results of the interviews and from this was able to establish a reciprocal relations diagram of the 
environment between users and guide dog environment and that of third parties. Furthermore, by 
examining this dependency diagram and case examples, and by being mediated by affordance, I 
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was able to clarify that a white cane, guide dog and users search for affordance and can be 
considered as receivers of acceptance. By accepting affordance from the environment and from the 
psychological communication of the user and the receiver, the function of a guide dog as a receiver 
is comprehensively outstanding. . 
  In chapter 3, I hypothesized that ‘guide dogs are realized a similar level of affordance by the 
environment as that of sighted people’, and set out to prove this hypothesis. To do this, I performed 
a survey of guide dog trainers, who focus their attention on the visual environment of guide dogs, a 
proof-of-concept experiment with the commands used for guide dogs and an observational 
experiment looking at differences in visual circumstances by examining differences in eye levels 
between dogs and humans with the use of a head mounted camera. And from these experiments, I 
found that guide dogs do not search for or appreciate the same type of affordance as that of 
able-sighted people.  
  In chapter 4, I tried to elucidate what sort of conditions had to be fulfilled to help realize the 
promotion of guide dogs, superior receivers, in society, by extracting and evaluating impressions 
of third parties. To do this, actual impressions of third parties were investigated by a survey and 
measurements of their field of vision using the Tobii eye-tracker. Data was analyzed using an 
interval AHP method. Results showed that Japanese third parties have differing impressions of the 
breed of dog used for guide dogs in Japan compared to in Europe or North America. And 
consequently, measures different to those in Europe and North America, will have to be established 
to promote the integration of guide dogs in Japanese society.  
  In chapter 5, the following conclusions are reached: 
1) Guide dogs are comprehensively outstanding at searching out affordance and receiving it 
2) Guide dogs do not search for or appreciate the same type of affordance as that of able-sighted 
people 
3) In order to be able to promote the integration of guide dogs into Japanese society, it may not 
be the case that the same measures can be used as in Europe or North America, due to the fact 
that perceptions of guide gods by the public are lower in Japan with different breeds of dogs 
preferred. 
Based on the results of this research, I intend to carry out further research aimed at promoting 
the integration of guide dogs and their users into society. 
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1-1.研究の視点	
	 1998 年に行われた日本財団による「盲導犬［注 1］に関する調査」［1］は、我が国で初めて、
盲導犬の普及、発展に関わる問題を構造的に解明することを目的に行われた調査研究であ
った。しかしながらそれから 20 年近くたった現在でも、盲導犬と盲導犬ユーザー［注 2］を
取り巻く現状は変わらず、盲導犬との共生社会を目指すため、新たな切り口で盲導犬と盲
導犬ユーザーの置かれた現状の分析をしなければならないと感じた。そこで本研究では以
下の 2 点の疑問をもとに、「アフォーダンス［注 3］視点で見る盲導犬の機能特性」と「盲導
犬の印象の調査」の 2 点について研究を行った。	
	 第一の疑問は、盲導犬に今なお大きな需要がある点である。人間が犬と共に生活しはじ
めたのは 3 万年も前からになる。ポンペイの遺跡からは視覚障害者らしき男性が犬に誘導
される様子を描いた壁画が見つかっており、盲導犬が紀元前 78 年頃既に存在していたこと
がわかる。しかしながら、様々な技術や製品、サービスが存在する現代社会においても、
原始的な仕組みである犬による誘導が重宝され、世界中で求められている。日本における
盲導犬の希望者は 3000 人にものぼる［2］といわれ、ニーズに対し、供給が大幅に下まわる
現状が問題の一つとして挙げられている。なぜ盲導犬のニーズはこのように大きいのだろ
うか。	
	 この疑問に対し本研究では、「環境に埋め込まれた情報」を意味するアフォーダンスの視
点から読み解くことを試みた。盲導犬と盲導犬ユーザーの移動行為における構造の中に、
盲導犬による認知、つまり盲導犬によるアフォーダンスの探索［注 4］が介在することで、盲
導犬ならではの機能特性が生まれるのではないかと考えた。このような、アフォーダンス
の視点で盲導犬と盲導犬ユーザーの構造を探った研究は過去になく、本研究の成果は、今
後盲導犬を研究する上での新たな切り口となると考えられる。	
	 第二の疑問は、なぜ盲導犬が社会に受け入れられないのかである。前述のように、盲導
犬には今なお大きなニーズが存在しているが、盲導犬に対する世間の目は未だに冷たいも
のが多く、店や施設で同伴を拒否されるケースは後をたたない。同伴拒否の現状は 1998
年に調査された結果と 2016 年現在であまり変わらず、問題解決のために行った様々な法整
備も、劇的な効果がなかったことを示している。このような日本における盲導犬の差別的
現状を解決するためには、法の整備だけでなく、具体的な解決策を講じる必要がある。そ
こで視点を少し変え、盲導犬の見た目によって第三者が盲導犬に抱く印象が変わるのかど
うか、印象評価手法を用いて実験を行い、盲導犬が社会に受け入れられるための課題を明
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らかにしようと考えた。	
	 本研究は、これらの「盲導犬の機能特性」と「盲導犬の形態による印象」の 2 点の視点
から、盲導犬とユーザーおよび第三者との関係性を明らかにするものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
図 1-1-1	 研究の視点	
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〈注	 釈〉	
［注 1］盲導犬	
	 盲導犬とは「盲導犬として必要な訓練をした犬又は盲導犬として必要な訓練を受けてい
ると認めた犬で、内閣府令で定める白色又は黄色の用具を付けたもの（道路交通法施行令
第 8 条第 2 項）」 である。ハーネスといわれる胴輪については、「用具は、第二項に規定す
る用具又は形状及び色彩がこれに類似する用具とする。」とされている。なお、厚生労働省
のホームページでは、盲導犬を「視覚障害者の安全で快適な歩行をサポートし、『障害物、
曲がり角、段差』を教える」と説明している。 
	 なお、「盲導犬として必要な訓練」として、訓練施設では主に「基本訓練」「誘導訓練」
「共同訓練」の大きく 3 つの訓練を行っている。 
	a.基本訓練	
「座れ」や「伏せ」、「待て」、「来い」などの日常生活で使用する基礎的な指示語につい
て訓練する。 
	b.誘導訓練	
	 直進や右左折の誘導、障害物の回避、角や段差での静止など、主に外出時の歩行の補
佐を行う指示語を訓練する。また、盲導犬ユーザーに危険が迫った場合、あえてユーザ
ーの指示を盲導犬が無視し、ユーザーを守る「不服従訓練」と呼ばれる訓練も行う。こ
の盲導犬の能力は「利口な不服従（Intelligent disobedience）」と呼ばれ、ユーザーを安全
に誘導するために持つ最も重要な能力のひとつである。例えば、交差点で直進の指示を
あたえられている最中に車が通れば、盲導犬は指示の実行中に関わらず静止しなくては
ならず、大きな障害物が目の前にあれば、盲導犬自身に危害が及ぶかどうかは関係なく、
ユーザーの立場に立って回避もしくは直前で静止をしなくてはならない。 
	 なお、基本訓練と誘導訓練ののち、最終的な訓練成果を評価し、適正がないと判断さ
れた犬はキャリアチェンジを行い、盲導犬以外の道を歩むこととなる。この段階で盲導
犬として合格する犬は全体の 3 割程度と言われている。 
	c.共同訓練	 	
	 盲導犬だけでなく、ユーザーについても盲導犬貸与者として適切かどうかの審査が行
われる。適性があると判断されたユーザーは、ユーザー自身の性格、体格、家族構成、
生活スタイルなどに合った盲導犬とパートナーを組む（マッチングを行う）。犬の体格、
性格、得意分野などが考慮され、マッチングが済んだ盲導犬とユーザーのペアは、約 1
 13 
か月間、訓練施設内に宿泊するなどして、共同訓練を行う。 
 
［注 2］盲導犬ユーザー 
	 盲導犬を使用している視覚障害者のこと。盲導犬ユーザーとなることができる条件は各
盲導犬育成団体や地方自治体によって異なるが、原則以下の条件が必要である。 
①18歳以上の者であり、身体障害者手帳の交付を受け、視力程度が1級～2級者であること。
②盲導犬との共同訓練を受けられる者。	
③盲導犬を責任を持って飼育管理できること。	
④盲導犬の歩行に支障のない程度の健康体であること。	
	
［注 3］アフォーダンス	
	 アフォーダンスとは「生態心理学の主要な概念で、「与える／もたらす」という意味の英
語の動詞アフォード（afford）を名詞化した、アメリカの心理学者、ジェームズ-J-ギブソ
ンの造語である。アフォーダンスは動物に環境が提供する意味／価値である。それは知覚
者が演繹的に導き出すものではなく、環境の中に実在し、直接的に知覚されるものである。
もの、物質、場所、事象、ほかの動物など環境にあるすべてのものはアフォーダンスを備
えているとされる。たとえば、傾斜と凹凸が少ない固くて広がりのある表面は、動物に立
つこと、歩くことをアフォードする。」［3］ 
	
［注 4］アフォーダンスの探索	
	 エレノア-ギブソンは、動物の学習が起こる原理を 
①探索的活動 
②探索的活動の結果（アフォーダンスの実現） 
③選択 
とし、学習とアフォーダンスには密接な関わりがあることを示した。学習されるのはアフ
ォーダンスの知覚、つまり環境にあるレイアウト、物体、そして事象が、自分との関係の
なかで行為に何をアフォードしているかを知覚することだという［3］。動物はアフォーダン
スに反応するのではなく、それを環境の中から探索、ピックアップしている。したがって、
アフォーダンスが利用される背景には時間の長短はあるとしても、かならず探索の過程を
観察することができる。アフォーダンスとは知覚者が獲得し、発見するものなのである［4］。
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つまり学習とは、動物が環境を検索した結果、獲得したアフォーダンスを利用することで
あり、このアフォーダンスが自分にとってどのような意味を持つのかを把握し、最終的に
意図的にアフォーダンスを利用することだと考えられる。	 	
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1-2.研究目的	
	 本研究は盲導犬との共生社会の実現に向け「盲導犬の機能特性」と「盲導犬の形態によ
る印象」の 2 つの視点から、盲導犬とユーザーの補完関係及び盲導犬が社会に受け入れら
れるための課題について明らかにするものである。 
	 本研究の目的は、これらの 2 つの視点を背景に以下の 3 つの研究課題を明らかにするこ
とである。 
 
課題１：アフォーダンスを介した盲導犬とユーザーの両者の移動行為［注 5］における補完関
係とはどのようなものか	
	 1-1 の研究の視点でも述べたように、盲導犬特有の機能特性にはユーザーと盲導犬の間
に介在するアフォーダンスが関係していると考えられる。 
	 人間のみの認知が介在する白杖やガイドヘルパーといった道具やサービスと異なり、盲
導犬を使用するということは、人と異なる別種の動物がユーザーの知覚システムに介在す
ることを意味している。 
	 盲導犬と盲導犬ユーザーの移動行為における構造の中に、盲導犬による認知、つまり盲
導犬によるアフォーダンスの探索が介在することで、盲導犬ならではの機能特性が生まれ
るのではないかと考えた。 
	 そこで本研究では、他の道具とサービスと比較した際、この盲導犬を介した知覚システ
ムのどこに利点が存在しているのか明らかにするため、アフォーダンスを介した盲導犬と
ユーザーの移動行為におけるシステムの構造を明らかにする。 
 
課題 2：盲導犬は晴眼者に近いレベルのアフォーダンスを探索しているのか	
	 できるだけ晴眼者に近い認知を行うことを目標に、視覚障害者は視覚以外の感覚システ
ムを用いたアフォーダンスの探索、認知を行っていると考えられる。 
	 盲導犬は自身が得た情報をユーザーに伝達すると考えられるが、ユーザーがより晴眼者
に近い行動を行うために、本研究では「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルのアフォー
ダンスを探索、認知している」という仮説を立て、この仮説の検証を行う。 
 
課題 3：盲導犬が社会に受け入れられるための盲導犬側の課題とは何か	
	 これらの検証は他のサービスと比較した際、盲導犬に何らかの優れた機能特性があり、
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ニーズがあることを前提に行われているが、その一方で盲導犬の機能や能力が第三者には
正しく理解されておらず、未だに盲導犬の同伴を拒否する施設や店舗がある。従来の先行
研究では、第三者への受け入れ拒否の現状を把握するのみにとどまっていた。本研究では
将来的に盲導犬側からのアプローチによって第三者の印象をより良いものに変えることを
前提とし、そのための課題について明らかにする。そこで第 3 の研究課題として、盲導犬
が社会に受け入れられるための盲導犬側の課題とは何かについて探る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1-2-1	 課題 1：アフォーダンス視点のユーザーと盲導犬の補完関係	
図 1-2-2	 課題 2：盲導犬と晴眼者のアフォーダンスの探索	
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1-3.研究方法	
	 1-2 で述べた 3 つの課題に対し、それぞれ以下の方法を用いて調査、実験を行う。なお、
本研究は盲導犬研究の分野にて基礎基盤となる盲導犬とユーザーの移動行為における構造
を明らかにすることを目的とするため、被験者数を多く用いた量的な研究より、対象者一
人一人の発言および行動に留意した、質的な分析、考察を行う研究法を中心として用いる
こととする。	
	
①	 盲導犬ユーザーへのインタビュー調査	
	 アフォーダンスを介した盲導犬とユーザーの補完関係がどのようになっているのかを明
らかにすることを目的に、ユーザーを対象にインタビュー調査を行い、分析と考察を通し
て構造図を作成する。なお、この調査では、盲導犬と盲導犬ユーザーを取り巻く状況を俯
瞰的に把握する必要があるため、半構造化インタビュー［注 6］を用い、代表的な質問項目以
外は、細かく質問を設定せず、被験者に自由に発言してもらう手法をとる。	
	
②	 盲導犬の視覚環境に関する実験	
	 盲導犬の視覚環境を調査することを目的に、盲導犬の行動観察実験を行う。盲導犬はユ
ーザーを誘導する際、犬でありながら、環境から晴眼者に近いレベルのアフォーダンスを
探索することができ、そこに盲導犬の利点が存在するのではないかと仮説を立てた。北海
道盲導犬協会の協力を得て、実際の盲導犬および訓練犬を対象に、訓練士［注 7］の指示語［注
図 1-2-3	 課題 3:共生のための盲導犬視点の課題	
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8］に対し盲導犬が行う動作を記録し、行動観察から仮説の検証を行う。 
 
③盲導犬の印象評価	
	 デザイン学の感性評価手法を用いて、晴眼者を対象とした盲導犬の形態についての印象
調査実験を行う。その結果から、盲導犬が社会に受け入れられるための課題とは何かにつ
いて考察を行う。 
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〈注	 釈〉	
	
［注 5］移動行為	
	 本研究における移動行為とは、ユーザーが自宅から外出し、盲導犬と共に行う行為全て
を指している。盲導犬への指示語には「イス（椅子を見つけろ）」や「ドア（ドアノブに案
内しろ）」といった室内で使用するような指示語も存在しているが、本研究における移動行
為とは単に歩く、交通機関を利用するといった行為のみならず、休憩等を取る場合など、
外出先における盲導犬の動作全般を指している。そのため本研究では、イスやドアの指示
語も移動行為に含まれるものと定義する。 
	
［注 6］半構造化インタビュー	
	 あらかじめ、おおまかな質問項目を準備し、被験者の回答によってさらに詳細にたずね
ていくインタビュー手法。一問一答式の構造化インタビューと比較すると若干時間はかか
るが、回答者の主観的な思考や問題を聞くことができる。 
 
［注 7］訓練士 
	 一般的に〈盲導犬訓練士〉および〈盲導犬歩行指導員〉のことを指す。 
	 盲導犬訓練士という国家資格はないが、国家公安委員会から指定を受けた盲導犬育成団
体（全国に 11 団体、14 施設）で研修を受けた職員が、盲導犬訓練士として必要な知識、
資質を持つと認定された場合、「盲導犬訓練士」と呼ばれる［5］。 
	 1992 年に日本盲人社会福祉施設協議会リハビリテーション部会盲導犬委員会が定めた
「盲導犬歩行指導員等要請基準」の概要によると〈盲導犬訓練士〉とは、国家公安委員会
が指定した法人が運営する盲導犬訓練施設において、〈研修生〉として施設長の監督のもと、
盲導犬歩行指導員の指導を受けなければならず、その期間は最低 3 年で、その間に 20 頭以
上の犬の訓練と 6 例以上の歩行指導の事例を経験しなければならないとしている［6］。これ
を終えると〈盲導犬訓練士〉として認定され、盲導犬の候補犬を訓練する技能を持つ者と
して認められるが、実際に視覚障害者の歩行指導にあたる場合は〈歩行指導員〉による指
導、監督が必要とされる。〈盲導犬歩行指導員〉になるためには、その後さらに 2 年間の養
成期間が設けられている［6］。 
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	 また、盲導犬訓練士と歩行指導員が勉強するべき科目である、「盲導犬歩行指導員等要請
基準」では下記の項目があげられている［5］。 
1） 犬の訓練技術および犬に関する知識（犬解剖学、犬舎管理を含む飼育技術、犬の歴史、
犬の感覚、犬と人間の相互作用、動物心理学、繁殖遺伝学、盲導犬の歴史、訓練方法
論、公衆衛生学等）	
2） 視覚障害者の歩行に関する技術及び知識（人間の感覚、運動のメカニズム、学習心理
学及び教育方法論、老年学、ロービジョン、発達心理学、面接と評価の技法、カウン
セリング、電子機器など）	
3） 視覚障害者の歩行に関する技術及び知識（人間の感覚、運動のメカニズム、学習心理
学及び教育方法論、老年学、ロービジョン、発達心理学、面接と評価の技法、カウン
セリング、電子機器など）	
4） 盲導犬の歩行指導に関する技術及び知識（盲導犬の飼養に関する適正評価、フォロー
アップ、指導計画の立案等）	
	 なお、本研究で扱う「訓練士」は、各団体で認定を受けた「盲導犬訓練士」および「盲
導犬歩行指導員」と同義であると定義する。 
 
［注 8］指示語 
	 盲導犬に対し訓練士および盲導犬ユーザーが行う指示の語句。なお、指示語の種類につ
いては、全国で統一されていない。盲導犬の目的や能力そのものに大きな差はないと言わ
れているが、盲導犬育成団体ごとに訓練方針は異なり、指示語にも特徴が見られる。その
理由は、それぞれの団体のルーツが異なり、育成施設を作るために参考にした国や、それ
ぞれの団体の創始者の考え方に違いがあるからである。下記は①公益財団法人東日本盲導
犬協会、②公益財団法人北海道盲導犬協会と③社会福祉法人日本ライトハウスの 3 つの盲
導犬育成団体を訪問し、調査を行って明らかになった各団体のルーツおよび指示語の事例
である。	
①公益財団法人東日本盲導犬協会 
	 1967 年にアメリカの盲導犬育成施設アイドッグファンデーションで盲導犬歩行の訓練
を受けた鈴木氏が、ジャーマン•シェパード•ドッグの盲導犬「アルマ」と共に帰国し、1973
年に盲導犬センター設立準備室を栃木に設立したのがはじまりである。指示語は設立当初
から使用されているものがほとんどであるが、ユーザーの要望で後に追加したものとして、
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レジ、カウンターやゴミ捨てといった指示語がある。表 1-3-1 のように英語の指示語が多
くを占め、基本訓練で得られる指示語と、歩行の際に使用する指示語に分かれている。	
②	 公益財団法人北海道盲導犬協会	
	 のちに北海道盲導犬協会に大きく貢献する香月氏と井内氏が在籍する東京畜犬（株）は、
1968 年に盲導犬事業を開始し、イギリスの訓練所から歩行指導員を呼び、日本における盲
導犬の訓練システムを独自に作りあげた。1970 年、東京畜犬（株）が倒産すると、札幌か
らの熱心な誘いをうけた両氏が来道し、北海道での盲導犬の訓練が始まった。	
	 指示語および盲導犬の動作は、当時の日本の道路状況に合わせて考案されている。特に
道路状況に合わせ、盲導犬のハーネスを左右の手に持ち替えることを可能とする盲導犬の
育成ができる育成団体は、世界的に見ても珍しいといわれている。	
	 多くの育成団体が英語を中心とした指示語を使う中、北海道盲導犬協会と同様のルーツ
を持つ中部盲導犬協会は、日本語の指示語を多く用いており、その理由として日本語の指
示は母国語であり使いやすいことを挙げている（表 1-3-2）。なお、発足当時から指示語
はほとんど変わっておらず、同様のルーツを持つ中部盲導犬協会とも指示語に大きな差が
見られないため、発足より 50 年近く経過した現在でも、訓練形態の大部分は変わっていな
いことがわかる。ただし排泄を促す指示語であった「シーシーベンベン」は表現が直接的
すぎることから、のちに「ワントゥ」に変更されている。	
③社会福祉法人日本ライトハウス	
	 日本ライトハウスは大学在学中に失明した岩箸氏が 1922 年に点字図書の製作を開始し
たことから始まっている。1935 年に視覚障害者を支援する目的でライトハウスが設立され、
1971 年にオーストラリアに職員を派遣し、帰国した訓練士はライトハウスの屋上に犬舎を
設け、盲導犬訓練部門を設置した。	
	 基本的に英語を用いた指示を行うが、英語の指示語を使う他の盲導犬育成施設とは異な
り、進めは「フォワード」、ドアへ向かえは「ツーザドア」などより文法的に正しい英語
表現を用いている（表 1-3-3）。なお、排泄を促す指示語として「スペンドペニー（ペニ
ー硬貨をチップとしてトイレで使う＝トイレで用を足すという意味のイギリス用語）」が
使われていたが、覚えにくいという理由で「ワントゥ」へと変更されている。	
	 指示語や訓練方法については常に改善されており、様々な訓練のありかたが模索されて
いる。英語を使う理由の一つとして、日本語での指示は、ユーザーや訓練士の会話中の言
葉を指示語として盲導犬が拾ってしまい、共同訓練の妨げとなると位置づけられている。	
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	 以上の調査結果から、各盲導犬育成団体により指示語は大きく異なっていることがわか
る。各団体の代表者が集まり、何度か指示語統一に向けた話し合いが行われたものの、そ
れぞれの団体で培われた基盤と歴史的背景、現ユーザーへの影響などの理由から、未だ統
一には至っていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 1-3-1	 東日本盲導犬協会で使用されている指示語一覧	
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表 1-3-2	 北海道盲導犬協会で使用されている指示語一覧	
表 1-3-3	 日本ライトハウスで使用されている指示語一覧	
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1-4.本研究論文の構成	
	 本研究は 5 つの章から成り立っている。 
	 第 1 章では、盲導犬を研究する意義と研究背景を文献調査により概観し、本研究の研究
視点、研究目的、方法を明確化する。 
	 第 2 章ではアフォーダンス視点からのユーザーと盲導犬の補完関係を明らかにするため、
ユーザーを対象にした半構造化インタビューを行う。 
	 第 3 章では盲導犬は環境からアフォーダンスをどのように探索しているのかを明らかに
するため、「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識してい
る」という仮説を構築し、訓練士へのインタビュー、カメラを使用した歩行実験等を通じ
て検証する。 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 図 1-4-1	 本研究論文の構成の概略図	
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	 第 4 章では、盲導犬を社会に進出させるための、盲導犬側の条件は何かについて、第三
者による印象評価を通じて抽出する。第三者の視点から、盲導犬の見た目の印象について、
アンケート調査および Tobii 社製アイトラッカーを用いた視線計測を含む印象評価実験を
行う。 
	 第 5 章では、1 章から 4 章までの結果を踏まえ、本研究の結論を述べる。 
 
1-5.研究の背景	
1-5-1.盲導犬に関する動向と法整備	
	 盲導犬と同様の働きをする犬の記録は、はるか昔から世界各国の至る所で存在している。
紀元前 79 年、火山の噴火により消滅した大都市ポンペイの遺跡の壁画には、視覚障害者ら
しき男性が犬に導かれ、市場を歩く姿が登場している。6 世紀にはフランスのブルターニ
ュ地方で盲目の宣教師ヘルプが、白い小型犬に導かれ宣教を行っていたという記録が残さ
れており、13 世紀の中国の絵巻物「黄河」の中でも、杖をつき犬に連れられ歩く人物が数
名描かれている。 
	 現存する最も古い盲導犬の研究資料は、1819 年に視覚障害者の研究を行っていたウィー
ンのクライン神父による盲教育に関する著作で、盲導犬の訓練は晴眼者によって行われる
べきという提言や、適正犬種としてジャーマン•シェパード•ドッグやプードルを挙げるこ
とが提唱され、犬に現在のハーネスに近い首輪に細長い棒をつけた道具を考案している。 
	 科学的に体系化した盲導犬の訓練を始めたのは第一次世界大戦後のドイツがはじまりで、
犬を戦争で失明した兵士の誘導役として訓練するため、1916 年にドイツ赤十字のシュター
リンとドイツシェパード協会のシュテファニッツらがオルデンブルグ盲導犬学校を設立し
たのがはじまりである［7］。1923 年には、ドイツシェパード協会によりポツダムに盲導犬訓
練学校が設立され、次いでスイスのビベイに盲導犬訓練所が設立された。次に 1929 年 1
月アメリカのニュージャージー州に、シーイングアイ盲導犬学校が設立された。イギリス
では、1930 年に視覚障害者団体と犬の事業団体の代表者により盲導犬委員会が組織され、
1931 年のシェシャイのウォレセイに訓練所が開設された［8］。 
	 現在では、本部をイギリスに持つ国際盲導犬連盟(International Guide Dog Federation) が
組織され、世界約 30 カ国で約 80 の盲導犬育成団体が加盟し、国際的に盲導犬についての
情報交換を行うなど、盲導犬を扱う団体の活動は世界的に広がりつつある。 
	 日本では 1938 年にアメリカ人の青年が観光旅行で訪れた際に初めて盲導犬の存在が伝
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えられ、日本で最初の盲導犬は 1939 年にドイツから導入された 4 匹のジャーマン•シェパ
ード•ドッグであった。ドイツ同様、戦争で失明した兵士の社会復帰のために活用できない
かと考えられたが、敗戦前後の混乱で盲導犬育成事業は途絶え、国産第一号の盲導犬が誕
生したのは 1957 年になってからであった。厚生省（現厚生労働省）の許可を得て日本初の
盲導犬協会である財団法人日本盲導犬協会が 1967 年に発足して以降、系統だった訓練と指
導がなされ、現在全国には国家公安委員会の指定を受けた 11 の盲導犬の育成施設が設置さ
れており(表 1-5-1)、うち 8 つの団体が全国盲導犬施設連合会［注 8］に加盟している。 
なお、日本における盲導犬に関し施行された法令および通達の動向は以下のとおりである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 1970 年 11 月 12 日、大阪陸運局長によりタクシー事業者向けに出された通達に「乗車拒
否の構成要件とその具体例についての解釈方針」があり、物品の持込み制限の具体例とし
て「死体を伴い、或いは盲導犬および愛玩用の小動物を除く動物を伴っているとき」とあ
る［15］。 
	 1973 年、国鉄旅客営業取扱基準規定の改正により全国盲導犬連合会に登録された盲導犬
の列車への乗車が許可された［15］。 
	 1978 年 3 月 27 日、運輸省自動車局長より社団法人日本バス協会会長にあてた通達で、
表 1-5-1	 日本国内における 11 の盲導犬育成施設発足年表	
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盲導犬を連れた盲人の乗合バス乗車についての通達がなされた。ただし 3 項では、「当該路
線に常時乗車していること等により一般乗客の理解が得られている場合以外は、原則とし
て盲導犬に口輪を装着すること」とある［15］。 
	 1978 年 12 月 1 日に道路交通法が改正•施行され、盲導犬と歩くことに関わる法律が制定
された。十四条では視覚障害者が道路を通行する際には白杖または盲導犬を連れて歩かな
ければならないことを示している。十条では、一般歩行者が通行すべき場所の例外として、
盲導犬を連れている場合は、道路の右側ではなく左側を歩いても良いとしている［15］。 
	 盲導犬そのものの規定については道路交通法施行令第八条に記されており、規定の施設
で必要な訓練を受け、道路交通法施行規則によって定められた用具をつけた犬のみが盲導
犬として法律上認められる旨を記している［15］。 
	 1980 年 9 月 4 日に環境庁から出された通達には、盲動犬に関する記述がある。環境庁自
然保護局施設整備課長から各都道府県主管部長あてに出された、国民宿舎や国民保護セン
ターなど休養施設の管理運営に関する通達の別紙 2 に、盲導犬が安全であることや、盲導
犬への接し方、仕事の内容、法令に定める盲導犬の定義などが記載され、盲導犬への理解
を求めた記述がなされている［15］。 
	 1980 年 10 月、道路交通法、同施行令の改正に伴い、国鉄旅客営業取扱基準規定が改正
された。「全国盲導犬連合会に登録された盲導犬」ではなく、道路交通法第十四条第一項で
定めた盲導犬が乗車可能となった［15］。 
	 1981 年 1 月 30 日に各都道府県•政令市•特別区衛生主管部（局）長あてに出された厚生
省環境衛生局指導課長•厚生省環境衛生局食品衛生課長通達で、盲導犬を伴う視覚障害者の
旅館、飲食店等の利用についての通達がなされた。また、1989 年 6 月 5 日には厚生省社会
局長より各都道府県知事•政令指定都市市長あてに同様の趣旨の通達がなされた［15］。	
	 1984 年 5 月 31 日、当時の東京盲導犬協会理事長、塩屋賢一氏宛に航空三社（日本航空、
全日本空輸、東亜国内航空）より通知が届き、原則として盲導犬の口輪の装着が義務づけ
られていたものを、「盲導犬には口輪の装着を必要としない。但し、臨席をあけられない場
合で、臨席旅客の了解を得られない場合はこの限りではない」と航空機利用の規定を改訂
した旨が知らされた［15］。 
	 1986 年 2 月 19 日、運輸省の地域交通局長から社団法人日本バス協会会長にあてた盲導
犬を連れた盲人の乗合バス乗車についての通達により、「原則として盲導犬に口輪を装着す
ること」という一項が「盲導犬には口輪の装着を必要としないこと」に変更された［15］。 
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 1991 年 4 月 18 日には、当時の運輸省国際運輸•観光局観光部長から社会法人国際観光日
本レストラン協会、社団法人日本ホテル協会、社団法人全日本ビジネスホテル協会、社団
法人国際観光旅館連盟、社団法人日本観光旅館連盟各会長に宛て、身体障害者のホテル•
旅館等の利用についての通達がされている［15］。 
	 1997 年 6 月 11 日、運輸省自動車交通局長から全国個人タクシー協会会長および全国常
用自動車連合会会長に宛てた、盲導犬を連れている視覚障害者のタクシー乗車についての
通達が行われた。さらに同日、同様の通達が地方運輸局長•沖縄総合事務局長あてにも出さ
れた［15］。 
	 1998 年には、盲導犬を帯同した来院者への対応についての通達が、各地方医務（支）局
長•国立高度専門医療センター早朝あてに厚生省保健医療局国立病院部運営企画課長およ
び政策医療課長から行われた［15］。 
	 2000 年 5 月 29 日に社会福祉事業法塔の改正案が国会の審議を経て成立し、社会福祉事
業法は「社会福祉法」と名前を変えた。2001 年 4 月 1 日から盲導犬事業に関する改正が施
行され、盲導犬育成事業も社会福祉事業として法的に認められた。また身体障害者福祉法
も改正され、「身体障害者社会参加支援施設」の一つとして「盲導犬訓練施設」を明記して
い［15］る。 
	 2002 年「社会福祉法」では「盲導犬訓練施設を経営する事業」を「第二種社会福祉事業」
と定義した。また、「障害者基本法」では、「国及び地方公共団体は補助犬の給付又は貸与
その他必要な施策を講じなければならないこと、補助犬の育成等を促進しなければならな
いこと、公共的施設を利用する障害者の補助犬の同伴について障害者の利用の便宜を図ら
なければならない」とした［16］。 
	 2002 年 10 月 1 日から「身体障害者補助犬法」が施行された。盲導犬、聴導犬、介助犬
を「身体障害者補助犬」とし、公共交通機関や公共施設、デパート、飲食店といった不特
定多数の者が利用する施設等で、補助犬の同伴拒否を禁止し、身体障害者の自立および社
会参加の促進を目的に制定されたものである［16］。 
	 2005 年に補助犬法の見直し作業が始まり、2007 年 12 月には法律の一部が改正、都道府
県、政令指定都市、中核市での相談窓口の設置、職場（従業員 50 名以上の事業所）での受
け入れが義務化された。また、補助犬法では、補助犬ユーザーの権利を守る一方、補助犬
を育成する訓練事業者の義務や補助犬ユーザーの義務も定めている［16］。 
	 2006 年 12 月 13 日には、国連総会において、あらゆる障害者への差別をなくし、その尊
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厳と権利を保障するため「障害者の権利に関する条約（障害者権利条約）」が採択され、2008
年 5 月 3 日に発効された。日本政府は、障害者基本法改正、障害者総合支援法、障害者虐
待防止法、障害者差別解消法の成立など、徐々に国内法の整備を進め、2014 年 1 月に批准
した［16］。 
	 2013 年 6 月には「障害者差別解消法」が制定された。国連の「障害者の権利に関する条
約」の締結に向けた国内法制度の整備の一環として、全ての国民が、障害の有無によって
分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向
け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的としている。同法は 2016 年 4 月 1
日に施行された［16］。 
	 以上の法整備のように、盲導犬に関する法律は 1970 年代以降急速に進み、徐々に社会理
解を深めていったことが読み取れる。また 2000 年に入ってからは通達からより強制力のあ
る法の施行が進み、盲導犬は法による権利を獲得していった。2016 年には障害者差別解消
法が施行されたばかりで、盲導犬と盲導犬ユーザーの社会における権利は、今なお獲得過
程の最中にあるとも言える。 
	 その一方、全国の盲導犬育成事業に関わる人々からは、盲導犬ユーザーが未だに同伴拒
否をされるとの声が聞かれる。タクシーやバス、航空機の利用について、通達の初期段階
では盲導犬に口輪をはめることが義務づけられていたため、未だに口輪が必要であると考
える交通関係者もいる。盲導犬が社会に受け入れられるためには、これらの法律や盲導犬
の社会意義を、すべての市民が学ぶ必要がある。 
 
1-5-2.欧米•オーストラリアにおける盲導犬	
	 欧米やオーストラリアなどでは、ペットとしての犬の権利がすでに確立しており、盲導
犬の権利はその延長線上にあると考えられる。 
	 具体的には、盲導犬の同伴に関する法律は日本とは異なり実刑を伴う罰則が多く、その
権利の多くがこれまでの犬との歴史が影響しているとされている。 
	 ブリュッセルではひざの上に載せられるのなら、ペットでもバスへの乗車が可能であり、
スイスではグッチやディオールといった高級ショップが立ち並ぶショッピングモールにも
犬を連れて歩くことができる［14］。世界最大の盲導犬および聴導犬の輩出国である英国•ロ
ンドンでは地下鉄にも電車にもペット犬が乗車しており、1995 年の「ディスアビリティ•
ディスクリミネーション•アクト（DDA＝障害者差別撤廃法）」が制定される前から補助犬
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や訓練犬の利用が公認されていた。フランスではアパートやマンション、貸間などでペッ
トの同居を断ってはならない法律がある。また 1993 年 1 月に制定された「社会秩序に関す
る諸措置」では補助犬の同伴を禁止および禁止する行為に罰金を設けており、再犯の場合
は刑罰を二倍にすると定めている［14］。オーストラリアでは 1992 年の DDA 法により障害
者のアクセス権が保証され、その中で盲導犬についての規定がある。オーストラリアでの
DDA の強制力は強く、違反すれば実刑が科せられ、さらに「ガイド•ドッグ法」などの州
法があり、違反に対して罰金が科される旨が記載されている［14］。 
	 アメリカでは連邦法である、ADA 法（Americans with Disabilities Act＝障害をもつアメリ
カ人法）で盲導犬の権利が保証されているが、同伴可能な場所や違反の刑罰については州
によってまちまちであり、その背景には州ごとの犬との文化的な関係性が影響していると
考えられている［14］。 
	 このように犬との関係性および盲導犬の同伴に関する権利が各国で異なる一方、使用さ
れる盲導犬の犬種も欧米•オーストラリアでは多種多様となっている。日本で盲導犬として
使用される犬種は特に法で規制されていないにも関わらず、現在はラブラドール・レトリ
バー、ゴールデン・レトリバー、その交配種の F1 レトリバーが主流となっている。その
背景として、欧米•オーストラリアでは盲導犬のみならず、一般的なペットとしての犬の同
伴権が確立されている国が多く、日本における犬との関係と文化的に異なっていることが
影響していることが予測される。 
 
1-5-3.盲動犬に対する社会の認識	
(1)身体障害者補助犬法の施行と現状	
	 盲導犬をはじめとする補助犬の受け入れをスムーズに行い、身体障害者の社会進出と自
立を促進することを目的として、平成 14 年 5 月に身体障害者補助犬法が成立し、身体障害
者補助犬を受け入れることが義務づけられた。身体障害者補助犬法は、平成 14 年 10 月に
は公共施設と公共交通機関を対象に施行されたが、平成 15 年 10 月からは、不特定かつ多
数の者が利用する施設にも施行されるようになった。さらに、平成 28 年 4 月には、盲導犬
などの補助犬ユーザーの入場、入店を断ることは「差別」になるとする、障害者差別解消
法が施行された。 
	 このような法の整備が進む一方、未だ盲導犬ユーザーの施設への立ち入りを拒否する事
例は後を絶たず、盲導犬が社会に適応するための大きな課題となっている。 
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	 図 1-5-3-1、図 1-5-3-2、図 1-5-3-3、図 1-5-3-4、は、日本盲導犬協会が 2003 年にユー
ザー（246 名）、コンビニの店長、店員（1584 名）、病院（54 施設）、一般市民（105 名）を
対象に意識調査を行った結果である。その結果、補助犬法の知名度はコンビニの店員と病
院間でさほど変わらない結果となり、補助犬法の施行後も同伴を断られたケースが 5 割近
くにもなっていた。また、断られた場所はレストランが最も多く、他の利用客が嫌がるか
らといった理由が挙げられている。 
図 1-5-3-1	 補助犬法を知っているか［2］	
図 1-5-3-2	 盲導犬の同伴を断られたことがあるか［2］	
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	 また、公益財団法人アイメイト協会（東京都練馬区）が 2016 年 3 月に行った盲導犬現役
ユーザー102 人に行ったアンケート調査［11］では、「盲導犬を理由に嫌な思いをしたことが
あるか」の問いに、89.2％が「ある」と答えたことが明らかになっている。 
	 複数回答で差別について具体的に聞いたところ、同伴を拒否された場所として、居酒屋
や喫茶店を含むレストランが 78．9％と最も多く、ホテルや旅館といった宿泊施設（33.3％）、
病院（20.0％）、タクシー（13.3％）が続いた。 
	 これらの結果は 2003 年に行われた日本盲導犬協会のアンケート結果とさほど変わらず、
身体障害者補助犬法の施行から十数年たった現在も、盲導犬ユーザーと盲導犬をとりまく
環境は変わっていないことを示している。 
	 なお、同伴拒否された際の対応として、ユーザーの 4 分の 3 が「その場で説明し、理解
を得る」ことを挙げた。その結果、理解不足の是正や居合わせた人のフォローなどにより、
約 7 割が「入れるようになった」という。ユーザーも外出時は周囲への配慮として、盲導
犬の身だしなみなどに注意を払っているという［11］。 
 
	(2)盲導犬への誤った認識と無知	
	 盲導犬ユーザーが最も困ると回答しているのが「盲導犬はスーパードッグである」とい
図 1-5-3-3	 断られた場所［2］	 図 1-5-3-4	 断られた理由［2］	
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う一般市民の盲導犬への誤った認識である。石上、徳田（2003）［10］は、小学生から成人ま
で、一般市民約 2400 名に対し盲導犬に関する認識について調査したが、その結果全体の約
5 割の者が「盲導犬が視覚障害者を連れていってくれる」と誤って認識していることがわ
かった。 実際には盲導犬は、ユーザーの細かな指示がなければ目的地にたどり着くことが
できず、目的地までの順路はユーザー自身が記憶し、盲導犬に指示しなくてはならない。 
	 また、仕事中の盲導犬に対し、「さわらない」、「気を引く行為をしない」、および「食べ
物を与えない」 といったマナーについても、全体の約 6 割の者が知らないということが示
されている。これらは盲導犬が仕事への集中を欠いてしまうため、してはいけない行為で
ある。 
	 石上、徳田（2003）［13］が盲導犬ユーザー50 名に盲導犬に関する問題について調査した
ところ、表 1-5-3-1	 のような誤った認識が問題であると回答している。 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
1-5-4.盲導犬の需要と供給	
	 盲導犬の実働数は平成 28 年 4 月現在で 984 頭である。なお、各都道府県における実働数
は表 1-5-4-1、普及率は表 1-5-4-2 のとおりであり、都道府県ごとに盲導犬の数に差があ
ることがわかる。なお、これらの格差は各自治体による盲導犬に対する助成制度が異なる
ことや、盲導犬育成団体の所在地、人口などの影響によると考えられる。 
表 1-5-3-1	 盲導犬ユーザーが感じる第三者の行為［13］	
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	 また、全国に 11 ある盲導犬育成施設［注 9］の 2014 年度の育成頭数の合計は 141 頭とされ
［9］、各施設の年間の育成頭数は平均して 12 頭程度である。表 1-5-4-3 を見ると、141 頭中
96 頭が、代替の盲動犬であることがわかり、年間の育成頭数のおよそ 2/3 が盲導犬喪失ユ
ーザー［注 10］への代替貸与［注 11］となっていることが読み取れる。 
表 1-5-4-1	 都道府県別の盲動犬実働数(2013 年 3 月)［10］	
表 1-5-4-2	 都道府県別の盲導犬普及率（2013 年 3 月）［10］	
 35 
 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 さらに、平成 24 年の全国盲導犬施設連合会と日本盲導犬協会の研究調査による推計では、
盲導犬の使用希望者は、全国に約 3000 人いるとされ、現状の実働数との間に大きな差があ
るといえる。 
	 このような統計の事例から、日本の盲導犬の希望者数 3000 人に対し、盲導犬の実働数は
1000 頭前後であることがわかる。また育成した盲導犬の 7 割近くが代換として、以前から
の盲導犬ユーザーに渡ってしまうため、中々新規のユーザーまで行き渡らないという問題
がある。 
	 その一方、世界各国の盲導犬普及率（人口 100 万人あたりの盲導犬ユーザー数）は 2013
表 1-5-4-3	 2014 年度盲導犬育成数［9］	
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年 3 月現在でイギリスが最も高く 79.2％、次いでアメリカが 35.5％となっている(図
1-5-4-1)。それに対し日本は 7.9％とイギリスとは 10 倍近い差をつけられており、需要に
供給がおいついていないということがわかっている。なお、国際盲導犬連盟では、世界で
活動する盲導犬は 25000 頭以上であると推定しており、アメリカでは 8000 頭以上、イギリ
スでは 4500 頭以上、ドイツでは 1500 頭〜2000 頭の盲導犬が実働している(表 1-5-4-2)。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 1-5-4-2	 各国の盲導犬実働数［10］	
図 1-5-4-1	 各国の盲導犬普及率［10］	
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1-5-5.背景のまとめ	
	 これまでの先行研究から、盲導犬を取り巻く背景には下記の点が挙げられることがわか
った。	
①	 盲導犬の歴史は長いが、日本における盲導犬の権利は未だ獲得過程にある。	
欧米諸国と日本では盲導犬に対する法律が異なるが、その背景に、ペットを含めた犬
全般に対する文化の違いが反映されていると考えられる。	
②	 法の整備が進む一方、第三者の盲導犬への理解は足りず、同伴拒否の事例は後を絶た
ない。	
③	 盲導犬の普及率は欧米と比較し少なく、盲導犬の使用希望者数と実働数に差がある。	
	 これらの背景から、盲導犬の需要は供給を上回っている一方、盲導犬を取り巻く社会環
境に大きな変化はなく、ユーザーと第三者の盲導犬への理解に差があるといということが
いえる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
図 1-5-5-1	 研究背景	
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〈注	 釈〉	
［注 8］全国盲導犬施設連合会	
	 認定 NPO 法人全国盲導犬施設連合会。1995 年日本の盲導犬育成団体が連合することで、
盲導犬の普及を全国的に推進し、視覚障害者の自立と社会参加に貢献することを目的に発
足した。1995 年任意団体として発足、2008 年 6 月 NPO 法人を設立、2011 年に認定 NPO 法
人となり、発足以来 21 年間盲導犬普及のための事業を加盟団体と協力して行っている。現
在全国で盲導犬育成事業を行っている国家公安委員会指定 8 施設が加盟している。 
	
［注 9］盲導犬育成施設	
	 道路交通法施行令（昭和三十五年十月十一日政令第二百七十号） 「第八条第二項」では、 
「法第十四条第一項 の政令で定める盲導犬は、盲導犬の訓練を目的とする一般社団法人、
若しくは、一般財団法人又は社会福祉法（昭和二十六年法律第四十五号）第三十一条第一
項の規定により設立された社会福祉法人で国家公安委員会が指定したものが盲導犬として
必要な訓練をした犬又は盲導犬として必要な訓練を受けていると認めた犬で、内閣府令で
定める白色又は黄色の用具を付けたものとする。」とある。盲導犬育成のため国家公安委員
会により指定された施設が盲導犬育成施設として認められ、2016 年 6 月現在では、全国に
11 団体、14 施設がある。 
 
［注 10］盲導犬喪失ユーザー 
	 盲導犬の高齢化や病気等で貸与された盲導犬を返却することになり、盲導犬が失われた
状態にある盲導犬ユーザー。尚、盲導犬を引退した犬を「リタイア犬」と呼ぶ。 
	 各盲導犬育成団体によって期間や時期は異なるが、盲導犬は、盲導犬として適性のある
両親を用い、候補の犬を繁殖させることから始まり、パピーウォーカー（ボランティア）
による養育、訓練、およびユーザーとのマッチングを経て、ユーザーとの生活を送る。多
くが 10 歳から 12 歳でリタイアに至り、その後は盲導犬の施設で余生を送るか、ペットと
して飼育ボランティアの家庭に引き取られる。 
 
［注 11］代替貸与 
	 盲導犬喪失ユーザーが別の新しい盲導犬を貸与されること。代替の場合は新規の盲導犬
ユーザーより優先的に盲導犬が貸与される場合が多い。その理由として、長期にわたり盲
 39 
導犬との生活に慣れたユーザーは、盲導犬なしで生活するのが困難になる点が挙げられる。	
代替の場合は新規のユーザーと比較し、貸与の際の共同訓練の期間が短くなる場合が多い。 
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2-1.本章の背景と目的	
		2-1-1.背景	
	 第 1 章では、盲動犬とユーザーを取り巻く背景には、「盲導犬の機能特性」と「盲導犬の
第三者に与える印象」の 2 つの課題があることを述べた。本章では、そのうちの「盲導犬
の機能特性」を明らかにすることを目的に、アフォーダンスの視点から、盲導犬との関係
に関するユーザーインタビューを実施した。 
	 アフォーダンスとはアメリカの知覚心理学者ジェームズ-J-ギブソンによる造語である。
後藤武-佐々木正人-深澤直人著「デザインの生態学」ではアフォーダンスについて以下の
ように説明している。	
【アフォーダンス】(affordance)	 生態心理学の主要な概念で、「与える／もたらす」と
いう意味の英語の動詞アフォード（afford）を名詞化した、ジェームズ-J-ギブソンの造
語である。アフォーダンスは動物に環境が提供する意味／価値である。それは知覚者が演
繹的に導き出すものではなく、環境の中に実在し、直接的に知覚されるものである。もの、
物質、場所、事象、ほかの動物など環境にあるすべてのものはアフォーダンスを備えてい
るとされる。たとえば、傾斜と凹凸が少ない固くて広がりのある表面は、動物に立つ事、
歩くことをアフォードする。［1］	
	 一方、デザイン分野ではアフォーダンスという言葉は主に人間と人工物の間のユーザビ
リティを考慮する過程で用いられてきた。デザインの分野で用いられるアフォーダンスと
は、ドナルド-ノーマンの著書「誰のためのデザイン?」によって広まった概念が中心であ
り、これはギブソン本来の意味のアフォーダンスとは異なり、「知覚されたアフォーダン
ス」を示すものである。ノーマンはアフォーダンスを「行為の可能性」という意味に解釈
したため、デザイン分野では「説明なしに行為を行うことができるような環境の手がかり」
をアフォーダンスとして用いることも多い。	
	 本研究では、ギブソンが提唱する本来の意味である、動物と視覚環境との関係性として
のアフォーダンスの定義を用いる。	 	
	 本研究で用いるアフォーダンスとはつまり、「環境に埋め込まれた情報」であり、観察者
（本研究では人間や盲導犬）が異なることで、探索、認知し利用できるアフォーダンスも
変化する。	
	 また河村［3］は以下のように述べている。	
	 アフォーダンスには幾つかの重要な特徴がある。まずそれは環境の物理的な性質ではな
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く、それぞれの動物にとっての環境の性質だということだ。例えば、ある大きさの石はゾ
ウと蟻には異なる行為の可能性を提供する。アフォーダンスは、それぞれの動物種（その
すべての個体）に固有な資源だということだ。次の特徴は、アフォーダンスが行動を引き
起こすものではなく行動を可能にするものだということだ。（中略）アフォーダンスは利
用可能であり、行為を動機づけることはできるが、原因や刺激にはならない。アフォーダ
ンス理論から見れば、行動はそもそも何かによって引き起こされることはないのである。
全てのものに多数のアフォーダンスがあって、動物に行動の機会を提供している。その中
から幾つかのアフォーダンスを動物が知覚し利用するということである。［3］	
 
	 このように、動物は環境からアフォーダンスを探索し、その中から情報の意味をピック
アップして行為に結びつけている。晴眼者が行うアフォーダンスの探索は主に視覚情報を
用いたものであるが、視覚障害者は視覚という感覚システムを欠いているため、視覚によ
るアフォーダンスの探索ができない。そのため、視覚以外の感覚システムを用いてアフォ
ーダンスを知覚し、環境を認知している。	
	 晴眼者が得ることができる情報は視覚情報が 8 割を占めるといわれているが［4］、視覚障
害者は視覚を欠いているため、そのほとんどの情報を得ることができない。視覚以外の知
覚システムが発達しているため、探索可能なアフォーダンス（視覚以外）は、晴眼者が捉
えるものより多くなると考えられる。	 	 	
	 盲導犬ユーザーはさらに、盲導犬から得られる何らかの情報を加え、移動時における環
境構造を認知しているのではないだろうかとの仮説を構築した。	
	 そこで本章においては図 2-1-1-1 のようなアフォーダンスの探索モデルを仮説として設
定した。盲導犬ユーザーは晴眼者よりも視覚以外のアフォーダンスを多く獲得するだけで
なく、ハーネスを通じて盲導犬から伝達される何らかの情報を獲得し、移動時の行動の手
がかりをピックアップしている。そこにはおそらく盲導犬自身のアフォーダンスが介在し
ているのではないかという仮説である。 
	 本章では、視覚障害者が移動時に一般的に使用できるサポート手段として、「白杖」「ガ
イドヘルパー」「盲導犬」があることを前提に（図 2-1-1-2）、それらのサポート手段を介
在した際のアフォーダンスの探索について盲導犬と比較し、盲導犬のどこに機能特性が存
在しているのか、構造を俯瞰的に分析して明らかにする。 
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2-1-2.目的 
	 本章では、アフォーダンスを介在した盲導犬とユーザーの補完関係を明らかにするため、
ユーザーを対象にインタビュー調査を行い、分析結果から盲導犬とユーザーの補完関係図
を作成する。 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
図 2-1-1-1	 アフォーダンス視点の補完関係の仮説	
図 2-1-1-2	 本研究で扱うサポート手段の種類	
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2-2.盲導犬との関係に関するユーザーインタビュー		
	2-2-1.方法	
(1)研究協力者	
	 北海道内に居住する盲導犬ユーザー6 人（A〜F）にインタビュー調査を実施した。被験
者の属性については表 2-2-1-1 のとおりである。なお、表 2-2-1-1 に記された属性は、何
れもインタビュー時点の被験者および盲導犬の記録である。また、貸与された盲導犬は全
て北海道盲導犬協会が育成した盲導犬である。	
	
	
	
	
	
	
	
	
(2)データ収集方法	
	 インタビュー調査は研究者およびその紹介者がユーザーと面会する形で実施し、倫理的
配慮のもと、ユーザーにストレスのかからない状態で行われた。	
	 一人あたりの調査時間は 1〜2 時間程度で、インタビュー中の会話は同意を得て IC レコ
ーダーですべて録音した。なお、本研究は同様の先行事例がほとんどないため、より基礎
的な定性データを得るため、半構造化インタビュー方式で行った。質問項目は以下のもの
を用意したが、被験者が自由に発言することを重視したため、各被験者からすべての質問
項目の回答を得たわけではない。	
①	 盲導犬を使用しはじめた理由	
②	 盲導犬と白杖の違い	
③	 外出頻度	
④	 盲導犬を使用して困る点	
⑤	 盲導犬を使用して良かった点	
⑥	 盲導犬から伝わる情報	
⑦	 目的地までの指示実行のプロセス	
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表 2-2-1-1	 被験者の属性	
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(3)データ分析方法	
	 本調査の分析は、グラウンテッド•セオリーアプローチ（以下GTA）のうち、木下（2007）	
が提唱する修正版グラウンテッド•セオリーアプローチ（以下M-GTA）の方法を用いた［4］。	 	 	
	 GTAとは、質的データから帰納的に理論を開発するための方法であり、質的研究の代表的
な分析法である。グラウンテッド•セオリーとは質的データに根ざした理論のことで、この
手法の特徴は理論の検証ではなく、理論の生成を目的としていることである。本研究では
アフォーダンスを介在した盲導犬とユーザーの補完関係を明らかにすることが目的である
ため、構造図を作成するために最適な手法として採用する。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 2-2-1-1	 逐語録	
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	 なお、質的研究では文章を構成する概念をコードといい、コーディングによって具体的
な文字データに対してコードを割り当てる。さらにコードにおける上位概念をカテゴリー
といい、カテゴリー化によって徐々に抽象化のレベルを上げ、カテゴリーを作成する。GTA
ではデータの収集、文字データの切片化、ラベル名の割当て、カテゴリー化、および概念
構築の手順で分析を行うが、今回採用するM-GTAは切片化がなく、コーディングもオープン
-コーディング［注1］と選択的コーディング［注2］のみである。M-GTAでは切片化の代わりに、
「分析ワークシート」を導入し、概念名（ヴァリエーションの記述を束ねる上位の概念	）、
定義（どのようにデータを解釈したか）、	ヴァリエーション（記述の抜出）、理論的メモ（プ
ロセスで「気づいたこと」、「考えたこと」、「採用しなかった解釈」等の記入）について記
述する［3］。	
	 分析は、上記の過程で行い、分析ワークシートで作成した概念について他の概念とカテ
ゴリー化を行い、上位のカテゴリーを生成した。さらに、これらの分析結果の全体となる
カテゴリーと概念の相互の関係を示す結果図を作成した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
2-2-2.分析	
	 M-GTA を用いて逐語録を分析し、結果として 37 の概念とこれらをまとめる 14 の下位カ
テゴリー、さらに下位カテゴリーをまとめた4つの上位カテゴリーを生成した(表 2-2-2-1)。	
図 2-2-1-2	 分析の方法	
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	 なお、生成された下位カテゴリーは以下の14の項目である。	
①指示外の判断、②指示の実行時の判断、③性格、④環境の変化による問題、⑤機能的要
因、⑥心理的要因、⑦ガイドヘルパーとの比較、⑧犬へのアプローチ、⑨歩行の手がかり、
⑩ユーザーが抱える問題、⑪現状の設備⑫環境から受ける問題、⑬第三者へのアプローチ、
および⑭周囲の無理解。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-2-1	 概念とその定義	
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	 またこれらの下位カテゴリーを、①〜④を「盲導犬自身」、⑤〜⑦を「盲導犬とユーザー」
⑧〜⑩は「ユーザー自身」、および⑪〜⑭を「ユーザーを取り巻く環境」の上位カテゴリー
に分類した。さらにこれらを外的要因と内的要因の2つにわけた。内的要因は「盲導犬自身」、
「盲導犬とユーザー」と「ユーザー自身」、外的要因は「ユーザーを取り巻く環境」とした。	
	
2-2-3.分析ワークシートと考察	
	 逐語録から同じ内容を示すと思われる記述をヴァリエーションとして集め、それらの内
容を束ねる概念およびその定義を決め、分析ワークシートを作成した。	 	 	
	 解釈の恣意性を防ぐために、被験者の他の語りデータ部分や他の被験者の語りデータに
同様の具体例があるかどうか検討する類似比較を行い、作成した概念によって説明できる
データが少ない場合は、有効ではないと判断した。なお分析時には、アフォーダンス研究
分野の他の研究者１名に、概念、カテゴリーを提示し、確認、検討を行い本研究の信頼性
と妥当性の確保に努めた。	
	 また、37個の概念における分析ワークシートは表2-2-3-3〜表2-2-3-39のとおりである。
①の分析方法で示したように、ワークシートは「概念」「定義」「ヴァリエーション」「理論
的メモ」の 4 項目から構成し、被験者全員の全ての発話を記録した逐語録から作成した 37
つの概念に分類を行った。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 2-2-3-1	 分析ワークシート使い方	
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A.盲導犬自身	
①	 指示外の判断	
	 盲導犬が指示語に対し決められた動作をしなかった時、それは自身のアフォーダンスの
探索の結果に基づき、独自に判断を行い、ヒトを誘導していると考えられる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-3 概念 1: アフォーダンスによる誘導	
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Øţ}Ù×Ċ÷ĈĜæ
ìĤüĕćĎÔČąìćĤõĊčæ
kÌĂðĢĭŔŅŘĸĈ®óĕåĄć³ĄāĢĜíħðĤð
Ģæ
Øţ}Ù×ĀĥďčæìĦĩċĉ÷ĎíõĊčæëĎAďČĮ^®óĲŖłĿñëĤĩĂħæĜíS½úāðĢ®
ðċìõĊčæďāęČ®óõĊæ¡DęĈ®ĄāĢĀ÷ĎĲŖłĿČĒĄđĢĥĤĩĂæ
Øţ}Ù×CĄćĞĢĞĢĜĢîĤðĢčæ
Øţ}Ù×²îāĢĜí³ħċóćĜìóõĊč
Øţ}Ù×ìĞåĀĥĈĜĞĄđģ³ħċìĉìõċìðĢå3³ĄāĢëĉďĖĄĉóä
Øţ}Ù×ęýåLMvĎ7,ĂĉÊ{ĉĭŔŅŘĸŘñ çČëĄćåČïģĤĞąċĩĂõĊåĀ÷ęĈzìćìó
ĉúāĢùåĜí»óċĄāĢÊ{ðĭŔŅŘĸĊĄăĈ®óĩĂŠ?òċjĈìõåĄćþăĝíæúāĢÊ{Ĉìó7
,ĜëĤúå
kďĭŔŅŘĸĈ®óĄćìíÒċlĜëĤúæĀĎ³ìĄćþăĝĄāĢå©Ď?òċĖíìó
ħæ
ĀíìíAĂĄāĩĂġæ
Øţ}Ù×ëĉďĀĎęę®ĄāĢĜíÖĄććĜıŘļ®ĄăĝíæĀ÷ęĈ®ĄāĢĤĄćìíĎñÏČëĤðĢæĀú
ćëĀ÷äeoĄćðĢŇŘŊęĈĭŔŅŘĸëĤðĢæĀĎĭŔŅŘĸČĤlĜëĤúåÊ{ĈìóĉòĜëĤ
Øţ}Ù×úċìĈ?òċġíČñ;ìčæĜí6ÆĤĎħðĄćĤĎĈĊĄăĈ®ĄāĄćŇŘŊČąóĎďðĂ
ðĢæĀĥĂõ²îāĄć÷ĉĂč

k®òāóċóćĜčåĀ÷Č®÷íĉüĤĎæĊ÷ČÀĥćĄćóĥĤĎŠĄć³ĄāĢčåĀ÷ČĄćóĎæ
ØÞ}ÙĀúćmĎĎlčåŐŘĮĽŘĎĭķĮŔŘĸŘĈčåĘĩĉĄăĝĄāĩĂħæVĄćĤ ċĎČæ
îĄëĥåċĩĂĦåĄćZĄāĢåĭķĮŔŘĸŘĄćĤħåĄćæ
©Ĉ~ĆðċìíăČĄćúęĄćæ
ØÞ}Ù¸ìĜĜċóćĜčåŐŘĮĽŘñ»óćĭķĮŔŘĸŘñĥĤĄćìíĎď
ñXúóćčşlČċĤ÷ĉëĤĩĂħæúāĢŜŜlóĢìęĈĞĄćĤðĢåāĂĭķĮŔŘĸŘĎģČĂõpā
ģæ
Øß}ÙĂðĢåŚáśùĩĎºČĄćìĄćåĀúć¯ÈðĢĄćìĄāĢåqåŒŖĳĉðìĦìĦëĄćĀ
Ď>Č®ĄāĢÄ«ëĄćĀúćęāHĎĖíČ®ĄāĢľķĉðòğíģĉðä÷ĄăĎĖíďįōŅĺĞ<rĞ
«ëĤõĊ÷ĄăČòğíģĉðªAĉðëĄć÷ĄăďÑñëĄćýĄĉ+ĎĖíČ®ĄāĢÕÑëĄćåĈå
ĲŘŁŘĉðóĤĚŀŖĉðåŚĎ."śăĝĩĉħðĄćìĤĩĂġæĀ÷ĈxęĄćóĥĤĎæëďďďæìĄ
ąĜ-ûĜĎ¸ĄćĤĜĩĂðĢæŚáķŘŀŘśĎO2ùĩñčåjġģŚĎ."śĎjñðĄćĤĩûĝċìĄ
ćæĎ"ĨùĄùùĄćìóĜĩĂðĢæĀúćåĄćĤæìĄąĜęĄāĜĎĂġæ¸ĄćóĤĄćìíċĢæĀ÷Ĩ
ăĝĩĉ
ŚĎ."śďąìćóĤðĢæĀ÷Ĉ¹xěĤðĢæ
Øß}ÙĞĄćĚāĢå«ĂĉðåįōŅĺĉðåòğíģĂĄāģå÷Ąă®ĄāĢĂĄāģå
Pď÷íìĄāĢï
ÕĂĄāģåï§Ąć³ĄāĢï§Ďjzìāģæ
Øß}ÙĲĮĲŘőĂĄāĢåĲĮĲŘő®Ąāģæã®ĄālďİŒŘŊŀŖďìąĜ¸ĄćĤĩĂõĊåŚĎ."ś
ČĞĄćĤĩĂõĊåŚĎ."ś=ĢþāģċĩðúāðĢåëöĤċĄćæ
E&ĈčæĂðĢåŚĎ."śİŒŘŊŀŖĎĉ÷ĦĈxęĄāĢ÷ęĤċĄćïĜĄćāĄõåxęĢċðĄ
āæŚĎ."śďæ
Øß}ÙăĝĩĉĀ÷ČìĄāĢčåÐ÷íúćgîćóĥĤĜĩæĲŘŁŘĈëĄćĜčåċĩĈĜæ"ďīĬķŌľĮ
ÓĕćāðĢåīĬķŌľĮĜíÓĕċìĎĄć³ĄćðĢďčåÖĄć¿Ąć®ĄćåĲĮĲŘőĎĉ÷ĦČġĤčæ
Øß}Ù1úććĜčæ¸íĄćìí÷ĉďÎħðĄćĤĩûĝċìæ
Øß}ÙĂðĢåŚáķŘŀŘśĎO2ùĩñčåāăġģĜŚĎ."śĄćĤčæĄćæęĄüô®óĜĩĂðĢčæO
2ùĩñĀíĞĄćìĄāģúćĤæ
Øß}Ù³ĄāĢăĝĩĉ®óðĢæ
Øß}ÙĀíĂčåÄ«Ä«ĉðæ
Øß}ÙñåĞùìĂĉðåĂĉðåòğíģĉðªAĉðįōŅĺĞ«ď÷ĄăæòğíģĉªAď÷ĄăċĩĂ
ġčæĀĎ÷ĄăñċĩĂġčæìĄąĜR¸íĜĎĂðĢåĀ÷ĈìĄāĩ¹xěĤæ
ĀĎĜìĦìĦëĤõĊìĄąĜR¸íĜĎĂðĢĀ÷Ĉ¹xěĤæ
Øà}Ù
ëĎå÷÷ĎåuizÁðĢęĄüôåìĄćuizÁęĈ®ĄćåŉŕŔðõćåHuiĄćìíĩĈüæH
uiČď®ĄćåëĉåęĄüôìóĩĈüæIU^ęĄüôċĩĈüæĀĎÇČŚÛĲŖłśñëĤĩĈüæŚÛĲŖł
śĜ?òĈ®òāìĩĂõĊåaă_Ĩ9îćĤðĢŚÛĲŖłśČď®ðċìæ
Øà}Ùaă_9îĤĉŚÛĲŖłśČċĤĩĂċĄćæ
Øà}ÙË4~ĈħðĤæ
Øà}Ùģĩøčå÷ċìĂìāĂìćģĩøëöāĜĎĂðĢæ
Øà}Ù"ĎAďčįōŅĺñ<?òĂĄāĎæ
Øà}ÙįōŅĺď÷ĎAČďëöćċìðĢäęîĎ÷ďįōŅĺčæĂðĢåŚÜķŘŀŘśĈįōŅĺ8ģ7ČÀĥ
ćĄćĄć³ĄāĢăĝĩĉ®óĩĈüġæ
Øà}ÙāęČķŘŀŘĈ7^Ĩ9îĤĈúĠíæcúćóĥĤĩĈüġčæăĝĩĉæ
Øà}ÙįōŅĺĎ"ìĄāĢQĤĉðæ
ĜíåmWBNùþĤăĠĄĉ"ČċĄćåuizÁĎĩĈăxęĤĩĂðĢæĜíĀĥĈ)ĄăĝĄćæĤ
ĈúĠíæºĜH`Ĝ+`ĜüĤðĢčæĊíúġíĜċóĄćâùĩČpćĜĢĄćåĊíüĤðċĄćZĄćæģòĄā
ĢâùĩĽĹİŃŘĽëöĤĩĈüġčæĀúćāĢåĤĩĈüġæĀĥĉå÷ĄăČŚOÜÙñëĤĩĈüõĊåĀúāĢå
ĢċìĩĈüæ#É¿ĄćāĩĈüæ¦:¦ČċĄćčæ	ĂðĢ­ĥĢĥċìĉZĄćå|kpćĄ
ć³ħĥćæ|k®ĄāĎæĀúćåmWĎjČċĄāĢčåČ­aĄćúĝñĩĂĢåĎ_ĐŘĩĉĞĄā
ĩĂĄćæņĹļňļœĎ­Ĩ¬ĉúāĄćåñæúęìČďĎÐČ/ðĄćŕŖĄć0îāĩĂĄćæĜíåĀ
÷Ď#É®òāóċìħõġæìZìúāĩĈúĠíåòĄĉæĀĥęĈďčåhzĲŘķĂĄāĎæĜċó
ćĜĎÐĨ±ćďĄćďęāćóĤĎæ
Øà}ÙĀĥðĢ[Č@ČċĄăĝĄāĎæìāĂòZìúāĩûĝċìæìĞêåŚ"ĎĎ."śóĩÚNÇ±āõĊå
0îĢĥāĎěćĂĄćæĀíìí÷ĉñëĄćæĂðĢĄćyċĩĈüġčæ
|k-û^Č®óĉ®òjĨbúċóćĜ²îĤ
´¢Ĉúćìċì(¶ĈĜåŎŘĵŘñ£ģ¼úí÷ĉĈ²îĤ
1¶Ĩ³ħċóćĜaă_ĨðîāģåŎŘĵŘĎ®#Ĩ±ć$_ČiúćìĤ
®òāóċìĉ÷ĦÂíÁĨ®÷íĉüĤ
´¢ĉď ĎĎiñTÍúćìĤ*¨\
ŗĪŒ
ĭŘĶŏŖ
·ŋ
Ō
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	 これらは盲導犬の誘導にアフォーダンスが働いている事例と考えられる。人の意図とは
別に、犬自身が、独自のアフォーダンスに基づいて誘導を行っている。自らが楽だと思う
ルートを勝手に選択して誘導する、実際には人が座ることができない人と人の足との間に
tYŝ kK%ČġĤi
B¤ |k-û1ĉ#Ĩ£ģ¼ü÷ĉĈñĨ²îåyúì1¶ċúČ©ĎiĈµEĨ®í
Øš}Ù×÷ĎAďÈċìĜĩæăĝĩĉēąðĢċìġíČ"ĈĉęĤ
Øš}Ù×òĄĔĥĤĉ÷ĦĎ_"Ď^ĈxęĄćóĥĤðĢæ]ĥćòćĤðĢæ÷ĎAĜ²îāĎæïúîāħõ
ûĝċìĩĂõĊåıŘļĂġåĄćìíĉ÷íúćóĥĤæ
Øš}Ù×ìĞåăñíġæÊ{Ąć³ħċóćĜÊ{®óĎ÷ĎA
Øš}Ù×ĀíåÖĄćĖĄĉóĩĂðĢ
Øš}Ù×ìĞåĄāĢĜíHñüôsAċĎæJæĀ÷ČüħĄćĤĎæ
Øš}Ù×|kĎ£ģ¼úĂðĢïėîāĎæĂðĢå°ŜŞČóĈúĠåĀĎlèwďF5ÔéĄćf¾ñĤ
ĉčåąĩĂġ÷ĎA
Øš}Ù×'ÃŜŞĜ²îćĤġæăĝĩĉąġå÷ĎA©Ĉ$_ČĞĄćĤĩĂĜĩæ
ùĩåąóġåĄćŚś
Øš}Ù×Āíå÷ċìĂG5Š<¿ģĈģdîćìóĎčæŚĎ."śăĝĩĭŔŅŘĸŘåĽīřĄćìĄćč
ŚśăĝĩĉĽīìóðĢæ
Øš}Ù×Āĩċ÷ĉ¥îċìĜĩæŚĎ."śăĝĩŚÝĻŀŘļś®óġåĄć®ĄāĢ®óúæèĽīéĉðæèĀĦĀĦŚÛ
ĻŀŘļÙĎÊ{ĂčåŚÛĻŀŘļÙÊ{ķļĹńĂġéĄć®ĄāĢĀĥĂõĈ®óčæ
Øš}Ù×ĀíìíĎĨ!úćĤæëĉċÿðĢċìõĊå÷ĎAŚÝĻŀŘļś®óġåĄć³íĉåĀĥĂõĈĴŘĄć
®ĄćóĥĤægîāħõûĝċìĩĂõĊč
Øš}Ù×ŚÝĻŀŘļś®óĄć³ĄāĢĴŘĄćH/ìć®óæāĄāĄāäĄćæĂðĢïęîĊ÷ìóĎåĄćæĀĎð
ħģČĄāĢħðĢċìĩĂæ
ØŢ}Ù×ęë»ĆìćòāĢĈüõĊčæĈĜ3ĜzìćìĤĎĈĂìāìħðĄćìĤĉìîĐħðĄćìęüčæ
ØŢ}Ù×āĂnÅď|3zìćìĤĎĈå³ħċóćĜ®Ąćóĥęüæ
Øţ}Ù×Ċ÷ĈĜæ
ìĤüĕćĎÔČąìćĤõĊčæ
kÌĂðĢĭŔŅŘĸĈ®óĕåĄć³ĄāĢĜíħðĤð
Ģæ
Øţ}Ù×ĀĥďčæìĦĩċĉ÷ĎíõĊčæëĎAďČĮ^®óĲŖłĿñëĤĩĂħæĜíS½úāðĢ®
ðċìõĊčæďāęČ®óõĊæ¡DęĈ®ĄāĢĀ÷ĎĲŖłĿČĒĄđĢĥĤĩĂæ
Øţ}Ù×CĄćĞĢĞĢĜĢîĤðĢčæ
Øţ}Ù×²îāĢĜí³ħċóćĜìóõĊč
Øţ}Ù×ìĞåĀĥĈĜĞĄđģ³ħċìĉìõċìðĢå3³ĄāĢëĉďĖĄĉóä
Øţ}Ù×ęýåLMvĎ7,ĂĉÊ{ĉĭŔŅŘĸŘñ çČëĄćåČïģĤĞąċĩĂõĊåĀ÷ęĈzìćìó
ĉúāĢùåĜí»óċĄāĢÊ{ðĭŔŅŘĸĊĄăĈ®óĩĂŠ?òċjĈìõåĄćþăĝíæúāĢÊ{Ĉìó7
,ĜëĤúå
kďĭŔŅŘĸĈ®óĄćìíÒċlĜëĤúæĀĎ³ìĄćþăĝĄāĢå©Ď?òċĖíìó
ħæ
ĀíìíAĂĄāĩĂġæ
Øţ}Ù×ëĉďĀĎęę®ĄāĢĜíÖĄććĜıŘļ®ĄăĝíæĀ÷ęĈ®ĄāĢĤĄćìíĎñÏČëĤðĢæĀú
ćëĀ÷äeoĄćðĢŇŘŊęĈĭŔŅŘĸëĤðĢæĀĎĭŔŅŘĸČĤlĜëĤúåÊ{ĈìóĉòĜëĤ
Øţ}Ù×úċìĈ?òċġíČñ;ìčæĜí6ÆĤĎħðĄćĤĎĈĊĄăĈ®ĄāĄćŇŘŊČąóĎďðĂ
ðĢæĀĥĂõ²îāĄć÷ĉĂč

k®òāóċóćĜčåĀ÷Č®÷íĉüĤĎæĊ÷ČÀĥćĄćóĥĤĎŠĄć³ĄāĢčåĀ÷ČĄćóĎæ
ØÞ}ÙĀúćmĎĎlčåŐŘĮĽŘĎĭķĮŔŘĸŘĈčåĘĩĉĄăĝĄāĩĂħæVĄćĤ ċĎČæ
îĄëĥåċĩĂĦåĄćZĄāĢåĭķĮŔŘĸŘĄćĤħåĄćæ
©Ĉ~ĆðċìíăČĄćúęĄćæ
ØÞ}Ù¸ìĜĜċóćĜčåŐŘĮĽŘñ»óćĭķĮŔŘĸŘñĥĤĄćìíĎď
ñXúóćčşlČċĤ÷ĉëĤĩĂħæúāĢŜŜlóĢìęĈĞĄćĤðĢåāĂĭķĮŔŘĸŘĎģČĂõpā
ģæ
Øß}ÙĂðĢåŚáśùĩĎºČĄćìĄćåĀúć¯ÈðĢĄćìĄāĢåqåŒŖĳĉðìĦìĦëĄćĀ
Ď>Č®ĄāĢÄ«ëĄćĀúćęāHĎĖíČ®ĄāĢľķĉðòğíģĉðä÷ĄăĎĖíďįōŅĺĞ<rĞ
«ëĤõĊ÷ĄăČòğíģĉðªAĉðëĄć÷ĄăďÑñëĄćýĄĉ+ĎĖíČ®ĄāĢÕÑëĄćåĈå
ĲŘŁŘĉðóĤĚŀŖĉðåŚĎ."śăĝĩĉħðĄćìĤĩĂġæĀ÷ĈxęĄćóĥĤĎæëďďďæìĄ
ąĜ-ûĜĎ¸ĄćĤĜĩĂðĢæŚáķŘŀŘśĎO2ùĩñčåjġģŚĎ."śĎjñðĄćĤĩûĝċìĄ
ćæĎ"ĨùĄùùĄćìóĜĩĂðĢæĀúćåĄćĤæìĄąĜęĄāĜĎĂġæ¸ĄćóĤĄćìíċĢæĀ÷Ĩ
ăĝĩĉ
ŚĎ."śďąìćóĤðĢæĀ÷Ĉ¹xěĤðĢæ
Øß}ÙĞĄćĚāĢå«ĂĉðåįōŅĺĉðåòğíģĂĄāģå÷Ąă®ĄāĢĂĄāģå
Pď÷íìĄāĢï
ÕĂĄāģåï§Ąć³ĄāĢï§Ďjzìāģæ
Øß}ÙĲĮĲŘőĂĄāĢåĲĮĲŘő®Ąāģæã®ĄālďİŒŘŊŀŖďìąĜ¸ĄćĤĩĂõĊåŚĎ."ś
ČĞĄćĤĩĂõĊåŚĎ."ś=ĢþāģċĩðúāðĢåëöĤċĄćæ
E&ĈčæĂðĢåŚĎ."śİŒŘŊŀŖĎĉ÷ĦĈxęĄāĢ÷ęĤċĄćïĜĄćāĄõåxęĢċðĄ
āæŚĎ."śďæ
Øß}ÙăĝĩĉĀ÷ČìĄāĢčåÐ÷íúćgîćóĥĤĜĩæĲŘŁŘĈëĄćĜčåċĩĈĜæ"ďīĬķŌľĮ
ÓĕćāðĢåīĬķŌľĮĜíÓĕċìĎĄć³ĄćðĢďčåÖĄć¿Ąć®ĄćåĲĮĲŘőĎĉ÷ĦČġĤčæ
Øß}Ù1úććĜčæ¸íĄćìí÷ĉďÎħðĄćĤĩûĝċìæ
Øß}ÙĂðĢåŚáķŘŀŘśĎO2ùĩñčåāăġģĜŚĎ."śĄćĤčæĄćæęĄüô®óĜĩĂðĢčæO
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表 2-2-3-5 概念 3: 利口な不服従	
0&³ ~.$
 A ;"79B7DOWiRxu9B5Hpz
L"F4Ff
\¶2][d|`up¤®¦Ewupuat-¯7°vxu`¯7°Jfn|Cezgmgw
~hxua
\¶2][upi
¤®¦hZPi/uUepzb¯7°`®®cxzJxz58<8Svgx
nxzeua¯7°w|1ezuva
\¶2][txwgw~efaw|1ezkzeua>i5Hpzpxua
\·2]W(qu-`D)khatideyvha
\·2]~atn{~xun|~em}`Cez|xUf(Iva
\·2]h~exzef`~e|'xuDhhxzFkhalx|xzekhavh!~
avhf¢®¡rph~ea
\·2]d£®vxuh~µd`=xzhxz`6M^_xzvm}`;"7K?
osu*@kz`tpz;"7~xzatpzX,ha1ezz1T~hxuTxzJxzh`tn
{W(qz`²´±#7iQpz`Pyhxzxuxza
~.$|F4Fxzeui`iSf|r|Szpf
|xo	+i{ju`V|7¥© ®ª¬i|ze%Gid
W(qu|j7h`ey|UfY3(q
­«
®ª¬
8N:§
¨
 54 
「イス」指示として誘導する、等の様子が見られた。また、概念2は毎日繰り返すことで、
犬がどのような動きをすべきなのか理解し、指示語なしに動くようになるという事例であ
る。エレベーターや階段といった誘導だけでなく、キャベツや白菜といった食品でも、よ
く使用する種類は覚えて案内することができると言う。食べ物を探させる訓練は北海道盲
導犬協会では行っていないため、被験者と共同生活をするうちに学んだものと考えられる。	
	
②	 指示の実行時の判断	
	 ヴァリエーションの内容から考察すると、指示語の通りに盲導犬が動く際にも、犬はエ
レベーターや階段の使用目的を理解し、エレベーターはより楽に登り降りができることを
学習し階段よりエレベーターを利用することを犬自身で判断していると考えられる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-6  概念 4: 指示実行時の手がかり	
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③	 性格	
	 盲導犬の資質、仕事の機能は変わらないが、性格や覚えの早さ等には個人差があり、多
くの犬はハーネスの装着によって仕事への取り組み方が変化する。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-7 概念 5: 盲導犬の特性	
表 2-2-3-8 概念 6: 個体差による差異	
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④	 環境の変化による問題	
	 環境の変化により盲導犬の仕事に制限ができる事例である。概念8では盲導犬の体調管理
のためにユーザーの行動が制限され、概念9では道路の路面状態が大きく変わることで、盲
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表 2-2-3-9 概念 7: ハーネスの装着による盲導犬
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導犬の誘導能力が制限される。特に概念9は、盲導犬の環境からの認知が影響するため、ア
フォーダンスに関わりが深いと考えられる。盲導犬の仕事は道路のまがり角を教えたり、
障害物をよけたりすることであるが、雪により盲導犬の認知したまがり角や障害物の判断
基準があいまいになると考えられる。このように、環境から犬が受け取る情報は様々ある
が、それによって誘導に支障がでたり、幅が広がる。盲導犬自身のアフォーダンスとの関
係が大きい項目であると考えられる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
	
表 2-2-3-10	概念 8: 天候による変化	
表 2-2-3-11 概念 9: 冬道の誘導で起こる問題	
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B.盲導犬とユーザー	
⑤	 機能的要因	
	 表2-2-3-12〜表2-2-3-15は、盲導犬の能力を機能的な面でとらえた事例と解釈した。イ
ンタビューの回答から、白杖は、盲導犬と比較し「神経を使う」「障害物に当たるまでわか
らない」「行動範囲が狭い」「車屋の駐車場から出ることができない」「疲れる」と評価され
た。また盲導犬を使用してよかった点として「早く歩けるようになる」「障害物を全部避け
て歩くことができる」「行動範囲が広くなる」等が挙げられた。その一方、盲導犬のできな
いこととして、「好きな時に好きなところにいけない（自分が道をわかってないといけない）」
「車が通っているかどうかの判断は自分自身が行わなければならない」「高い障害物がわか
ない」などがあげられた。以上のように、盲導犬自身は何らかの探索、判断を行うが、ユ
ーザー自身の判断も必要であり、互いのコミュニケーションによって認知と判断を共有し、
共に歩いているという印象を受けた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-12		概念 10: 盲導犬を使い始めた動機	
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表 2-2-3-13 概念 11: 盲導犬を使用する目的	
表 2-2-3-14 概念 12: 盲導犬の利点	
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表 2-2-3-15 概念 13: 盲動犬ができないこと	
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⑥	 心理的要因	
	 盲導犬が嫌いでも、盲導犬と交流することで盲導犬のことを理解し、パートナーとして
認めるようになるといった心理的変化が観察された。その一方、盲導犬の代替えの際には
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心理的な負担が発生し、新しい盲導犬との歩行の際には、慣れるまで 2、3 年の時間を要す
ることが明らかとなった。これは、質の高いコミュニケーションを新しい盲導犬と行うこ
とができず、心理的、機能的なやりとりに齟齬が生じているからであると考えられる。ま
たほとんどの被験者は、盲導犬とは 24 時間常に行動を共にしていると回答している。単に
機能のメリットだけを求めて付加的に盲導犬を使用しているのではなく、盲導犬が情報を
受容するためのユーザーの体の器官の一部と位置づけられ、心理的にも深く結びついた、
ユーザーに内包されたシステムであると考えられる。	 	 	
	 犬であることや、他の客に迷惑をかけるからという理由で、盲導犬の同伴の拒否が行わ
れているが、盲導犬はユーザーの認知システムの一部であり、一般的な道具と捉えるべき
ではないと理解されるべきである。	
	 表 2-2-3-16〜表 2-2-3-20 は、盲導犬の能力を心理的な面でとらえた事例と解釈した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-16 概念 14: 犬嫌いから盲導犬使用者へ	
B3tu K(~¦Q/KO[
,X K(~Q/K¼Â´Â
rÇEsq¿»·¸¦C~y¡~¨zKn~z
rÇEsq(~¡~¨yK(~yb~¦7¨¡~¨¥
rÇEsq¡Q/K¡¦{j¡­|xz{>hKj¡­y£§Q/K«|ÄUÅ
ÇEsq}¤y}¤x}y}¡xx~¨«y~ÄUÅ b«~SÄUÅ
rÈEsqS¡y)ªK"©}x
rÈEsq?yPA¬DWY¡Q/K8¡¦­¥z
¦Q/Kd­y¡Q/K9Z­¥
rÈEsqq?}xzJ'­yK"©o}xz
rvEsVMzfVMy©­Q/Ki©¨­ySK(~z
rvEs©¦ykÃ
Lm¨­ykÃb¦y]­¨y
¦~y5¬I«
¨¦y
4~yST¢4y4~z
rvEsy(~z
rvEsg.©­¥z
rvEs?KÄK b­y)~~yby7
`©~z
rvEs:c~¦yK¬R¨«z
\©¨¦y©wNyl­¡­¡D¦~ª­F¬y©}}
y}}¦ ¥z©y¡%p6©Kze\~¡ÄK Å¦$&
¥yyb_z
K(~+~~xºº
rvEsz
¦^*a~¨!¦©¨­¥y¦¹°¹°§ÄK Å«¨­¥~«
©z
©¦]¬- ¨¡§y$&¥y$&¥yb~¦D~­¦z
rvEs~£y	H­~­
rvEsK Q/K~¨¥
rvEsy~¦~ªy?£K(~yÆ@¡¦=01z¦G
<­y²À³Â¸¶±·¸}y#`;`2«z
Á®¾
¯Âµ½À
 63 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-17 概念 15: 盲導犬によるユーザー心理への影響	
表 2-2-3-18	概念 16: 盲導犬を手放すことによるユーザーの心理的負担	
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表 2-2-3-19 概念 17: 新しい盲導犬とのマッチング	
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表 2-2-3-20 概念 18: 常に側にいる盲導犬	
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⑦	 ヘルパーとの比較	
	 ガイドヘルパーと盲導犬を比較すると、ガイドヘルパーは盲導犬と異なり言葉を話すこ
とができるため、ユーザーの知りたい情報を言語によって正確に伝えることができ、また
ユーザーに指示をだすことができるという優位な側面があると評価されている。その一方、
待ち合わせが必要、事前に依頼日を指定し手続きが必要など、融通が効かず気軽に利用で
きないのが問題であると評価された。また、誰がくるかわからないため心理的な負担が大
きいものであり、実際にトラブルも起こっているが、信用のある人間かどうかの判断でき
ないといった側面も観察された。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-21	 概念 19: ヘルパーを頼む目的	
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表 2-2-3-22 概念 20: ヘルパーの利点	
表 2-2-3-23 概念 21: ヘルパーの問題	
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C.ユーザー自身	
⑧	 犬へのアプローチ	
	 訓練施設で覚えたことだけでなく、ユーザーは盲導犬によく行く道や案内してほしい場
所を教えていくことが多い。ユーザーは訓練士ではないが、盲導犬への教え方を試行錯誤
しながら、根気強く教えていっている。その結果盲導犬はユーザーが手に入れたい情報を
探索し、コミュニケーションによってユーザーに教えるようになると考えられる。また、
ユーザーになる条件に、犬の世話を問題なくこなせることが挙げられている。ユーザーは
盲導犬を管理する責任をもち、場合によっては第三者への盲導犬の印象に影響を与える。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-24 概念 22: 盲動犬への教え方	
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表 2-2-3-25 概念 23: 盲導犬の世話	
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⑨	 歩行の手がかり	
	 ユーザーの多くは、第三者が盲導犬をスーパードッグであるという、誤った認識を持っ
ていることが問題だと指摘する。同じ場所に何度も行かないかぎり、場所だけを盲導犬に
伝えても、そこにたどりつくことはできない。ユーザーは、事前に地図を頭の中にいれ、
その後、盲導犬に指示しながら目的地まで辿りつくのである。この、地図情報を頭の中に
いれる方法に関しては、人に訊ねながら覚えるという意見が多数をしめた。また、実際に
白杖で歩行することで、頭のなかに道路の形態をインプットしていくといった意見も観察
された。	
	 なお、歩行の手がかりのひとつに、盲導犬から伝わる情報がある。新しい盲導犬と歩き
始めた初期の状態では、盲導犬の意図することがわからない場合も多いが、時間を重ねる
ことで盲動犬が何をしているのか、どうしたいのかが理解できるようになるという。これ
は盲導犬と非言語でのコミュニケーションを徐々に行うことができるようになるからと推
測される。	
	 つまり、ユーザーは、犬をかえるごとに新しい犬とのコミュニケーション方法を学び直
さなければならないと考えられるが、本研究では、ユーザー自身が環境から探索するもの
に、拡張アフォーダンスがあるとの仮説を立てた。発言の一部から、音や足の裏、耳や額、
手のひらなど、全身の感覚を使いながら、情報を探索し、様々な場所から拡張アフォーダ
ンスを得て、環境を認知していると解釈した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-26 概念 24: 地理の記憶	
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表 2-2-3-27 概念 25: 犬からの情報	
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表 2-2-3-28 概念 26: アフォーダンス（視覚以外）	
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⑩	 ユーザーが抱える問題	
	 失明の理由は先天的なものから突発的なものまで様々だが、中途失明の場合は点字が読
めないことやサポート手段を用いることに抵抗がある場合があることが明らかとなった。	
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表 2-2-3-29 概念 27: 失明の理由	
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D.ユーザーと盲導犬を取り巻く環境	
⑪	 現状の設備	
	 現状の視覚障害者支援の環境についての記述である。表2-2-3-31〜表2-2-3-33では交通
手段における補助金の制度や、視覚障害者が通える教育機関の設置、また地下鉄の冊の設
置などのインフラ面の整備や、録音機や拡大読書器などの製品といった、普段晴眼者の身
近にない視覚障害者支援の状況が明らかになった。	
	
	
	
	
	
	
	
表 2-2-3-30 概念 28: 中途失明者の問題	
表 2-2-3-31 概念 29: 交通手段	
6!eg W.G`
E W.lTw`
bh9¬«:¬jYmv
bh9c~:Jyyjdf/Nouk
bh9c-A44°/q	mk
~/){yjNoujPqk
q:Oo MmPk
~1aC[Kj~Nouqk
aC[mj4qr3qjW:,ourmu

W.Gr	,ouvj4jrs,oo
qk
,B=%KjFsk;mwyyk
bh9c~lyjDo|O:xmOom
&Oorii
}0Tsx*5mKqmmvmqi
bh9c/¨¡¢§¨ m®­¯Noq
wNNo"nqk
VuNoj$zkI>qvkX7mqi~r#Noui~
1KjaC[KjIX7mmqjIKv"1_UjL
swlk
~y\^/]rZtvj~yNomqwlmmqquj8x
_Qyj¡ªpmjPk~¡ªwmqqu
j+{+}ujHsrj¡ªj~qo3k~r7vsqv
k
~}qk~rsqvrnkyjHsrk
bh9cnj~n~nk
jz?27u('rl
#Nouy:rR|Jy
¡ªqr¡ª%rq|jHm3
?27u('rl
©¦
ª¥¨
<S@£
¤
!89 
0#
+ [C?
0#Y*)UOSknfe
6v$751&FN;ieW&FJEP=^<
6v$75ie=MJA\R;(3SieB=MJA\TGVMNJS
6v$75uS-t*Q&=MNR<IMA\/MNC`D<s2KA\<
6v$750]O]@^OFZ;I_A\4<IEA\QN/QMNC<]T/O,MLX?A\<
r:gjqh7S"UO<IFN.>%aFN;MN>?<
6v$75A\N^>^OFZ; A\W>^[<	PW'O<
6w$75Q1OHR
pbm
cqdlo
 75 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
 
 
 
 
 
 
 
 
ZB³´ G`
6 ðËÄG`îsr-êÜãĈĒĂĀ
°ġc±¯- !kÐÛ¿ĆĀì!kÐÖÎÝÂóÀ
°ġc±¯ĆĀÂÙÖÇñâ¿o§ãĆĀÈÂÙÖÇñäÑë	ÙÛÖã
°ġc±¯%ĞãĝsàkÂÙÛâÀÕÙÇñ	ÙÛËöÍÀĜQ£×ÇñÀ
°ġc±¯2òÜ	òJÅóÜÐï¿ÕôÇñ:,¬ÀÕÎÇñàÛà	ÙÛËÀ<òäÜÙØíÄÇñÀ
ėµĄćĖą±ã\êÜÀÕÐÛÃg÷ÐÛ¿ÙÛÃÄÀ
°ġc±¯& ÇñXÛóÃóÜÐï¿YW=ÇñìÃóðÀÝìmÜÀ
°Ģc±¯à- ÜÒâ
°Ģc±¯ÕÄÜÒâ4ÇñĜĚËñÃÂôåÚËøÜÒÍÞÀêÓ7÷Û¿dã- ¬êÜ_ÃÛÙÛ¿ÕÎ
Çñ- à	ÙÛ¿ÕôÜěěs¬ÉÛ¥òÛÇñ_ÃÛÙÛ¿.êÜÉêÒÀ
°Ģc±¯d¬ä¨`ÜÒâ
êÓ¬êÜÃÙÛ¿¨`÷ÆòÛÃÙÛ¿¬[÷ÂóÃÛêÂLWãÝÎõêÜÃËøÜÒÍÞâÀÕÐÛLWÙ
Û¿êÖ¨`ÆòÛ¿ĊĖċàÙÛ¾¥òÛ¾¾×ÃÖÃÕãÂÖòêÜ_ÃÛ- Ëóã÷êÙÛ¿XÖñãÙ
Û¿êÖěěs¬ÙÛÃÙÖñ¥òÛ¿Ü¿?äLWãFêÜäúĀûđĖăĖÜpÙÛËøÜÒðâÀ
°ģc±¯ÃõÃõÂÙÖâÀ7Çñ©ÒÌ×Çñ¿©ãÙÛ¿- à	òJÅÛ¿ËéÄÝ¿ÞÄÐÛìS£ßÃ
.(äăüÿĖ÷ÄOeÀìÄçÝÚäĆĀÙÛ¿- À
°ģc±¯ÅÅ¿ÃõøßOeÜÍêÐÖÀÎÄÃÄÎÝìÂÙÖß¿ÕãSäê×t9hHÙÛßÇÙÖø×ÍÞ¿©
	ÙÛ¿- ãÙÛ¿2òÜ	òJÅ×Çñ¿2òêÜÙÛ¾ÕÐÖñMÜ- "ÇßÃÙÛÎÝà
ßÙØíÙÛ¾ÕôÜ+ÙÖßÂÙÛCÃÙÛâÀiãĆĀóàäóÍÞS£ÈÇÇó¾ăüÿĖäìÙÖ
ÃßÃÐ¾ÝCÙÛº¼ÙÛÃÙÖÎÝÈÂóÀÎãSěVÜÃÙÖÇñêÂ¾ÕôÜ.ËàßÙÛÇñ¢ÐêÐ
ÖÙÛ¾
°ģc±¯ÃÙÚìRËËø×ÍÞ¿ôÖã¿ÎÄÃÄMÈÂÙÛğSÊàuËÇñðõÐË¿ÙÛ©ÐÛ
ÇñÙÖø×ÀÕÄÃÄÎÝìÂÙÖÀ
°ģc±¯ÄØÇñËø×ÙÖñ- ÇÃĠ- ×Ý=>]Ü	óÇ¿ÒÒÉãÜ	óÇãÞÙØÇÀ
°ģc±¯º¼äÂôÈTÜTAÑíßÃÇß	ÙÖãÀº¼ã.(äW=¬ÇñjêÜ×ÍÞâ
°ģc±¯ª©Üì¿ÂØÎØ	òÊÜÉóÇñ¿ÕÄÃÄOeìÙÛÃóðâ
°ģc±¯ÄøÀ+ÙÖñĆĀÜìăüÿĖÜìÂóø×ÇñâÀéøÝPàÃÙÖñÕÄÃÄÎÝÜÉÖßÀ
°ģc±ÞÎÜìÃË
öÇñøÇÙÖñÃÛÃËÀÆÂôåÒÌÕåÜìöÇñøËßÙÖñ)èø×
°ģc±×ÇñãK;àäăüÿĖxã©n'ĜÚËñÃÙÛóø×ß
°ģc±Ãî¿ìÄÚäâ¿vÙÛó¿#GÈËÝÇ
ÕôÇñW=Ün5Ããä¹ÏøÇÀ»äêÖ ×ÍÞÂÕÎìêÖ
ÐÖñßÇßÇ21ßø×ðâÀ×Çñ
ÕôáÇÔå¹ÏøÈn5Ãø×ðâÀ
ÕôÇÂÝäÞÎ×ÙÍêÂ½ÇÀzy¤ÂóÇñÀ×ÇñÕÄÃÄÃõøßÝÎÂóÇñ
°ģc±×ÃÖÃöÇóÀöÇñßÃãäÄÐ
ÕôÑíßÇÙÖñÇÙÛôåÏÕãËêÜÙÛĆĀàãÙÛ¿ÂóÃä- àãÙÛËÝÀ
°¶c±Ãî¿{ßÃãÀ3ÐÖÝÉà¿N3PÜ«^	ÙÖËñÃÜÀÐåñË	ÙÛßÃìãâÀ
°¶c±×ÙÛ@SäýēăüąđēāÃôÛĚęĜÅÛÖÇñ
ÖèøÞÎÛìÅÛÖø×ÝCÄÇñâÀ
Ë×ÝÅó¿ÙÛEÑÜÀlßÇÙÖø×ÍÞÀìôÛ_ÃÖòÝÇ¾ÕôÈDàÅßËßÙÛ¾Õ
ôÜW=ÙÛ¿­}ÙÛ¿ìôÛ_ÃÛÃÖÇñ¿ìÍóÝCÙÛW=ã©à	ÙÛ¿ê
ÜÉÖÎÝÂóø×ðâÀ
ÕÐÖñ?¡¦S£ÈÊóöÍâ¿ÕÐÖñ?äÅßÃÇñÞÎÂóÃÛÃóãÇöÇñßËßÙÛ¿8aÏ
øÖØà©ÐÖñ¿ăüÿĖÜ<ÙÛÆÃÜ¿ÙÛöôÖø×ðâÀÕãăüÿĖìÞÎàÃóø×ÇöÇñßË
Û¿IÒãàIÔßËÛ¿îÙÝàÉßÈñ¿ăüÿĖà	ÙÛ¿ÕôÜÇÅÙÛXôÖÀÕôÈ_ÍóÉÙÇÍà
ßÙÖãÀ
ÕôêÜ0ìÔßÇÙÖãÀÕôÈÉÙÇÍÜÞøÞø0ÈÜóðÄàßÙÖãâÀ0×ÐÛ¿àÉßÈñÀ
°·c±ÂĖ¿ßÃâÀÖ×¿o§àËSà¿ė¹xĘÏøãâ¿zyăüÿĖ÷ÙÛ¾
°·c±Äø¿ÅàXÛËôóÐâ¿GÏøÈĉĐćĖÐÛËôóÇñÀ
°·c±ĕUÙÖñâ¿$ÙÛâ¿o§Ü¾
°¸c±äÃ¿×ÃÖÃĕUà²*ÙÛ-_|£_ÃÛ¿<ÙÛËóÛÃÄEÑÀ
°¸c±ÕÄÜÒâ¿-_ÃËðÙÛÃÄÇñØíøÝÙØíÄøÜÒðâÀ
°¸c±wÃÜ¿¨`÷``À
°¸c±ÈwÃãÜîÙæÐâÀ
°¸c±îÙæòÂã¾þĖĐĄē~ÈÙÛóÝwÃÀ
°¸c±ÆaÏøÈqßøÜÒÀÆfÏøÈ®×ÇñÀ°¸c±®ãOÈÖÀ.FFÁàqÃbìÂóøÜÒÍÞâÀ
°¸c±ã¬ìÙÖøÜÒÀ<òì_ËãĠÙÛÃÄÇñÀ_ËøÜÒÍÞÙÛÀăüÿĖÜ<ñßÃãĠÃî¿_ËÙ
ÛÀÅĖÙÛÃÙÛÀ/ÏøÖØÈüăüă×ÙÛÀ
- ¿ĆĀ¿ăüÿĖ¿º¼¿ª©¿«^¿-_|£ßÞÞÎàÜìË
ìÐöÇñßËßÙÖñăüÿĖ÷)è
Ĕùď
úĖÿĎē
irČ
č
表 2-2-3-32 概念 30: 障害者支援の環境	

! 5
 @,=.755	:"GMF
O6?4%;
O0)&0)&"-A45/8A
O,:1"*&%&:1$=A/;".0
O5*>)$=5
ON'=(<#.0*>4%345#HE3$2=:1+9/745"?(A4%8A
O5*>)$=5
LBJ
CMDIK
 76 
  
ÈŞś ĽqĈ§¤ƛà]
oĆ ĽqĈƴ§¤ƊưƏƨƛÞÝƛ3ƫà]űǏǩǌ
ŘǴÐřŗ/ùƜĢƳƘŸƭ
ŘǴÐřŗƑžźƑžźűƍƵƘƛjƐƩƵ
ŘǴÐřŗĪƊƫƓűƅźŸźƫƓŷưƵƐƭűôƏƑ
ŘǴÐřŗĽqĈãƛƅƱžŷưƛ
ŘǴÐřŗǭĹŻưŽƮŲôƏƑƅƱƘŸƖŐêƘƛŲǔǈƖŷƔưƫƓƉƪƐƨƘƛűƳŽƵƘŸƩƵ
ŘǴÐřŗĽqĈãƛƅƱžŷưƛ
ŘǵÐřŗYĴőƜÃžƓƁƭźƙƘƯƥƈƏƭƚűŷƱƜčŽƒƏƘűƒƔŲ
ŘǵÐřŗƍźƕƊƚűƥŷŸè¿ƕÌŸƔưƖſƩĐƑƏƅƖƜƘŽƒƏƛƕƊžűƙƜƫƒƞƯè¿ƕÌŸƔŸƔ
ǙǩǝŽƮĐƑƏƒƔŸźƩŸưƦƏŸƕƊƈƚŘǵÐřŗƘƛƕÃžƕſƏƛƜƭŽƒƏƘűƒƔŸƥƊƚŲ
ŘǶÐřŗëuÜ?ƕƩƽƸǌǌǈǀƻǩǗǧǊǩƛČ&ĸƕƅƅŽƫƒƔưƚŲVŽǭƓƛĲyƴ¶Ɯƒ
ƔƥƒƁƮƙƈƔÌŽƌưƒƔŸźŰŲƏƑƜµĪƙƳŽưƃƗűƍƱžČƛƏƑƙÌŽƌưƒƔŸźŲǰºƆƲ
ŽƘűƩƈčŽƒƏƮ
ŘǶÐřŗŷƖƜĒēĽqĈƙƧƃƏ¯ãŀġƘƵŽƩaƒƔŸưƈŲŷƖëuÜŒǂǩǍǩŲƅƱƜN5¸ŸƔŇæ
ƙƫƒƔƁŽƮŲƷƸǛǅƿƓƃƔ£uQƖcƴ©Ìƕſưƛƕ³ńŸƮƈƔƦƏƮƗźƕƈƬź
ŘǶÐřŗƍźƊưƖűƐŸƏŸťŮŬƖŸƒƏƮäŅŷưŸƜǚǆǧƕƫưƳƃƕƈƬűĵđƩŲƖƅƲžƍƛFĚUƴŻ
ƝäŅƛǚǆǧƩŻƘŸŲFĚU½ƕ¦ƕſưŽƮŲňƃ$ƱűÎœű,ƈ$ƱŰ
ŘǶÐřŗŸƫűÊÆƐŽƮ
ŘǶÐřŗƩĕƳƘŸŲ9ƙÕƱƔƁŽƮŲFĚUƛǚǆǧƴƒƔƫƯƖƯƕſưƳƃ
ŘǶÐřŗƍźƍźŲƍƱƕťŮŬŽƮżƲƊƅƖƜú@Ų
ŘǶÐřŗƍźƍźŷƱƄƔƦưƖ)!ƙǚǆǧƓŸƔƔŃĚƖMƉƟƙƘƒƔưŽƮŲƍźƊưƖűOƅźŽƮÕƱƔ
ſƏņ`ƽƸǌƙƒƔűňƃ$ƱƜæŰŰƍƱƕæK ƈƔűƻǩǁǩƐƒƏƮǄǠǩǗƛǚǆǧƴ ƈƔŰŰƒ
ƔŸƒƏƠźƙŲƍƛŽƳƯ¶ęæKēŻƔƘŸƖƚŲƐŽƮƼǩǌƕƩĪƕƩűƍƛǚǆǧƕ$7žƕſưƳƃƐŲ
ŘǶÐřŗźƵŲƕƩƍƛ\L÷GƕĢźƚŲ
ŘǶÐřŗĩƒƔưƖőQÀư\LƩŷưƈűČƛƏƑƩŴŷŷǩWƒƔưƵƐƘŵƒƔ`ŽƃƔƁƱưƩűŸƱƝű
ƗƅƗƅƥƕđƁƵƕƊŽƒƔĉŸƔ/ùŽƒƔƁƱưƩŸưƈŰƍƛ\LƜƅƅƥƕđſƏŸƵƐƃƗűƒƔĕƒƔ
ſƒơĢƒƔƩƮƒƔ	ưƃƗƚŲƕƩƐŸƏŸ÷GēŻƔưŽƮƍƒƑđƒƔĢƒƏƯƚŲ
ŘǶÐřƍƅƙõĦƈƏƳƃƭŲøÔƐƭŷƍƅŲǀǣǧǌƜŷưƈƇŰ
ƊƆƁøÔƘƖƅƘƵƐƳŲVđƒƏƃƗƚŲ
ŘǶÐřƍźűƕƅƛƏƟŷƛűǭǯűŽǭǰűťœÅŷƒƏŰŲŷƍƅƙõĦƊưƒƔĚŲ
ŸƥƜƐŸƏŸƕſƔưƵƉƪƘŸŽƘŲǀǣǧǌƫƮƗźŸźōƙƘƒƔưŽƳŽƮƵƃƗŲ
ŘǶÐřƍƱƩŷưƈƚűƫƒƞƯűƍźŸźħƙƩƑƪƵƖĕƒƔżŽƘŸƖ
ƘƵŽLƒƏ´ƙWưŽƮ#âžƏƩƔƔưƛ
ŽƏƒƤ,ƱƝťĪƯŽƏƒƤ,ƱƝŦĪƯƐŽƮ
\éƙƜŸŸƵƐƭƚűƗƅƙƕƩƕƱưŲƐƃƗ×lǖǦǈƿƗƅƙĄƁŽƖŸź
ƅƱžĘIłƈŸƦƏŸŲżƱƩĐƑíŸƏƮƥƋđƒƔƦƭźƖżƩƒƔƇ
ǶÐřƍƱžæƒEƯ°ŸƚŲƐŽƮƑƬźƗƥƵƘŽƖƍƱƁƮŸƕŲ
ƗƒƑƩìƵƇŲƐŽƮžǭǮƕžǲŽűJ{ƕƁƒƖžưŲ
ƍƱƕƐŸƏŸ1¬ƈƔƔűǭǬ´ƖŽǭǭ´ƒƔĕŻƝƍƱƕƳŽưƕƈƬǳ
ƐŽƮƍƛ®OƙƒƔűƙƭƒƔƜƍƵƘƉƕĝ²ƛƈŽƏžŷưƭŲ
ŘǶÐřŸƫűŷƵƥƯ$ƵƘŸŲƕƩǂǧǓǎƙŸƃƝǑǧƫƮƫƮŷưŽƮŲƍƛƢźžÇƐŲ
ƐƃƗƍƛƩƛƙƭƒƔűƫƒƞƯĝ²ƩłƈŸƵƐƳ
ŘǶÐřƅƱƜŸƲŸƲŷưƵƐƭƚŲČéƙųƙ¨ŻƔƩƮźƛƜ´ĖƴŸ,ƊƒƔŸź
ŘǶÐřƍƱžæƒEƯ°ŸƚŲƐŽƮƑƬźƗƥƵƘŽƖƍƱƁƮŸƕŲ
ƗƒƑƩìƵƇŲƐŽƮžǭǮƕžǲŽűJ{ƕƁƒƖžưŲ
ƍƱƕƐŸƏŸ1¬ƈƔƔűǭǬ´ƖŽǭǭ´ƒƔĕŻƝƍƱƕƳŽưƕƈƬǳ
ƐŽƮƍƛ®OƙƒƔűƙƭƒƔƜƍƵƘƉƕĝ²ƛƈŽƏžŷưƭŲ
ŘǶÐřŸƫűŷƵƥƯ$ƵƘŸŲƕƩǂǧǓǎƙŸƃƝǑǧƫƮƫƮŷưŽƮŲƍƛƢźžÇƐŲ
ƐƃƗƍƛƩƛƙƭƒƔűƫƒƞƯĝ²ƩłƈŸƵƐƳ
ŘǶÐřƐŽƮŷƏƯƐƒƏƮƚűǰƓƁƮŸƙƳƃƔŷưŽƮƇűźƥƁĝ²ƕſưƃƗƚű
þxƆƜƵƜƆƜƵűżŽƋƜżŽƋƕƳŽƵƘŸ\LƩŷưŽƮebƘƩƵƐŲƕƩƍƱƩƱƔƒƏƮÇƙƕſ
ư
ŘǶÐř¥~ŽŸǳƐƒƔƅƱƈŽēŻƔƚŻƵƐƩƵŲn%ƙ%ĲżƣŻƔƘŸƵƐŲ
ņ`ƕưŽƮƇűƐŽƮŸŸƵƐƳŲ
ŘǶÐřƍźŲƜǐǅƖŽ%Ĳ	ƱưƫƓű¾|)%Ĳ	ƱưƫƓƴƩƮƒƔưŽƮ
ƐŽƮǆƿǄǩƛƜƩƮŻƘŸŲ
ŘǶÐřƐƃƗųĽžŸĈƜŷƛűƴƩƒƔưŽƮǭ6ƙƘưŽƮ
ŘǶÐř%X'ĪƕƘŽƒƏŽƘŲƐŽƮƩƍźĕź4ƘƁƔƩ
ƍźŸź4ƐƒƔƚűǭ.ƒƏƒƔ%ØĤƯƘŸƵƐƭƚŲ
ŘǶÐřǱƕưƘƮǱűƖŽŲƍƱƐƃƕƏƮƩźƕƘƁƔËǭƖŽŲƐŽƮƍƱƒƏƮþxƜǭ6ƕƩÞĳƙ
Ƙư
ŘǶÐřV3bƳƒƏŽƮïěƈƏƵƐƃƗűŻƘŽƒƏƮWưŽƮűƍƱƕefƒƔƅƖƕŲYĴƜ;Ĺ
žŝśś*ƕbƳƮƘŸƵƐƃƗǮ;ĹŽƮǭǬ*ƋƓžƒƔưƵƐƳŲ
ƕűĽžŸĈƖǘƷüƨƝűŷƛű>ŋƕŸƃưƵƐűĪÊĺ%ƔŲ
ŘǶÐřǆƿǄǩƜǭ6ƕƚŲŷƛűŃĥYĴǐǅ%ƔŲ
ŘǶÐř>ŋƕŸƃưƭ
ŘŧÐřƍźƍźŲƍƈƏƮƍƱƕƗƫƒƔźŽƳŽƵƘŸŽƮűǡǩǃǩƛžƁưŽƮƒƔűƍƛÀƔƚűƍ
ƛċ.ƛDİƖRŸLƳƌƈƔƁƱƔƚűƅƫƒƔƈƏƮŸŸƵƐűƒƔ¨ŻƔƩƮŻƏŽƮƚűƍƈƔđƒƔƅƱƏ
ƵƐƳŲ
ŘŨÐřǆƿǄǩƛ®ƩƮƒƔưƛŲ
ŘŨÐřǆƿǄǩƛ®ƩƮƒƔưƵƐƃƗűƍƱƢƗƚŲŷƛƚűǪŪðǫƇƵƛ®ƙűǆƿǄǩƛ4ƫƒƔĤƯƘŸƛp
ģƐƭƚŲƜƍƱƕpģƝƒŽƈºƙŜ==*ƒƔƒƔưƵƐƃƗűƩźwƈýƒƏƮƚűŷƖűǇǁǈ
ǋ>.ƕÞĳƕŷƱƈƭźƖƒƔưŲ
ŘûĈūÐřşºŜ¯ŽƮŻưƫƓƐŽƮűŷƛŰŝºŽƘű¾ƕÀưƜƋƐŽƮűöű¾Ɩ®ƖƒƔư
ŽƮűŷƛűŝºŰŞº·­ƐŽƮűÀƏƮīÿ$ƱưŽƮŲƖAķ¢ƒƔÁ;đƃƝŸŸŽƮŲ óñ
ğŲ
ŘûĈūÐř óñğƙŸƒƔāſƕſưŽƮŲƚŲŸƓŽƮāſƕſưŽű%Ĳ¨ŻưŽƮŲ
ŘũÐř¾ƜƗƅƕƩƫƒƔưƵƐƃƗűemƒƔƚšŠÍŽƮŲ
ŘũÐřƏƐűĒēĽqĈƴFƃ$ƱƏƅƖƘŸƵƕĬĹƒƔƁƐƇŸƒƔĕƳƱƔűĬĹƙĨÀƏƛƕƊ
ƚŲ
ŘũÐř¾ƚŝŜűŝŉŸưƵƐƭŲ
ŘũÐř:ÖįƚűŠśŰŉ
ŘũÐřÑ2ŝŉŰŘũÐřŷƖŰĎvÚƙŉŸưƵƕƊƭŲŘũÐřŷƖű-ŏƙƳƇƒƖşűŠŉŸưŲŘũÐř±zƜŜŝ
ŉƂƮŸŸưŲŘũÐřƜŸŲ­<ÒƐŽűƗƅƐŽŉŸưƚŲŘũÐřƍƱŽƮ~ƜŝŉŸưƈŲŘũÐřåďŉŸư
ƚŲ
ŘũÐřŷƛű:ÖįƜű:ÖįƖĲƛëuÜ?ƜNHyƙŷưƵƕƊƃƗűƍƅƖ:ÖįƜ¨Ż®žƔưƵƕ
ƊƭƚŲ¯½Ĝƕ¨ŻưŲ
ŘũÐřŷƖƜƦƵƘôƛ[ƏĻƯƕƜűÁƖŽűòƖŽűŷƒƑƛ®Ɯ{¢ƑŲƈŽÌŽƘŸŽƮűŻƝƅź
ŸźƖƅƲűÛ!ÌŽƌưƛŲĪƯĮƀƏƮƋŹƒƖŸƒƔƥƏƂưƒƖVƒƔƒƔƁưƛŲ:ÖįƖĲƜVƱƴ
ŽƃƔŷƖŽƃƔƒƔƁưƛŲ
ŘũÐřŷƖƜƦƵƘôƛ[ƏĻƯƕƜűÁƖŽűòƖŽűŷƒƑƛ®Ɯ{¢ƑŲƈŽÌŽƘŸŽƮűŻƝƅź
ŸźƖƅƲűÛ!ÌŽƌưƛŲĪƯĮƀƏƮƋŹƒƖŸƒƔƥƏƂưƒƖVƒƔƒƔƁưƛŲ:ÖįƖĲƜVƱƴ
ŽƃƔŷƖŽƃƔƒƔƁưƛŲ
ŘũÐřŷƖűPƜ¯½ĜƙƘưƕƈƬźŲ:ÖįƖĲƜƚŲŷƖűÁƖŽòƜƚƫƒƞƯcƩdŸŽƮƚŲ
ƐŽƮ%ĲcXĜƕSưƛŲ
ŘũÐřŸƫƐƒƔűǪ5ƛÜƛN5ǫƛ´űŜŉŞŠśƒƔĕƳƱƔűŞŠśM´ƙźƵƕƊƭƚŲ
ŘũÐřŷƛűVƜƅƛkƏƑŠśśƘƵƐƊŲŢƩţƩýƒƏƮŠśśƘƵƕƊŲ
ŘũÐřƐŽƮsÄƩBƈŸƵƕƊƭƚŲįƖƈƔƜŲƐŽƮűsÄƕFŽƒƏƜƫƒƏǩƒƔŸźƃƗŠśśƩŻƘ
ŸƭƒƔŲŸƫűįžŸƥƊƒƔŲƍƛƳƯƑƪźƖÓ8ƈƔƁƐƇŸƒƔĕƳƱƑƪźƛƚŲ
ŘũÐř:ÖįƛëuÜ?ƕƜŞśśƒƔĕƒƏŽƘŲ
ŘũÐřƢƵƖƜƚűūƇƵƛƭźƙV¢ƒƏƜƊƂÀưƵƐƭƚŲëuÜŸƘŸƖâÓƜƕſƘŸŽƮŲ
ŘũÐřƅƛkƛėĂ_ƇƵƖƥƐŷƛů#âƒƔŸƒƔæHŸ#âžƚűƕƓŸƔſƔűY"ǕƺǦǩƷǈǗƒƔ
ŷưƵƕƊŲ
ŘũÐřŕƛĔžŔļƃƙƘƒƔŸźƅƖƕƚŲƅźƛƒƔưƵƕƊŲƥƐøƑƄƏƝƒŽƯƐŽƮűƩƈčŽƒƏƮ
ÀƔƩƮŻưǳƒƔĕƳƱƔűŸŸƭƒƔŸƒƔşŚŚºŜ¯ŽƮhƨƔŲżĀ«Ʃ,ưƵƕƊƭŲŭZƐŽƮƚűXƖįƖ
ŽƮ,ưŽƮƚŲĽqĈĿƳƘſƪŸƃƘŸŽƮŲƉƪŷž^ŻƏƮűôCưŽƮƒƔŸƒƔűCƮƘŸƕƒƔŲƅ
ƱűƇƈƅƩƇƈƔƚűǡǩǃǩľƛ´ƙïŽŠśÂëuÜ?ƙrƈƏƵƕƊƭŲ
ŘũÐř¹ħƢƵƖŖǣǖdƁƘƒƏƵƕƊŲ?ŲCƘƵƔôƛ´ŖǣǖşŉƂƮŸ,ƔưŲ
ŘũÐřŻǩűŖƫƐƘƒƔƒƏƵƐƃƗűƈƬźžƘŸŽƒƔŲƏƮƘŸƩŸưƵƐŽƮƒƔŲ
ŘũÐřźƵűƍƛƅƍƛƅƙƭƒƔƩıźŽƮű¾ŷƏƯƙŸưǡǩǃǩƇƵƖƩżĚĉŸƏƮıźƖźŲƍƛƍƛ
ƛćŻ®ƐƈŲŷƛűôƜƚűƙăÏÜƇƵƩŸưƵƕƊŲƍƱƕűăÏÜƇƵƩŸƏƯűǑǔǩƇƵƩŸƏƯƊ
ưƵƕƊŲƐŽƮűăÏÜƇƵƛƖƅƲŽƮűîƮƘƃƱƝűëuÜƒƔŸźƛƜűƜŸűëuÜƐƒƏŽƮƗźƎƒƔ
ĕƳƱƔƩűƍƱ5ƛRŊŲîƮƘŸƖűeƙƜƕſƘŸƵƕƊƭŲ
ŘũÐřôăÏÜƇƵƛƖƅđƒƔűŸƲŸƲĉŸƏƮűăÏÜƇƵƒƔŸźƛƜebƐƒƔŸźƛŲ¯ŝśVƩżƈƒ
ƅīƱƔđŽƘſƪđƃƘƛŲ´ĹƕǜǥƿƴŷƄƏƯűŁ
ŎŷƄƏƯŲŠś¯ĹƒƔŸźƛƜebƐƭƒƔŲƐƃƗ
ÜžgſƉƪƘƃƱƝ,ÀƘŸŲŷƖűƩźƓƜĒēĽqĈƛƏƨƴƒƏƮŉƕƩdƁ,ƈƏŸƒƔŸźƛž}
»ƕăÏÜƇƵƫưƒƔŸźƵƕƊƭŲŷŽƑƪƵâƥƱƔűƐŸƏŸĬĹêƂƮŸƙƦƵƘŸƁƵƕƁƃƗűƅƛƅ
ĄŸƔŸƁƵƐƃƗűƍƈƏƮűƑƬźƗáTƦƴƊư´¼ƕűŷƑƅƑŽƉƮƱưƛŲçŸƃƗƇŶŲƅźŸźebƘ
ŸƈƔƚűƍƐƔƔƁƱƔưƵƐƒƔŲ5ƛRŊƴîƮƘƃƱƝűëuÜƛčƇƒƔîƮƘŸƵƕƊƭŲƐŽƮƚűô
ƜƌŽƘƒƔŲƙƜăÏÜƇƵƩŸƔűǑǔǩƇƵƩŸƔŲǑǔǩƇƵƐƒƔƚşƾǦŽƮƍƅƮƂƮŸƕFƃ
EƒƔűĨƊ´ƜŝśƾǦƂƮŸŲ
ŘũÐřƩþÉĭƵƕűđƒƔƗƵƗƵđƒƏƩƵƐŽƮűǐǩǂǩǌƓƃƔűǉǥǜǩƒƔŸźÊÆŷưƵƕ
ƊŲƍƱÊÆƙǐǩǂǩǌƓŸƏƫƓ$ƱƔƫưƖª¸ƋƒƖĞƵƕƁƱưƵƕƊƭŲ¯âÓƙƜWƮƘŸŲƇƒſ
ǂǩǒǩ$ƱưƖſŽƃƏƕƈƬźŲ
ŘũÐřŷƛƚű¡eĞ¸ÊƒƔŷưƵƕƊŲŷƛűǂǧǑƿǋƛ¡eĞ¸ÊžŷưƵƕƊƭŲ
ŘũÐřŸƲƵƘƩƛƒƔċøƈƔŸƁƵƕƊƭŲ|ŸƲŸƲƚűƅźŸźƩƛƋƒƖƚűâÓėĂűâÓã(ƖƈƔ
%Ĳ,ƈƔƁƱưƛŲƅƱűŜŤţ=*ƩƊưƛŲ
ŘũÐřƭƲƈƁżŌŸŸƏƈƥƊŲôƚCŽƮemđƅźƖƒƔƏƵƐƃƗűǪ5ƛÜƛN5ǫƛRŊƩŷƒƏƈűŜ
ĹćŻƏƵƕƊŲƍƈƔŽƮem$ƒƏƵƐƃƗűį­ƙ,ƏƮƈƁƔŲëuÜ?žĞƵƕűũƇƵemƙ
$ƒƏƒƔŰŲ?Īƙ,ƈƏƮƈŸƵƐƭƚŲũƇƵem$ƒƏƵƐƒƔƚƒƔĕƳƱƔƘƵƕîƒƔưƛƒƔŲĒ
ēĽqĈƕem$ƒƏƛƅƅ¹ħ0ƨƔƒƔŸźƅƖƕŲ¨ĊiQƙĚƴĉŸƏƮűĒēĽqĈƴFƃ$ƱưƛƜ
0ƨƔƐƒƔŸźƅƖƕŰ
ŘũÐřƥƏƽǣǁǩƙƈƔűƅƱƜĶņƕſưŽƮ¢ƒƔƘƇŸƒƔĕƳƱƔŲ
ĽqĈã	ĥƼǩǌ
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ŘǴÐřŗ/ùƜĢƳƘŸƭ
ŘǴÐřŗƑžźƑžźűƍƵƘƛjƐƩƵ
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表 2-2-3-33 概念 31: 障害者が使う道具	
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⑫	 環境から受ける問題	
	 表2-2-1-34〜表2-2-1-35はユーザーが外出する際の課題に関する要素である。盲導犬と
外出する際には、排泄物の処理が問題となる。また、縁石がないなどといった環境から受
ける手がかりが少ない、騒音によって必要な情報が遮断されてしまうなど、環境の認知に
問題が生じるといった課題である。また、雪道など天候の変化によって路面状況が変わる
といった、環境から与えられる情報の大きな変化により、盲導犬に指示を出すために、自
身が外に出て道路の状態を把握しなければならないといった課題が観察された。	
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表 2-2-3-34 概念 32: 視覚障害者が抱える外出時の問題	
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ĔƞĕēuĴƇŴƔŇĠĠĢŞŃīŉĤŞįńŇĠĢřľŋŝ©AŞňŉąłŁĭşŅĥŃAŞĢ¾XéĪœľĻ
ĩ éĪŁŅĥĩšĩŜŅĥĩŜŇĠĤşĪ©AľŁŞţļśŅ
ĔƞĕēĦţġaĪľĻĢĪĥŁŁAľŁŞňŉġƘ¤ň9)ƙŃĥŁŁŀĩŅĩľĻţļįńġíXň
ŃŗÚĴŁŁġOƃƓŷŪĪōĺŠĥŅţļśŅĠĢŢĿĩľŁ@šĩľĻţļĢŉŗľŃĽŘţŃŅľŁŁġ
	ŝ5ňŃıŠþúĪ¹ĥŁĻţļśġ)ĩgŠņĳĢ
ĔƞĕēĹşĪřľŁŞŃıŠŗĤşŊġřľŁŅĥŃıŠŗĤŞ
Ĕƞĕēĥřġ3ŅĭŉŅĥţļśġĤŞĩŜĢĹıĿŅĪľŁŞŃĳġ	ŝ5ľŁšĩŜţĩŜıľĽŉĢ
ĔƞĕēĥœŅŜĤňŻťňqĴùĩŅĥĩŜġĹşŢßŐşŊšĩŞţļįńġĹň)ņĤňŴŦƑŢīĽľŃĴŁ
ĭşŅĥŃAŞĢĿĩľŁřľŃšĩľĻţļŗţĢœłŀĩŅĩľĻĢ
ĔƞĕēœĤ6ŉŗĽŠţôĿĥŁőĴĥśŅ
ĔƞĕēruĴƇŴƔłŗŅţłŗĥĥĩŜŇĢĤŃŉĠĠ\ăłŗăňŃıŠłŗĩĩţĩđŞśĦņŉŅľŁŞ
ţļśŅĤşĢ
ĔƞĕēńıÐīĪĭŞŃĩĢĤşġńıňĪĭŞŃĩôĿįŁĭşŝŘĥĥţļśŅĢ
ąGłêŀĥĻŜŅĪşŞśĦņĢĞğňóŔĻĥŅ
ĔƞĕēĤşŉÁçÇņšľŁĭŞţļľįĩġĹĴŁóĪĨŝŞśĦņŅľŁŞĩŜĢĤŞĥŉąĪđŞŃ
ĩĢĤĤĥĦČņçĄăéīĻŜđŞśĦņĴŁĭşŞŃĥĥţļśŅĢ
ĹĴĻŜĤĤġııĪăļŅĤġľŁĥĦňĪšĩŞňņġĹşĪŅĥţļśŅ
Ĕƞĕœķ©AŞňŉY
ňąĩŅ
ĔƞĕĹşłÛWĴŁĭşŞŉÛWĴŁĭşŞįńĢĴŁĭşŅĥŉĴŁĭşŅĥĩŜ
ĔƞĕSňŅĩŉœĤĭňŉĥĥįńŇĢ©ŉŸƒƂĩŅĤĢ
ÕŁŁŗġGŢÆĥŁmĶŞĴĩŅĭŁĢ
ļĩŜłīşŊ*ąGņŅľŁŞŃĤŞ·bÜĪĿĭĩŜĢ
ĹşĪŅĥŸƒƂĪĽŚľŃLIłĢŗľŋŜƏűŨņŅŞĩŅĢ
ļĩŜêƏűŨłŗŸƒƂŉĥŞřĿĴĥň#ŁŞĩŜĹşĿäĨĦĩŅŃjľŁ
ĔƞĕļĩŜĹĦĥĦňłË-ĶŞţļĢĤŃÆĩŅAŞĩŅĢ
ĔƞĕĤŞįńģĂĴĥšĤş
ļĩŜĹşV÷ņřľŁŞŃıĤŞĩŜĹıņĉŕĴĩŅĥ
ĔƞĕËrŅŃıŠŉŅĥįńġřľŋŝaĥqłşŊĳġřľŋŝńľĽĪńľĽĩšĩŜţĭŅŞŇĢœĤĹň
ńľĽĪńľĽľŁëľŁŞŃġļşĩĩşĩGĩįŁĭşŞ
Ĕƞĕ_ŉŅĩŅĩšĩŝřĶĥFqĵŘŅĥĩŜŇ
ļľĻŜļĥĻĥĐĤĻŝņľŁŞĴŚĢĐĩĹňāļŃĩĳĢ
ÆĥŁłŗĹıĥįŞĩŜĥĥįńŇĢĹıĥľŁqĩĥŁŞĩŜĳġÆįŞĩŜĥĥįń_ňF8ŉŅĩŅ
ĩĹŊņŅĥţļśŇĢĐĪłīŁĩŜśįĥšĩŝņĭĥĢśĦřĭz5ĭŜĥŉ×ħĻįńĢļĩŜqÐľĻ
Ŝ	şŅĥŃjľŁĉŕŗţĢ
ıň&é	ŝĻĥţļįńľŁĥľŁĢ
ĔƞĕŅŜąG#ŁŁŗġƇŴƔƛN~õřŜL~õřŜňƇŴƔĪĤľĻĩŜġ
ĤşłřşĻįńŇġŉļĥĻĥŴŷŶƀŽƑņŅľŁŞĩŜË-ĶŞţļśŇĢ
ĤşĪ©ıœŞţļšĢĤşłŗšĩŞśĦņĴŁĭşŞţŅŜŇĢ¾XCĩŜĻĀRÅĪAŞĢĥĽĥĽĐ=
<ţłġĤŞĥŉ;ŝňĻĽņ0+Ţ<ţłġäšŅīŘĥįŅĥĢ
ļįłŗĹĦĥĦČņīĽľŃäħŞśĦņŅşŊŇġŅţļįńŇĢ
ĔƞĕĦţġĹşŉŇĢļįńňīľŏäĦŃŅŞŃĽŚľŃšĩŝņĭĥĢ
ĔƞĕĹĦĥĦňŉAŞŅĤ
ĔƞĕŴŷŶƀŽƑņĶŞŃĴŁŗġšĩŞśĦŅņĴŁĭşşŊĥĥţļįńŇĢ
ŴŷŶƀŽƑôļľĻŜġšřĭĽŘļŗţŅ
ĔƞĕĹşņąGĪ#ŞĩŜĢĥĥţļśŇ
ĔƞĕĥřĤġœķĩţĩľĻŜįţĭŅŞľŁĈĪĤŞĩŜŇĢŉġıĦĥĦ¥oņŅľĻćŉśĭkpĴĻŗ
ţļśĢŎĿĩľŁĢłŗŎĿĩľŁŗ^NÓľŁŞĩŜġĳőńkpľŁĥĦőńłŗŅĥĩŅ
ĔƞĕŅĥŇĢĴĻľŁ®šĩŜţĩŜĢļĩŜŇġ`)ļľĻĩŅġ¶µ©½řľŁĻţļśŇĢłġň
ºņĒÉĥņœľŁœĶŃĩġĴŁœĶŃĩĥŁġłŁšĩŞśĦņĴŁĻĢĤşĪĤŞŃĥĥţļ
įńŇĢľŁ#ĸŊġĹşļĴŁįŊĢ
ĤŃŉAľŁœĶŃĩĹşļĴŁĨįŊÞĩĩşĩGĩįŁĭşŞĩŜĢĹĦĥĦňĪĤľĻįńŅĤĢ
ĔƞĕœķřľŋŝġſŲĩŅĢ¤ĥşŊġ¤ņyĳĸŞįńŗŇ
ĔƞĕŅĥľŁĥľĻŜ?ļŠĦŅĢĤŞļŠĦįńġĹĦĥĦňjľŁĻŜįŅĥĩŜĢ
ļĩŜġśĭáUņÐľĻśĢĤňġľŁŞġéň¯ň)íľŁĭĩŜĢ
ĔƞĕĦţġšĩŝņĭĥĢļĩŜġ°W¤0łġą¸ċĩĤŞľŁġ7Ç.é´ņî¿ĴĻŔĻĥŇĢļĩŜ
bĹĦĥĦČņIšľŁŉĭŞŔĻĥŇ
ĔĜĕÑĩŜļľĻŜíûĪlĥţłĶśŇĢ
ĹşłġĦĽňqņÐĭňņĥŠţŅſŲĪĤľŁġ¨qĪòĦţłĶśŇ
ũqĵŘŅĥĩŜĢ
ĔĜĕĹĦŅňġfľŁŁŗúĪĩĩŞĴĢĹşļľĻŜſŲśŝĥŁÐıĦľŁĢ
ĔĜĕĹĦĢļĩŜŇġÞĩĥœĸţĩƖƗľŁ;ŝņ<ŌĩįŁġîşŁÐľŁŗŜľĻŝŇ
ńĦņŗñçņłĽŘľŁġñņŗĪşŅĥĴAľĻ
ŗĤŞţļśŇ
éŉńţńţĭŞĴġńĦĴśĦľŁĢÞĩĥœĸţĩƖľŁłĩĥGļĴŁŇĢ
ĔĜĕŗ¤ŃÀņĥŞįńġł¤ÃĥŁÐĭıŃŗĤŞňŇġĹĦĴĻŜġƅƑƀƖŃÐĭŃīņ¬ŢhşŞţ
ļśŇĢÃĥŁĭıŃĪĤľŁĢ
ĔĜĕĦţġTĸŞĻŖņĦıŃŗĤŞţļįńŇ
łŗ¬ŗľŁ¤ŗľŁĥĻŜrņvŁŅĥłĴŚƛÌ£ŢƐƌŷŪņĥşŁŗĢ
ĔĝĕOŉ ÝŖŅĥĢÊĥŃīŉŇġôOłġĤţœƈŷŮƖűġwBŃĩġôOłřľŁĻţļś
ŇĢęĖĚ`ĮŜĥ)ĩŜĴŌşłŇġOŅţĩsľŁŁŗġÝŖŅĥňĢ
ĔĝĕĹĦġrĪĴŌşŁÝŖŅĥňĢŃŗĢŅţŁĤşŅţļŠĢwĴŌşŁġ|eĥľŁŁŗġ@ŗØľŁŞ
ţļįńŗŇġ Ňġ`ĩ)ĩŜŇwňĴŌşłġOĪÝŖŅĭŅľĻĢ
ĔĝĕļĩŜġƍƖůƖňŗĹĦļįńġôũųŷźŸƖƄłŇĢ
ĔĝĕƅƑƀƖĳţŁĭşŞįńĢ£ļįłĎŐŞıŃŗĤŞĴŇġ)ņ/ľŁġ¡ĪľŒŝĥľĻıŃĤľĻ
ňĢ
Ĕĝĕ/łŇġ¬Í%ľŁĻŃīņ«ĥľŁjľĻŜġÏŵƏŵƏĴŁŇĢııĪŅĥňĳĢışłĢĹşłġŴŨƑł
ıĦ[ĥŁĻįńġ¬Íņ¡ĪńıļĩŔħŅĥĴŚĢĹşłôŅİĻıŃĤľĻĢĹĴŁġªýņĥľĻłĴŚĦĢĹ
ĴĻŜġ¡ııœłôŅĭŅľŁŞłĴŚĦĢ
°W¤ňźŦƒł#ĻŭƉň"§
Â²ňŅĥñ
ſŲĪĻŃīġÐīňſŲĩšĩŜŅĥ
Y
ňą
ŴſŬŢÇãłäĥĻĥ
Zņŉ6ŢĿįŁőĴĥ
aĥFqļŃ:n×ĪšĩŜŅĭŅŞ
_ĐňqňFqĪšĩŝŀŜĭŁÆĭ
ĪłīŅĥ
§à­Ɗ
Ƌ
ƕŤƐ
ŧƖŰƎƔ
 80 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
iĘė Ö×ĀRÅĪtħŞJ#ň>Ċ
PÄ Ö×ĀRÅĪtħŞžƖŻĄłň>Ċ
ĔƜĕē,ĩľĻňŉġıňNĵŘŅĥţļįńġ°W¤ĵŘŅĭŁġCÑłĨĴľıĳĸŁŞňġÒĿįŁŇġĹĴĻ
ŜxňĨŊĽŘţĪīŁġışņĥşŅĳĥġľŁvľŁĥľŁĭşŞňĢĶĲĭ,ĩŞĢĹĦĴŅĥŃÒņşŁŗľ
Ł]ŜŅĥŃĥįŅĥĩŜĢ
ĔƜĕēÂ²ĪĤŞĩŜšĩŞśĢñĪŅŅŖņŅľŁĥŞňĪ©AŞňĢDņŅľŁŞŃıŇĢƇŬƔŃĴŁŞőĦ
ĪĥĽŊţšĩŞĢÎĽŅįŝŘĥĥţļĩŜĢıňNŉÎĽŅĥśĦņĥŁĭşŞĴĢĹĦĥŃīň°W¤ļĩŜ
ŇĢĹşłŗġñň¦ĥqļŃġƘ¤ň9)ƙġĤţœŝıľĽņīĻŜ¢ĳţÎĽŞĴŚľŁĢłŗĽŘĤţŃZĤŞŃ
ıŠłŉƘ¤ň9)ƙĽŘţııŲźŷƄļśġľŁĽŘţŃœşŞśĦņŅŞňĢļĩŜħŜĥśġőţŃĹĦĥĦŃıŠ
ŉĢ
ĤŃŉſŲŉĻœņĴĩ	ŜŅĥţłĶįńġſŲłfľŁĥŁÐīňſŲĩšĩŜŅĥłĴŚĠdŉĹĦĥĦ
ňĪšĩŞśĦņŅľŁĥŞŃĥĥŅġľŁjĦţłĶĪĢ
ĔƝĕēēĹĦłĶŇġ³ĩņKĥŃjĥœĶĢƘěŹƀƖźĕŃĩƀƑŬļŃĩňŃıŠņÐĭŃġ}ņįŞśĦŅnĵ
łĶśŇ³ĩĢąĆcŃĥľŁŗĢĤĤĥĦňŉšĩŝŀŜĥłĶŇĢ
ĔƝĕēńĦŅţłĶĩŇġřľŋŝĤňġħŊY
ĪĤľĻŝŃĩġAŞŉģĤŞţłĶśŇĢÀņıĦŃĴ
ŁŗÆīŀŜĭŁĢ
Y
ĴŁĥŞĪĽŘţŃÕŁŁĭşşŊĥĥţłĶįńġ ņĴŅĥłřľŁŞŃAŞţłĶśŇĢĹĦĶŞŃ
ïţłĥĥŗňĩlĥŗňŅňĩšĩŜŅĭŁĠĢ
ĔƝĕēēĹĦŅţłĶśŇĢĤŃéňąŃĩŗġĤœŝLīĶĬŞŃìņňąĪÆıħŅĥňłġĽŚľŃřľŋŝī
ŀŜĥŅġľŁĥĦňĪĤŝœĶŇĢ
ŧƒƆƖŴƖŃĩŗ	ŠĦŃfľŁŁġŻťùĥĻĩńĦĩľŁĥĦňŉąłšĩŞţłĶįńġœšŝłLīĥąĪĴ
ŁŞŃġŧƒƆƖŴƖĪŁùĥŁĥŞĩńĦĩľŁĥĦňŉšĩŜŅĭŅľŁĴœĥœĶĢ
ĔƝĕēĹĦĥĦŧƒƆƖŴŗĤŞţłĶįńġíňŧƒƆƖŴļŃŗđŜŅĥňłġGĪÆıħŁıŅĥţłġĹĦ
ĶŞŃġŻťňùĥĻąļįł(ĶŞĴĩŅĥţłĶśĢ
ļįń;ŝłLīĥąĴŁŞŃÆī4şŅĭŁĢ
ħŊŧƒƆƖŴƖĪŌłEĭŜĥĤľĻŃĴœĶśŇĢĹĴŁƇŴƔuĴŁġńıňŧƒƆƖŴƖĪ±ľņĭ
ŞĩŉšĩŜŅĥţłĶśŇĢĹşłfľŁŁġąĪĴĻņ	ŞţłĶįńġ;ŝłLīĥąĪĴŁĥŞŃġĹşĪ
Æī4şŅĥţłĶśŇĢĹĦĶŞŃŧƒƆƖŴņ	ŝðşŁŻťĪøœľŁĴœĦŃĩĠĹĦĥĦıŃĪĤŞţłĶś
ŇĢ
ĔƝĕēēĹňņŨƖūƖļĴŁêTľŁŉĭŞţłĶįńġĽŚľŃřľŋŝňŝĹŌşŁĴœľĻŝĠŅĩŅĩĽŚľ
ŃĦœĭÐĩŅĥŃīŗĤŞţłĶŇĢ¾ąGĪÆıħŁĭŞŃÈĥţłĶįńĢĤŃŉ	ľŁŞĪøŖĽŘĦţł
ĶśŇ
ĔƞĕēœļâÁĪłīŁŅĥįńŇĢĤşŉÔÁĪ'ņľĻţļľĻĩĢè
{üňĻŖņľĻŔ
Ļĥļįń
ĔƞĕēœĤłŗčŌæħśĦŃjħŊčŌæħŜşŞśŇĢ»1Ņţļš
ĔƞĕēšĩŜŅĥłœľĶĮĥŁĥŞŃŎĿĩŞĩŜ
ĔƞĕēĥřġŗĽŠţ³ĩņ.ĥŁŞŉĤŎŅĥśŇ
ĔƞĕēĹıņÐľŁĳńıńıňöÐłĶľŁØšŅĥĩŜĢĤşØľŁĭşŞŃ,ĩŞţļįńŇĢ
ĔƞĕēAŞňŉŇĠŉŴſŬäĦŃīŉAľĻŇġOŗŅĥĩŜĢıĦĥĦČņƘ°W¤0ňÇãŉOĪ
ĤŞƙåľŁĨĥŁĭşŞŃ,ĩŞšįśĢĹňłĤĻĻĩĥŗňŗåľŁĤŞŃjĦţłĶįńġĹĦĥĦČņšĩ
ŞśĦņŅľŁŞŃĥĥţļįńĠĢäĦňŉĥĥţļšġÇ.ãHłĢłŗĻĴŁňÇ.ãHĩġuĸŊ
Ç$ňďŔĻĥŗňĩĠľŁĥĦĢĤŃ¼ŃĩHľŁŞÇ.ãHŃĩŗĤŞĩŜĹŗĹŗĪľŁĥŞĩľŁĥĦ
ŇĢĤĽıĽçņÇãÃĥŁĤŞįńġļĥĻĥ!ħŁŞňĩĤľĻĩĥňĩšĩŜŅĥįńġŃŝĤħķď
Ŕ£ŉäħŞĩŜŇĢ
ĔƞĕēŗĦĴŚĦĪŅĥĩŜŇĢĹşłŅĩľĻŜŬƔƂżłäľĻĪÇ$ňďŔĻĥŗňäħŞįńŇĢ
Ĕƞĕē@ĦĽňêĭłĤľĻţļšĠĪŅţļĩĳľŋŝšĩţŅĭŁŇġƚķĿäľŁÐľŁŇĠ
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表 2-2-1-35 概念 33: 天候の変化による問題	
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⑬	 第三者へのアプローチ	
	 外出先で盲導犬の同伴拒否に合うことは珍しくなく、ユーザーはその度に説明や交渉を
しなくてはならない。交渉に成功する場合もあるが、事情を話しても理解してもらえない
場合もあり、法の整備とともに、身体障害者補助犬法の認知度を高める必要性が観察され
た。	
	 ユーザーは環境からの情報を欲しており、地図を頭にインプットする際には、第三者か
らの情報を活用している。実際の歩行時には、しばしば現在地や方向がわからなくなるた
め、情報を収集する必要があるが、ほとんどのユーザーが、声を出して周りに助けを求め
ると回答している。視覚障害者であるユーザーは第三者が自分の近くにいるのかすらわか
らないため、声を出しながら側に人がいるかどうか確認することが明らかとなった。	
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表 2-2-3-36 概念 34: アプローチ	
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表 2-2-3-37 概念 35: 行政機関での要求	
表 2-2-3-38 概念 36: 第三者への要求と情報	
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⑭	 周囲の無理解	
	 盲導犬に対する理解が足りないために、仕事中の盲導犬にお菓子を勝手に与えられたり、
誘導中に犬に話しかけたり、ユーザーと別の指示を行ったり、犬を蹴るなどの事例が今な
お起こっている。また、一般人だけでなく電車に乗る際にスロープを出されてしまったり、
科学館で同伴拒否が起こるなど、公共施設や交通機関における理解の徹底も未だにされて
いないことが事例により明らかになった。その他、缶を手摺に放置され、ユーザーが缶に
接触したり、食べ物を地面に捨てられることで、盲導犬が拾い食いをして健康に被害が出
る等の事例もあり、第三者の行為によってどのような被害がおこっているのか、現状の周
知に努めるべきであると考えられる。	
	
 
  
表 2-2-3-39 概念 37: 周囲の無理解により起こる問題	
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2-2-4.カテゴリー化のプロセス	
	 これらの分析ワークシートから生成した概念を分類し図2-2-4-1、図 2-2-4-2のように、
カテゴリー化を行った。その結果 14 の下位カテゴリーと 4 つの上位カテゴリーを生成する
ことができた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
盲導犬自身
盲導犬とユーザー
①指示外の判断 
②指示の実行時の判断
③性格
 ④環境の変化による問題
⑤機能的要因
⑥心理的要因
⑦ガイドヘルパーとの比較
⑧犬へのアプローチ 
⑨歩行の手がかり
⑩ユーザーが抱える問題
ユーザー自身
●内的要因
図 2-2-4-1	内的要因	
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2-2-5	結果	
	 これらの分析ワークシートから生成した14の下位カテゴリーと4つの上位カテゴリーを
結果図に落とし込んだのが図 2-2-5-1 である。	
		
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 2-2-5-1	 盲導犬、ユーザー、環境•第三者間の相関関係図	
⑪現状の設備 
⑫環境から受ける問題
⑬第三者へのアプローチ
⑭周囲の無理解
●外的要因
ユーザーと盲導犬を取り巻く環境
図 2-2-4-2 外的要因	
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a.盲導犬と環境・第三者の関係	
	 図2-2-5-1の環境•第三者は、⑪現状の設備、⑫環境から受ける問題、⑬第三者へのアプ
ローチ、⑭周囲の無理解などといった、ユーザーと盲導犬を取り巻く環境である外的要因
全てを内包するものと定義した。	
	 盲導犬はユーザーから指示を受けると、何らかの判断をもって誘導（実行）を行うが、
その際に環境の中にある情報を探索している。盲導犬は環境から受けるアフォーダンスに
よって指示外の判断を行うこともある。例えば冬道などの環境の変化によって予期せぬ誘
導を行ったり、階段より楽なエレベーターを選択したり、病院の待ち合い室での「イス」
誘導で、人と人の間に顔を入れて誘導してしまったりする。	
	
b.ユーザーと環境・第三者の関係	
	 ユーザーもまた環境から情報の探索を行い何らかの判断を行う。眼の見えない盲導犬ユ
ーザーは、環境から視覚以外のアフォーダンスを得ている。それは肌にあたる風の感覚で
あったり、足の裏の感触であったり、音であったり、臭いであったりする。なお、ハーネ
スから伝わる盲導犬の動きが重要な環境情報であり、探索器の精度として、白杖とは大き
な違いがある。	
	 第三者がユーザーにもたらす情報は具体的なものであり、盲導犬を使用したり、自らの
探索で得た形態的な周辺環境の情報とは異なり外見からは得られない具体的な情報を伴う。
そこは雑貨屋であるとか、そこの飲食店はおいしい、といったものである。	
	 一方、環境からユーザーに与えられるものは情報だけではない。第三者の無理解により
非情な扱いを受けることもままある。第三者の無理解により、例えば飲食店で入店を拒否
された時などは、盲導犬の意義について周囲に伝える必要がある。また自ら啓蒙活動を行
ったり、情報を欲していることをアピールすることもある。	
	
c.盲導犬とユーザーの関係	
	 盲導犬がユーザーにもたらすものは、機能的なものと、心理的なものに分かれる。機能
面では、白杖と比較してどのように変わったか、例えば風を切って歩けるようになった、
駐車場で迷わなくなった、等である。心理面では盲導犬がいることでもたらされる心の喜
びや、別れの際の心への負担が挙げられる。	
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	 ユーザーは盲導犬に自分が誘導してもらいたいことを教えて行く必要もある。教え方や
盲導犬への接し方、世話などのアプローチが必要である。	
	
2-2-6.補完関係図と用語の定義	
	 分析によって生成した結果図を、「第三者との関係図」「盲導犬とユーザーの補完関係図」
の 2 視点からさらに分割を行った。その結果図 2-2-6-1、図 2-2-6-2 のような補完関係図
を作ることができた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 2-2-6-2	 盲導犬とユーザーの補完関係図	
図 2-2-6-1	 第三者とユーザーとの関係図	
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(1) 第三者との補完関係図	
	 図 2-2-4-2 の結果図の外的要因を第三者として切り取ると、図 2-2-5-1 のような盲導犬
ユーザーおよび盲導犬と第三者の相関図を作ることができる。第三者へのアプローチには、
毛並みや服などに留意した盲導犬の印象を第三者に与えることや、盲導犬への理解を求め
ること、必要な情報を第三者から求めることなどがあげられ、第三者からのアプローチに
は、理解のない行動や手助け、情報の提供などが挙げられる。現状の第三者からのアプロ
ーチにはマイナス面が多いが、第三者へのアプローチ方法によってはプラスに変えること
ができると推測される。たとえば本研究の事例においては、同伴拒否のケースに対しユー
ザーが店や施設に理由や目的を説明するなどのアプローチを行った結果、理解が得られる
場合が多く見られた。これらの活動の繰り返しにより理解のある第三者が増え、ユーザー
と盲導犬は適切なサポートを受けることができるようになると考えられる。	
	
(2) 盲導犬とユーザーの補完関係図	
	 図 2-2-6-2 の「盲導犬とユーザーの補完関係図」はワークシートによるヴァリエーショ
ンの分類から、盲導犬とユーザーのアフォーダンス視点での機能特性を表したものである。	
	
A.機能的コミュニケーション	
	 ユーザーは、視覚に障害があるため晴眼者とは異なり、拡張アフォーダンスの探索を視
覚以外の感覚システムを用いて行っている。ユーザーは、これらの感覚システムを用いて
環境の探索を行い、ピックアップした拡張アフォーダンスをもとに、盲導犬に指示を出す。
それを聞いた盲導犬は指示語にもとづきアフォーダンスを探索し、得られたアフォーダン
スから盲導犬自身が判断を行い、誘導行為として判断の結果をユーザーに伝えるのである。
この盲導犬とユーザーの間で交わされるやりとりを、本研究では「機能的コミュニケーシ
ョン」と定義した。機能的コミュニケーションは指示語や誘導行為のやりとりだけに限定
はせず、指示がなくとも盲導犬がユーザーの意思を感じ取り、独自の判断でユーザーを誘
導したり、誘導という結果に結びつかない盲導犬自身の意思や判断を、ハーネスの動きや
盲導犬の動作からユーザーが汲み取ることができるなど、移動時における相互の判断の伝
達行為を示している。盲導犬とユーザーは、それぞれが環境からアフォーダンスを探索し、
移動行為における判断を行うが、その互いの判断を機能的コミュニュケーションによって
共有することができるのである。	
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B.心理的コミュニケーション	
	 機能的コミュニケーションとは異なり、ユーザーの QOL に関わるような、盲導犬とユー
ザーの相互に作用する心理的な影響や交流を、本研究では「心理的コミュニケーション」
と定義した。例えば盲導犬はユーザーを主人として認め、主人に依存して日常生活を送っ
ている。ユーザーは盲導犬の信頼を感じ、また自身も盲導犬に信頼を寄せて、常に一緒に
行動している。盲導犬からの信頼と愛情は絶対的なものであり、盲導犬自身もユーザーを
理解しようとするし、ユーザーも盲導犬を理解しようとする。以上から生まれる心理的コ
ミュニケーションにより、盲導犬とユーザーは自然な流れで互いの愛着を深めていく。し
かし、盲導犬の代替が行われるたびに盲導犬とユーザーの関係はリセットされ、盲導犬と
のコミュニケーションに滞りが生まれる。これは機能的コミュニケーション、心理的コミ
ュニケーションのどちらにもいえることであるが、この 2 つのコミュニケーションは関わ
り合いの年月に比例してよりスムーズに行われるようになり、それぞれの判断と信頼の意
思を相互に感じ取れるようになるには時間を要する。	
	
C.レシーバー	
	 これまでの記述により、盲導犬ユーザーの移動の際には、盲導犬のアフォーダンスの探
索と判断、さらに両者をつなぐ機能•心理的コミュニケーションが介在していることを述べ
たが、盲動犬に代表されるような、アフォーダンスを探索し環境から必要な情報をピック
アップし、その情報を視覚障害者の移動行為に活かすことが可能な受容器を本研究では「レ
シーバー」と定義することとした（図 2-2-6-3）。なお、アフォーダンスの探索が視覚障害
者自身で行われる場合、視覚障害者もレシーバーの内に含むこととする。	
	 本研究の調査で対象としたレシーバーはガイドヘルパー、白杖（視覚障害者を含む）、盲
導犬の 3 種であり、それぞれがアフォーダンスの探索を行う機能を持っている。図 2-2-6-4
は現状のレシーバーにおけるアフォーダンス獲得の関係図である。	
	 盲導犬をレシーバーとして使う場合、そこには盲導犬の探索と認知、ユーザーに対する
コミュニケーションが存在する。具体的には盲導犬の探索によるアフォーダンス、それを
盲導犬自身が判断しユーザーに伝える機能的コミュニケーションと、信頼を与える心理的
コミュニケーションである。	
	 白杖をレシーバーとして使う場合、獲得することができるのは視覚障害者の探索による
アフォーダンス（視覚以外）である。白杖によってアフォーダンス（視覚以外）の探索範
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囲が広がり、環境を知ることができるが、盲導犬やガイドヘルパーと異なり他者の認知を
介在しないため、獲得できるアフォーダンスは視覚障害者が探索できる範囲のものでしか
ない。	
	 ガイドヘルパーをレシーバーとして使う場合、ガイドヘルパーの探索と認知、それを視
覚障害者に伝えるコミュニケーションが存在する。具体的にはガイドヘルパーによるアフ
ォーダンスの探索と判断、それをユーザーに伝える機能的コミュニケーションと、信頼を
与える心理的コミュニケーションである。ガイドヘルパーにおける機能的コミュニケーシ
ョンは言語で行うことができる。また、他のレシーバーと比較して、最も多くの情報を得
ることが可能である。それはガイドヘルパーと視覚障害者が同じ人間であり、情報のコミ
ュニケーションに対称性があると考えられるからである。その一方で、心理的コミュニケ
ーションは盲導犬に劣ると本研究では評価した。なぜなら、ガイドヘルパーと視覚障害者
の間には心理的な障壁があると考えられるからである。具体的には待ち合わせが必要であ
るといった手続きの壁や、信用のある人間が来るかどうか判断ができないため信頼関係の
構築が難しいといった点である。	
	 これらのアフォーダンスの獲得、およびコミュニケーションの点から現状のレシーバー
の機能を考えると、総合的に盲導犬が現状のレシーバーとして最も優れていると本研究で
は結論づけた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 2-2-6-3	 レシーバーの定義	
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2-3.本章のまとめ	
	 本調査の実施背景には、盲導犬の需要の高さの理由に特殊な機能特性があるという想定
があった。アフォーダンスの視点で盲導犬ユーザーの知覚システムを俯瞰した時、盲導犬
のアフォーダンスの探索、認知の介在が、他の製品、サービスとは異なる利点をもたらし
ているのではないかという想定である。移動行為時のユーザーと盲導犬がどのように環境
から情報を得て、どのような情報のやり取りを行い、何を感じながら歩いているのか、6
図 2-2-6-4	 レシーバーと視覚障害者の補完関係図	
 94 
名の盲導犬ユーザーに半構造化インタビューを用いてあらゆる角度から質問を繰り返した
結果、膨大な量の逐語録を得ることができた。これらの調査内容を修正版グラウンテッド•
セオリーアプローチ（M−GTA 法）を用いて分析した結果、盲導犬とユーザー、環境を取
り巻く 37 の概念を得ることができた。生成した概念を内容に沿ってさらに分類し、14 の
下位カテゴリーと 4 つの上位カテゴリーに分けると以下のようになり、それぞれ次のよう
なことがわかった。 
 
A.盲導犬自身	
①	 指示外の判断	
	 盲導犬はユーザーの指示語により誘導を行うが、時には犬自身のアフォーダンスを用い
て指示外の行動を行う。また、ユーザーが日常的に繰り返す行為については、盲導犬が目
的を覚え指示語なしに勝手に誘導を始める。盲導犬は訓練によりユーザーに危機が迫った
時には指示を無視する「利口な不服従」を行う。 
②	 指示実行時の手がかり	
	 盲導犬は盲導犬自身の認知によって対象を理解し、指示語に対する誘導を行っている。
どのように理解しているか明確ではないが、手がかりはものの形状であったり、匂いであ
ったり、音であったりすると考えられる。 
③性格	
	 盲導犬の各個体が持つ能力は大きく変わらないが、個体によって性格は異なり、特にハ
ーネスを外した後に顕著に現れる。多くのユーザーがハーネスの装着前と後との盲導犬の
集中力の違いについて言及しており、ハーネスをつけることにより、盲導犬のアフォーダ
ンスの探索、認知にも何らかの変化が生まれるとも考えられる。 
④環境の変化による問題	
	 生物であるが為、天候や気温による盲導犬の体調の変化を考えた結果、ユーザーの活動
時間に制約が生まれることがある。また、雪道による路面状況の変化により犬自身のアフ
ォーダンスが移動行為に影響を及ぼす場合もある。 
 
B.盲導犬とユーザー	
⑤機能的要因	
	 盲導犬には機能的にできること、できないことが存在する。盲導犬の利点は、歩行の際
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神経を使わなくて済む、歩行スピードが速い、周囲の環境を白杖より把握でき、行動範囲
が広くなるなどが挙げられる。その一方で盲導犬との歩行にはユーザーの指示が必要で、
指示を行う前にユーザーが環境の中で自分が置かれた状況を理解しなくてはならないとい
った制約もある。 
⑥心理的要因	
	 盲導犬は、ユーザーに様々な心理的な影響を与えている。特に多くのユーザーが盲導犬
とは 1 日中寄り添っているため、深い信頼関係を培っていると感じている。その一方で病
気や引退で盲導犬を代替えする場合に起こるユーザーの心理的な負担は大きく、また代替
後の盲導犬との意志の疎通には 1 年ほどかかると感じている。 
⑦ガイドヘルパーとの比較	
	 ガイドヘルパーは言語を用いて会話を行うことができるため、ユーザーに正しく情報を
伝えることが可能だが、事前に予約が必要であったり、拘束可能な時間が決まっていたり
と、気軽に外出するには制約が大きいというデメリットがある。また、毎回同じ人間がガ
イドヘルパーとして訪れるわけではないため、短時間での信頼関係の構築は難しく、心理
的な負担が大きい。 
 
C.ユーザー自身	
⑧犬へのアプローチ	
	 盲導犬への関わりとして、ユーザーは新しい指示語や指示語に対する動作を教えること
や、ブラッシングやシャンプーをするなどの世話を行っている。盲導犬ユーザーとなる条
件には、盲導犬を管理できなければならない。 
⑨歩行の手がかり	
	 盲導犬ユーザーの歩行の手がかりには、視覚以外のアフォーダンス、犬からの情報、ユ
ーザー自身が持っている頭の中の地図などが挙げられる。これらの情報を用いて盲導犬に
新たな指示を与え、盲導犬と協力して歩行を行うことができる。 
⑩ユーザーが抱える問題	
	 失明の理由は様々であり、先天的な疾患だけでなく、中途失明者も多いことから、点字
に慣れていないなど環境から情報を得るために問題が起こる場合もある。 
 
D.ユーザーと盲導犬を取り巻く環境	
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⑪現状の設備	
	 ユーザーは晴眼者と同じように、必要があれば様々な場所に移動する。ただし移動方法
に困るとタクシーを利用する場合が多いようであった。視覚障害者に配慮したハードやサ
ポート機器の種類は多く、盲導犬ユーザーも、盲導犬がいてもこれらのサポート機器を利
用して生活している。 
⑫環境から受ける問題	
	 歩道に縁石がないとユーザーは道路と歩道の境目を知ることができない。また工事など
の騒音によって必要な情報が阻害されてしまう時など、ユーザーの環境の認知には問題が
生じてしまう。雪道など天候の変化によって路面状況が変わると、環境から与えられる情
報は大きく変化し、盲導犬に指示を出すために、自身が外に出て道路の状態を把握しなけ
ればならない。 
⑬第三者へのアプローチ	
	 外出先で盲導犬の同伴拒否に合った際、ユーザーは何らかの対応を行わなければならな
い。また公共交通機関のシステムや施設での同伴拒否に対する要請など、ユーザーの要望
が行政機関に伝わりやすい体制が必要であると感じた。ユーザーは移動行為中に困ったこ
とが起きると周囲の人間に声をかけて尋ねることが多く、第三者から情報を収集しながら
頭の中の地図を完成させている。 
⑭周囲の無理解	
	 盲導犬に対する第三者の理解が足りないために、仕事中の盲導犬に食べ物を勝手に与え
られる、誘導中に犬に話しかけられるなどの問題が今なお起こっている。一般人だけでな
く電車に乗る時にスロープを出される事例や、科学館で同伴拒否が起こる事例など、公共
施設や交通機関における理解の徹底も未だにされていないことも明らかになった。 
 
	 以上のカテゴリーの分類をまとめた結果、盲導犬とユーザーの移動行為には「環境・第
三者」「ユーザー」「盲導犬」の間での情報のやり取りを主とした三者間の相関関係図があ
ることがわかった。さらにその図を「第三者との関係図」「盲導犬とユーザーの補完関係図」
の 2 視点から分割を行った。 
「第三者との関係図」では第三者への正しい理解のためにはユーザー側の努力も必要であ
り、ユーザー側からのアプローチによって第三者との関係を良好にできることがわかった。 
「盲導犬とユーザーの補完関係図」では盲導犬とユーザーの間で起きる移動行為における
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情報のやり取りを図式化することができた。特にアフォーダンスの視点から、盲導犬とユ
ーザーの二者の観察者が環境からアフォーダンスを探索し、コミュニケーションにより情
報の共有を行っていることが明らかになった。	 	 	  
	 これらのコミュニケーションを本研究では「機能的コミュニケーション」と「心理的コ
ミュニケーション」と呼ぶ。「機能的コミュニケーション」は移動時における相互の判断の
伝達行為であり、「心理的コミュニケーション」はユーザーの QOL に関わるような、盲導
犬とユーザーの相互に作用する心理的な影響や交流を指す。 
	 さらに本研究では、盲動犬に代表されるような、アフォーダンスを探索し環境から必要
な情報をピックアップし、その情報を視覚障害者の移動行為に活かすことが可能な受容器
を「レシーバー」と定義した。本研究で扱うレシーバーは「白杖」「ガイドヘルパー」「盲
導犬」の三種で、前述の「機能的コミュニケーション」「心理的コミュニケーション」の視
点から盲導犬は他のレシーバーより優れていることがわかった。具体的には、「盲導犬」は
「白杖」と比較してアフォーダンスの受容能力に優れており、「ガイドヘルパー」と比較し
て「心理的コミュニケーション」に優れている。 
	 これらの結果から、盲導犬は他のレシーバーより優れた機能特性を持っており、ユーザ
ーが求める盲導犬の需要は特にアフォーダンスの受容と心理的コミュニケーションにある
ことがわかった。 
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〈注	 釈〉	
［注1］オープン-コーディング	
	 「1.	プロパティ(切り口-視点)-ディメンション(中身、内容)の書き込み」「2.	ラベルづ
け(データの簡潔な名前)」「3.	複数のラベルを束ねたカテゴリーの生成」の手順で行うコ
ーディング作業	
	
［注2］選択的コーディング	
	 コア-カテゴリーに向けて各カテゴリーを関連付ける。コア-カテゴリーとは、カテゴリ
ーを統制して理論を生成する際の中心になるものである。プロセスを把握することが重要。		
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第 3 章	 盲導犬の視覚環境に関する実験	
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3-1.本章の背景と目的	
	 2 章のインタビュー調査の結果から、白杖、ガイドヘルパー、盲導犬はアフォーダンス
を探索し、受容することが可能な「レシーバー」としての機能があることが判明した。さ
らに、環境からのアフォーダンスの受容、およびユーザーとレシーバーとの心理的コミュ
ケーションの視点から、盲導犬のレシーバーとしての機能が総合的に優れていることが明
らかとなった。 
	 これらの結果の特徴として、盲導犬はアフォーダンスの探索能力を持ち、それによって
盲導犬が得た情報をユーザーに機能的コミュニケーションとして伝達していることが挙げ
られるが、疑問に感じるのは、このような優れたレシーバーである盲導犬が探索するアフ
ォーダンスは、人間である晴眼者のアフォーダンスと同様のものであるかという点である。 
	 エレノア•ギブソンは、動物の学習が起こる原理を①探索的活動②探索的活動の結果（ア
フォーダンスの実現）③選択とし、学習とアフォーダンスには密接な関わりがあることを
示している［1］。学習されるのはアフォーダンスの知覚、つまり環境にあるレイアウト、物
体、そして事象が、自分との関係のなかで行為に何をアフォードしているかを知覚するこ
とである。つまり学習とは、動物が環境を検索した結果、獲得したアフォーダンスを利用
することであり、このアフォーダンスが自分にとってどのような意味を持つのかを把握し、
最終的に意図的にアフォーダンスを利用することであると考えられる。	  
	 しかしながら、盲導犬が探索すべきアフォーダンスは、人間が生活する上で利用するも
のと近くなければならないのではないだろうか。盲導犬が探索するアフォーダンスは、本
来犬自身が自然に探索するアフォーダンスではなく、訓練のプロセスにより新たに知覚さ
れるようになったアフォーダンスである。盲導犬に代表される使役犬は、人間が特定の訓
練を行うことにより、訓練なしの犬とは異なる検索が行われると推測される。この訓練プ
ロセスにより、盲導犬は晴眼者に近いレベルのアフォーダンスを探索できるようになるこ
とで、視覚のないユーザーのレシーバーとしての役割を果たしているのではないだろうか。
盲導犬にニーズが集まる理由のひとつに、これらの特殊な機能特性があるのではないかと
考えた。そこで本章では、下記の仮説を設定した。 
	 仮説：盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識している 
	 本章では、この仮説を検証するため、北海道盲導犬協会の協力のもと、盲導犬の行動観
察実験を中心とした、盲導犬の視覚環境の調査を行う。 
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3-2.訓練士へのインタビュー調査［3］	
	 3-2-1.方法	
	 盲導犬のアフォーダンスの認識について予備的に現状を把握するため、北海道盲導犬協
会の協力のもと、協会内でのフィールドワークを実施した。北海道盲導犬協会に所属する
訓練士 1 名にインタビュー調査を行い、盲導犬の訓練を行う専門的な立場から、盲導犬へ
の訓練方法およびアフォーダンスの認識に関する事例や意見を伺った。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-1-1	 第 3 章の目的	
図 3-2-1-1	 北海道盲導犬協会	
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	 3-2-2.知見と考察［3］	
	 フィールドワークによるインタビューによって得られた知見および考察は下記のとおり
である。	
(1)訓練方法	
	 盲導犬の指示語には基本的な動作に関わるもの（スワレ、フセなど）や移動時の進行に
関わるもの（ミギ、オウダンなど）や、目的物を探させるもの（ドア、イスなど）がある。	
	 目的物を探させるための盲導犬の訓練には、主に「条件づけ」が使用される。施設や訓
練士ごとにその訓練方法は異なるが、インタビューに応じた訓練士の訓練方法は下記のと
おりである。 
	 はじめは訓練士の手に鼻をつけるとトリーツ（えさ、ほうび）を与えるなどをして、手
をターゲットとした条件付けを行う。その際、正解の行為に対しクリッカー［ボタンを押
すと音が鳴る、長さ6cm 程度の犬のしつけに利用される器具（図3-2-2-1）］を鳴らし、犬
が鼻で手をタッチすると、クリッカーを鳴らして犬に音で正解を知らせるような条件づけ
を行う。その後、目的物(階段、イス、ドア、ゲート等)の側に置いた訓練士の手に犬の鼻
をタッチさせ、徐々に訓練士の手に鼻をタッチさせなくても目的物に直接誘導できるよう
訓練を続けて行く。外国では訓練士の手の代わりに、色のついたシールをターゲットとし
て使用している例もある。この訓練では条件付けした「手」や「色のシール」といったタ
ーゲットを、犬の頭から消去していく作業が難しいため、作業効率を上げるためには消去
の過程を短縮することが求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 3-2-2-1	 クリッカー	
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(2)アフォーダンスに関わりのある行動	
	 犬は目的物をある程度「形」で視認していると考えられ、犬の経験上訓練されたことの
ない形状である場合は誘導することができないと考えられる。ただし、何度も繰り返し訓
練を行うことで確実に誘導できるようになる。 
	 誘導には経験や対象物の使用頻度等も関係し、良くドアを使用するユーザーが椅子とド
アが近い状況で盲導犬に「イス」と指示してもドアに誘導してしまうこともある（図
3-2-2-2）。	
	 また、北海道盲導犬協会では、ユーザーがハーネスを右と左のどちらの手で持っても歩
行が可能なように訓練しているが、左右の持ち手の違いで犬の身体の位置が変化するため、
人間側から見た椅子の誘導がその時の状況によって異なる場合もあるという。また椅子が
多く設置してある状況でユーザーが奥の椅子に座りたいと考えていても、犬は自分が誘導
しやすい手前の椅子に誘導してしまうこともある。 
 
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 盲導犬の探索が複雑となるアフォーダンスの事例として、雪道での誘導行為が挙げられ
る。北海道を始めとした積雪寒冷地において雪道の誘導の失敗はユーザーに危険を及ぼす
可能性が大きいため、雪道の訓練は大変重要と位置づけられている。北海道盲導犬協会は
全国で唯一雪道での訓練を行う協会であるが、雪道のために特別な訓練を行っているわけ
ではなく、訓練内容は主に犬に様々な雪道を歩かせ、冬期の路面状況を経験させるもので
図 3-2-2-2	 ドアと近い所にある椅子	
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ある。つまり盲導犬自身の学習システムを利用し、環境の探索からどのようなアフォーダ
ンスを利用するべきか、経験によって学ばせていると考えられる。 
	 また、犬は鼻や耳が発達しており、視覚からの情報より嗅覚や聴覚による情報量の方が
多いとされているが、訓練状況から考えると、視覚からも十分な情報を得て目的物を判断
していることがわかる。例えば、盲導犬は歩行ルート上に段差がある場合、段差の1段目に
足をかけて止まり、ユーザーに段差があることを教えるが、誘導する前に段差に視線を送
っていることから、段差があることを視覚で確認していることがわかっている。訓練では
それを利用し、盲導犬が段差に目線を送った段階でクリッカーを鳴らし、そのアフォーダ
ンスを利用することが正解であることを伝えている。 
	 一方、積雪寒冷地においての冬期間は雪により道の段差がはっきり視認できなくなるた
め、犬の判断や行為も曖昧になってしまう。盲導犬は階段などの段差の前で停止すること
を教えられるが、歩道から降り、交差点を横断する前にも一時停止することを義務づけら
れている。しかし積雪により、歩道と道路の境界が曖昧になってしまった際には、視覚的
な距離感から自分なりに境界線を判断し、一時停止してユーザーを誘導している可能性が
高いことがわかった。これは、歩道の前で停止するために、盲導犬が環境から利用できる
アフォーダンスを探索していることを示している。 
 
(3)「イス」を事例とした盲導犬の誘導プロセス	
	 フィールドワークの際に、実際に訓練士が椅子を前に盲導犬に「イス」の指示を与える
様子を観察した。プロセスは下記の通りである。 
	 キャスターを固定した椅子（図3-2-2-3）と、キャスターが動く椅子（図3-2-2-4）を訓
練犬の前に提示し、どちらの椅子に対しても誘導するよう「イス」という指示語を訓練士
が与えた。 
	 するとキャスターを固定した椅子、キャスターが動く椅子ともに犬は形状から椅子であ
ると判断し、すぐに誘導を開始したが(図3-2-2-5)、キャスターが動く椅子はあごを乗せた
際動いてしまったことから、誘導するのを止めてしまった(図3-2-2-6)。つづいて、壁際に
椅子をつけてキャスターを動かなくしたところ、犬は再び椅子と認識し、誘導を再開した
(図3-2-2-7)。	
 106 
	 このことから、「イス」という指示に対し盲導犬が誘導行為を行う際には、犬自身が何
らかの基準（例えば「自身のあごを置ける高さで平坦な場所」といった基準）を設けて探
索を行い、ユーザーを誘導していると考えられる。	
	  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3-2-2-3	 キャスターを固定した椅子	 図 3-2-2-4	 キャスターが固定されていない椅子	
図 3-2-2-5「イス」の指示で座面に頭をのせる犬	 図 3-2-2-7	 壁に固定後イス誘導を	
												再開する様子	
図 3-2-2-6	 揺れに反応しイス誘導を停止する犬	
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3-2-3.まとめ［3］	
	 フィールドワークを通して、盲導犬の誘導には盲導犬のアフォーダンス、判断が介在し、
それによって盲導犬の誘導行為にはユーザーが求めるものとは異なる結果が導かれる可能
性も示唆された。 
	 盲導犬に行う指示語の中でも、特に犬に目的物を探させるイスやドア等の指示語は、犬
自身が使用しないものにも関わらずユーザーを誘導しなければならない命令である。例え
ば椅子に存在するアフォーダンスは、座るという行為を盲導犬にはアフォードしておらず、
盲導犬と人間とでははじめから大きな差がある。そのような前提の中、訓練によって盲導
犬は人間のアフォーダンスを理解するようになり、それに近いレベルのアフォーダンスを
探索することができるのかどうか、更なる調査が必要であるとの知見を得た。 
	 そこで、指示語の中でも「イス」という指示語を研究の対象とし、盲導犬にユーザーが
座ることが可能な椅子を探させる行為について、アフォーダンスの探索の視点から調査を
行うこととした。 
	
3-3.「イス」指示の理解についての訓練士へのアンケート調査［3］	 	
	 3-3-1.目的	
	 2章の結果やフィールド調査により、盲導犬の誘導のプロセスには犬自身のアフォーダン
スが関係していることがわかっている。 
	 盲導犬自身は使用せず、人間が使用するためのものを誘導する指示語の事例として、「イ
ス」を例に、犬が椅子に対しどのような理解を持っているかに関する調査を行うことを目
的とした。 
	
	 3-3-2.方法［3］	
	 国家公安委員会の指定を受けた 11 の盲導犬の育成施設のうちの一つである、北海道盲導
犬協会に所属する訓練士 7 名を対象に、アンケート調査を実施した。調査期間は 2012 年 6
月 20 日〜6 月 27 日である。 
	 訓練士を対象に調査を実施した理由は①盲導犬自身は動物であるため、自分の行動の原
理について言語化することができない、②専門家である、および③最も盲導犬の身近にい
ることから、日常的に犬の観察の経験が長い。以上3点である。 
 108 
	 調査方法は、北海道盲導犬協会に所属する訓練士を通じ調査を依頼し、アンケート用紙
の配布、回収を行った。アンケートは記入式で、「盲導犬の椅子への理解」について5つの
質問を行い、任意で回答してもらった。なお、質問の項目およびアンケート用紙は図3-3-2-1、
図3-3-2-2のとおりである。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
①この調査への参加・協力は任意です。お断りになることであなたが不利益を被ることは一切ございません。
②研究のデータおよび結果は、研究の目的以外に用いることはありません。回答後のアンケート用紙は、研究チームの研究
　者のみが分析し、調査結果がまとまった時点で裁断機処理をいたします。
③調査においては、個人情報の保護のため、あなたの個人情報には触れません。また、研究結果を論文、報告書および学会
　発表などで公表する際も、匿名性を守ります。
④結果は論文、報告書および学会発表において個人が全く特定できない形で公表させていただきます。
アンケート調査のご協力をお願い致します。
盲導犬の「いす」の理解に関わる調査アンケート
以上のことに同意してくださる方は、下記の質問にお答え下さい。
Q２「いす」という命令を盲導犬に覚えさせるためにどのような訓練手順を踏んでいますか？
Q３. 盲動犬はどのような基準で対象物を「いす」と判断していると思いますか？
　 　例：自分（犬自身）の目の高さにある平らなもの…等
Q４.「いす」という命令同様に、犬自身が使用しないものを指示させる命令があれ ば、 
　　  思いつく限り記入して頂けると幸いです。
Q１. あなたの性別、年代について下記のいずれかに○をつけて下さい。
性別（　男　・　女　）
年代（　１０代　・　２０代　・　３０代　・　４０代　・　５０代　・　６０代～　）
アンケートはもう１枚あります→
この研究は盲導犬と人間の「いす」に対する理解の違いを知ることで、
将来的に盲導犬への訓練プログラムや、公共施設のデザインに応用することを目的にしています。
図 3-3-2-1	 アンケート用紙（1）	
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図 3-3-2-2	 アンケート用紙（2）	
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	 3-3-3.	結果と考察［3］	
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表 3-3-3-1	 アンケート結果	
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	 アンケートの結果、表3-3-3-1のような回答が得られた。また質問と回答をまとめた結果
は下記の通りである。 
 
(1)年齢、性別	
	 年代は 20 代が 2 名、30 代が 3 名、および 60 代以上が 2 名である。このうち男性は 4 名
であり、女性は 3 名である。 
(2)「イス」という指示を盲導犬に覚えさせるためにどのような訓練手順を踏んでいるか	
	 訓練士によって若干内容に違いがあるが、まとめると表 3-4-2-1 の手順になる。 
 
① 特定の椅子(パイプ椅子のような、動きにくいもので、なるべく特殊な形でないものを使用)の前
で座らせる。	
② 無言で動きを待つ犬が椅子を意識した(椅子に鼻や顔を向けたり、付けたりした)瞬間に「フード」
「トリーツ(ほうび)」、「クリッカー」を使用してほめる。	 	
③ トリーツをルアーにしてあごを椅子に乗せる動作を教える(クリッカー(フード)を使って座面に
ふれたらクリックしてあごを乗せるように強化していく)。	
④ これらの動作の際に「イス」の指示語をつけ、椅子の指示と行動を結びつけていく。	
⑤ 少し距離感をとって(2m)、「イス」の指示語と共に椅子まで誘導させ、犬に誘導意識をつけさせ
る。	
⑥ 距離を 2m より遠くして行う。	 	
⑦ 多数の椅子を使い、その一つに誘導する。また椅子の種類やスタート位置を変える。	
⑧ 反復し、主人として椅子に座ることで理解させる。	
	 	 	 	 	 	 	  
	 アンケート内の訓練士によるコメントから、盲導犬を誘導させる際、「指示語」とその「場
所」を結びつけるためフード等の褒美（トリーツ）を犬に与えていることが判明した。ま
た訓練では主に協会内にある椅子(パイプ椅子、会議用の椅子、応接用の椅子)をベースと
して使用している。これらの内容や、4 章のインタビュー調査から鑑みても、訓練方法は
条件づけが主軸であるといえる。	
	
(3)盲導犬の椅子の判断基準	
	 盲導犬が椅子を判断する基準について質問した際、	訓練士によって挙げられた意見を集
約すると、次のようになる。	
	 ユーザーが椅子の指示した方向にある①犬の目線(およびそれより低い)の高さにあるも
の、②あごをのせられる高さのもの、③上面が平面のもの、④いつも使用するもの、およ
表 3-3-3-1	 椅子の訓練手順	
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び⑤ユーザー(主人)が座ったもの。	
	 このような回答から、椅子の高さ、座面の平坦さが椅子と判断できる要素の一因になっ
ていることが窺える。また「ユーザーが座ったことがあるもの」、「いつも使っているもの」
といった回答も見られたことから、条件付け、経験による要素も多くあることがわかった。	
(4)「イス」以外で犬が使用しないものを探索させる指示	
	 回答された指示は次の通りである。 
「ドア(ノブ近く)」、「ポスト」、「ボタン(手押し信号の押しボタンの位置等)」、「きっぷ(切
符券売機)」、「バス(バス停)」、「階段」、「ゲート(改札)」、「カウンター(腰高のレジ等)」。	
	 ここで示唆された指示はすべて、人の判断基準とは異なった視点で、犬が判断している
可能性がある。	
(5)犬が誘導する椅子、しない椅子	
	 普段人間が椅子として使用できるもの（座るというアフォーダンスを持つもの）を 17
点挙げ、それらを盲導犬が誘導することができるかどうかを○(できる)、△(個体によって
異なる)、×(できない)で回答してもらった。尚、回答の際には、それぞれの椅子の形状と
大きさのわかるような図 3-3-2-2 を提示した。	
	 結果から○を 2 点、△を 1 点、×を 0 点として集計した結果、点数が低く、誘導しない
可能性が高いものは、ガードレール(1 点)、正座椅子(2 点)、座椅子(3 点)、ロッキングチ
ェア 2(4 点)、ハイスツール(4 点)、カウンターチェア(5 点)となった（図 3-3-3-1）。	
	
	
0 
2 
4 
6 
8 
10 
12 
14 
図 3-3-3-1	 犬が誘導する椅子	
(点) 
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	 また、誘導しないこともある、という可能性が示された椅子は、花壇の囲い(9 点)、ロ
ッキングチェア(10 点)、リクライニングチェア(10 点)、および札幌駅のベンチ(11 点)で
あった。一方、全員が誘導するだろうと考えたもの(12 点満点のもの)は、アームチェア、
ベンチ、キャスター付き学習椅子、スツール、ソファ、パイプ椅子、およびバス停となっ
た。なお、回答の際、訓練士から表 3-3-3-2 のようなコメントを得た。	
	
・	 現在の訓練の仕方、バリエーションだと△や×がつくが、それぞれのみを端的に「イス」と伝
えるなら、犬が判断できるようになると思われる。	
・	 ⑥のロッキングチェアはどの犬も覚えられるがゆれや材質に不安を感じる可能性はある。	
・	 ⑪のハイスツールはあごをのせられないことから、椅子として覚えるよりは場所として認識さ
せる必要がある。	
・	 ⑬の正座椅子は、あまり必要性を感じないが、覚えさせようと思えば覚えさせられる。	
3-3-4.考察	
	 ここまでの調査結果から、どんな椅子の形状であっても、犬に訓練(経験)させることで
椅子として認識させることは可能だが、初めて新しい種類の椅子を見る場合、認識できる
ためにはいくつかの条件が必要であることが判明した。特に「高低」、「安定感」、「座面の
平坦さ」等の条件はQ3の回答から照らし合わせても重要な要素であると考えられる。反対
に、人間の椅子に対するアフォーダンスに関わりがありそうな背もたれの有無や座面の広
さといった要素は、あまり関係がないように思われる。	
	 以上のことから、①犬は自分の行動により人間の生活がどう変化するかといった高次の
予見性を持って誘導を行っているわけではなく、条件付けをもとに椅子を理解し、行動し
ている、②条件づけによって経験させた形状のもの、もしくは似たようなものから大きく
外れる形状の椅子は「イス」と認識しないであろうという仮説が立てられた。	
	 図 3-3-2-2 の Q5 で提示した 17 種の椅子を「座面の高低」、「座面の平坦さ」と「座面の
やわらかさ」の 3 つの属性で分類し、各属性のうちどの要素が訓練士の「犬が誘導する」
もしくは「誘導しない」という回答に寄与しているのかの参考にするため、寄与率の計算
を行った（図 3-3-4-1、図 3-3-4-2）。その結果、訓練士が「犬が確実に誘導する	(○)」と
回答した椅子は、座面の高さが標準的であることと座面が平坦であるという要素が 100％
寄与していた。一方座面のやわらかさについては、やわらかいが 28％、固いが 72％となり、
「座面の高さが普通で、平坦であり、固い」椅子が、犬が誘導する可能性が高い要素であ
ることが示唆された。	
表 3-3-3-2	 訓練士のコメント	
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	 これらの結果を参考に「座面の高低」「座面の平坦さ」「座面のやわらかさ」の 3 つの属
性を組み合わせ(表 3-3-4-1)、要素の異なる 3 種の椅子のモデル制作をおこなった。この作
成した椅子を、北海道盲導犬協会に所属する訓練犬に提示し、「イス」の指示でどのよう
な反応を見せるか実験を行うことにした。	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-3-4-1	 「犬が確実に誘導する」と思われる椅子の各属性の寄与率	
	
図 3-3-4-2「犬が誘導しない可能性が高い」と思われる椅子の各属性の寄与率	
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表 3-3-4-1	 属性の組み合わせ表	
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3-4.	盲導犬の学習プロセス実験［3］	
	 3-4-1.	目的	
	 本章では、「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識して
いる」という仮説を検証するため、椅子誘導の過程から、盲導犬の視覚環境の調査を行う。
具体的には誘導過程を観察することで、盲導犬の学習のプロセスについて探るものである。	
	
	 3-4-2.方法	
	 図 3-4-2-2 のような、木製で座面の高さがそれぞれ異なる 3 種類の椅子を作成した。	
	 実験は盲導犬協会内にある、広さおよそ 480cm×1020cm の多目的ホール(図 3-4-2-1)を
借りて実施し、制作した椅子を横一列にならべ、訓練士の「イス」指示に対し犬がどの椅
子へ誘導するかをビデオカメラで記録した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(1)対象	
	 実験の対象は北海道盲導犬協会に所属する訓練犬 3 頭である。「イス」の誘導訓練があ
る程度完了している犬 A（図 3-4-2-3）と、訓練がまだ不十分である犬 B（図 3-4-2-4）、
犬 C（図 3-4-2-5）の 3 頭を対象に実験を行った。	
	
	
	
	
	
	
図 3-4-2-2	実験で使用した椅子	
	
図 3-4-2-1	 実験で使用した多目的ホール	
	
図 3-4-2-3	犬 A	 図 3-4-2-4	犬 B	 図 3-4-2-5	犬 C	
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(2)実験手順	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 全ての盲導犬が実験の際にはじめて椅子を目にするよう、実験対象となる犬は別室で待
機させ、1 匹ずつ順番に訓練士が実験室に同伴する実験とした。	
	 実験の開始時、3 つの椅子と盲導犬の距離は同程度になるよう、スタート位置を設定し
た。なお、誘導毎に「イス」の指示を行い、訓練士はその度スタート位置に戻り、同じ条
件で「イス」の指示を行った。	 	
	 実験中に提示する椅子の並び順は定期的に変え、座面の高さの違いによる効果を消した。	
	
	(3)分析方法	
	
	
	 	
【探索】	
	 椅子の匂いを嗅ぎうろうろする、椅子を見比べ
る、椅子の周囲をまわる等、環境から得られる情
報を犬が探索している状態。アフォーダンスが利
用されるまでの過程。	
	
	 表 3-4-2−1	 行動カテゴリーとその定義	
椅子 a 椅子 b 椅子 c
イス
図 3-4-2-6	実験方法	 図 3-4-2-7	実験の様子	
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【判断】	
	 床に座り困ったように訓練士を見る、椅子に顎
を置いた後訓練士の顔を見る等、何らかのアフォ
ーダンスを探索、認知した後、犬が訓練士の様子
を観察し、判断を下そうとしている状態。	
	
	
	
	
	
	
	
【実行】	
アフォーダンスを探索、認知し、判断を行った上
で行動している状態。今回の実験では椅子に顎を
乗せるという行為。	
	 実験は「イス」の誘導訓練がある程度完了している犬 A と、訓練がまだ不十分である犬
B、犬 C の 3 頭を対象に行った。分析には撮影したビデオカメラの映像を用い、アメリカの
知覚心理学者エレノア-ギブソンの学習原理を参考に、表 3-4-2−1 のような定義のもと、犬
の行動を「探索」「判断」「実行」の 3 つの行動カテゴリーに分類した。	
	
	 3-4-3.結果と考察	
	 本実験では、連続記録法を用いて、「探索」、「判断」と「実行」の 3 つの行動カテゴ
リーを犬ごとに秒単位で計測した。これらのデータを分析するため、プロセス分析表、各
行動カテゴリーの生起率、犬の実行と構成要素の 3 種の表とグラフにまとめた。以下では
それぞれの表やグラフと分析で得られた結果について記述する。	
	
(1)プロセス分析表	
	 結果を図 3-4-3−1、図 3-4-3−2、図 3-4-3−3 のようなプロセス分析表としてまとめた。こ
れらの表にはクリッカーが鳴ったタイミング（犬が顎を椅子に乗せ、訓練士が正解と判断
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した状態）の記録も記載した。	
	 プロセス分析表は、縦軸は上から探索、判断、実行を表しており、横軸は時間の経過を
表している。縦に入る黄色の直線は、訓練士がクリッカーをどのタイミングで鳴らしたの
かを表している。	
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図 3-4-3−2	 犬 B のプロセス分析表	
図 3-4-3−1	 犬 A のプロセス分析表	
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図 3-4-3−3	 犬 C のプロセス分析表	
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	 これらのプロセス分析表から、椅子の訓練がある程度完了している犬、していない犬に
関わらず、どの犬も環境の変化が起こると、まず始めに必ず探索活動を行うことが観察さ
れた。探索はアフォーダンスの獲得に必要な行為であり、この行動と、アフォーダンスを
探索、認知し、利用することは密接に結びついていると考えられる。盲導犬は条件付けを
基に訓練されているが、探索行為が観察されたことにより、盲動犬の誘導にアフォーダン
スが影響する可能性が示唆された。	
	 他にも、プロセス分析表からは、時間が経つにつれ探索の時間が短くなっていく様子や、
「実行」行為が増加しているという知見を得ることができた。	
	
	(2)各行動カテゴリーの生起率	
	 各行動カテゴリーの継続時間を計測し、行動全体に対しどのくらいの割合で行為が起こ
っているのか計算を行った。その結果下記の図 3-4-3-3-4〜図 3-8-2-3 のような結果が得
られた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-4-3-4	 犬 A の生起率	 図 3-4-3-5	 犬 B の生起率	
	
図 3-4-3-6	犬 C の生起率	
	
図 3-4-3-7	 平均	
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	 犬 A は他の犬に比べ「イス」指示の訓練がある程度完了していた影響もあり、椅子に顎
をのせて誘導する行為を指す「実行」が最も短い結果を示していた。全体を通していえる
ことは、全ての行動の中でどの犬も「探索」の割合が最も高く、特に「イス」指示の訓練
が不十分な犬 B と犬 C は、犬 A に比べて長い時間探索していることが分かった。これらの
ことから、訓練が進むにつれ犬は探索行為の割合を減らし、実行に移すことができるよう
になると考えられる(図 3-4-3-8)。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
3-5.椅子を用いた誘導実験	
3-5-1.目的	
	 実験 1 では「探索」、「判断」と「実行」の盲導犬の学習プロセスについての知見が得
られたが、実験対象の盲導犬の椅子誘導の訓練が不十分であったため、椅子の形状と誘導
時の判断の関係については曖昧なままであった。そこで椅子の訓練が十分完了した他の盲
導犬を対象に、椅子誘導に必要な構成要素を探るための実験を行った。	
	 また、盲導犬の能力の一つに、自分にぶつからない位置にある障害物を、人間のために
避けるというものがあるが、椅子の指示中に設置した障害物を避けることができるかどう
かの検証も行うこととした。	
	
3-5-2.方法	
(1) 場所と使用機材	
	 使用機材は以下の通りである。	
① 座面の高さの違う椅子（図 3-5-2-1）	 	
図 3-4-3-8	 犬 A の「実行」の様子	
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② パイプ椅子に平坦なクッションと凹凸のあるクッションをのせた椅子（図 3-5-2-2）	 	
③ 三脚にスチレンボードを貼り、ちょうど人間の頭の高さにある障害物を作成し設置し
たものと、設置していないただのパイプ椅子（図 3-5-2-3、図 3-5-2-4）	
④ ビデオカメラ	
	 3-4 の実験と同様、北海道盲導犬協会内にある、広さおよそ 480cm×1020cm の多目的ホ
ールを使って実験を行い、制作した椅子または協会内のパイプイスに座面をつけた椅子を
横一列にならべ、訓練士の「イス」指示に対し犬がどの椅子へ誘導するかをビデオカメラ
で記録した。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(2)対象	
	 実験は椅子の誘導訓練をひととおり終えた 3 匹の訓練犬を用いて行った（図 3-5-2-5、図
3-5-2-6、図 3-5-2-7）。	
図 3-5-2-1	 高低差のある椅子	 図 3-5-2-2	 平坦差のある椅子	
図 3-5-2-3	 障害物のない椅子	 図 3-5-2-4	 障害物のある椅子	
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(3)実験手順	
	 全ての犬が実験の際はじめて椅子を目にするよう、実験対象となる犬は別室で待機し、1
匹ずつ順番に訓練士が実験室に同伴し、実験を開始した。	
	 実験は①座面の高さの違う椅子を誘導させる実験、②座面の平坦さの異なる椅子を誘導
させる実験、③障害物(人間のみにぶつかる障害物)のある椅子とない椅子での誘導の仕方
を比較する実験の 3 つを実施した。なお、実験の開始時、3 つの椅子と盲導犬の距離は同
程度になるよう、スタート位置を設定した。また誘導毎に「イス」の指示を行い、訓練士
はその度スタート位置に戻り、同じ条件で「イス」の指示を行った。くわえて、場所によ
る影響が出ないよう、椅子の位置を一定時間毎にランダムに入れ替えた。	
	
3-5-3.結果と考察	
(1)座面の高さの違う椅子	
	 高低差のある椅子をランダムに位置を入れ替えて犬に提示した結果、誘導を行った際の
各要素への生起率は図 3-5-3-1 のようになった。	
	 D の犬は全体の 97％の割合で低い高さの椅子に誘導を行っており、誘導した際の椅子の
位置は、真ん中、左、右のどれも同程度だった。	
	 一方、E の犬はどの高低差の椅子も同程度に誘導を行ったが、その全てが最も左側に設
置した椅子への誘導であった。F の犬はどの高低の椅子にも誘導を行ったが、94％が「低
い」椅子と「普通の高さ」の椅子であった。誘導場所は左と真ん中が多い傾向にあった。	
	 これらの結果と犬の行動の観察から、犬の誘導には、「対象の形」と「位置」のアフォ
ーダンスが関係していると推測した。この場合、犬 D の椅子の定義は「3 つのうち最も低
い椅子」であり、E の犬の定義は「最も左に位置する椅子」であった。この椅子への認知
図 3-5-2-5	 犬 D	 図 3-5-2-6	 犬 E	 図 3-5-2-7	 犬 F	
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は実験の初期段階で形成されたと考えられ、始めに誘導した椅子についてクリッカーで強
化された情報を、犬がどのように認知したのかでその後の誘導が決定づけられたと考えら
れる。	
	 一方犬 F は提示された高低差のある椅子が、椅子として認識できず、訓練士の椅子指示
に対し誘導が行えるようになるまでの間に時間を要した。どの高低差の椅子も同程度に椅
子指示に反応するよう簡単な訓練を行った結果、訓練士の反応を窺う「判断」行為を繰り
返し、「左側」にある椅子について誘導するようになった。ところがランダムに位置を入
れ替えた際、左側に座面の高さの高い椅子が置かれると、誘導するか迷った末、中央に設
置された「高さの低い椅子」へ誘導をはじめた（図 3-5-3-2）。このことから犬 F は、は
じめは「位置」で椅子を認識し誘導を行っていたが、明らかに異なる形状の椅子を前に実
行に確信が持てず、訓練士の指示を確認しながら別の椅子に誘導を行ったと考えられる。
尚、その後も座面の低い椅子と普通の高さの椅子については「位置」で誘導し続け、座面
の高い椅子に入れ替わった場合にのみ、隣接する別の要素の椅子に誘導を行った。	
	 座面の高さについては、「最も左に位置する椅子」を選び続けた犬 E についても判断に
時間がかかる様子が観察された。また、予想されたように、座面の高さが低いものから高
いものに変わった際には、探索と判断の時間が他の場合と比較し増えており、訓練士の反
応を確認する様子が観察された（図 3-5-3-3）。全体を見ても、座面の高い椅子へ誘導す
る割合が最も低かった。なお、実験を繰り返すことで、犬の椅子への認識は方法次第で汎
化されてしまうと考えられるが、汎化以前の 1 回目の椅子指示では、全ての犬が「最も高
さの低い椅子」への誘導を行った。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 図 3-5-3-1	 誘導の要因（高低差•場所）	
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	 以上の結果から考察すると、犬は椅子を「位置」として認識する傾向が強いものの、自
分の目線の高さより上の椅子への誘導には抵抗を感じ、低い椅子への誘導を行いやすいと
考えられる。ただし訓練次第で犬の椅子への認識を変えることは可能で、「位置」でも「形」
でも強化することは可能であると考えられる。	
	
(2)座面の平坦さの異なる椅子	
	 平坦差のある椅子をランダムに位置を入れ替えて犬に提示した結果、誘導を行った際の
各要素への生起率は図 3-5-3-4 のようになった。	
	 D の犬は凹凸のある座面と平坦な座面の両方に、同じ割合で誘導を行っており、全て右
側に設置した椅子への誘導であった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-5-3-2	 誘導の要因（平坦差•場所）	 図 3-5-3-3	 障害物の有無での実行の割合	
図 3-5-3-4	 誘導の要因（平坦差•場所）	
 	  	

	 

D	 50	 50	 0	 100	
E	 64	 36	 75	 25	
F	 15	 85	 75	 25	
0	
10	
20	
30	
40	
50	
60	
70	
80	
90	
100	
（%） 
 127 
	 E の犬は凹凸のある椅子に 64％、平坦な椅子に 36％それぞれ誘導した。また全体の 75％
が左側に設置した椅子への誘導であった。	
	 F の犬は凹凸のある椅子に 15％、平坦な椅子に 85％誘導した。また全体の 75％が左側に
設置した椅子への誘導であった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 以上の結果から考察すると、犬は「位置」によって椅子を認識する傾向が強いことが窺
えた（図 3-5-3-5）。その一方で、犬 F の平坦な椅子への誘導率は凹凸のある座面の選択
率と比較し p<0.05 の有意差があった。座面を入れ替えた際には犬 F だけでなく、どの犬も
実行までの過程に迷う様子が観察され、訓練士の顔を見て判断する様子も見られたため、
座面の形状の変化は認識していると考えられる。平坦でない椅子に誘導する場合は、	なる
べく座面の凹凸のない場所を探し、頭を置いていた。	
	
(3)誘導経路に障害物を設置した椅子	
	 椅子のみの状態と椅子の前に障害物を設置した状態を、交互に犬に提示する椅子誘導の
過程を観察した。	
	 障害物は三脚とスチレンボードを組み合わせて作成し（図 3-5-3-7）、人間が直進すると
頭部に干渉するよう設定した。この障害物は犬の体高より高く、犬が椅子へ人間を誘導す
る際の妨げにはならない作りとした。	
	 実験の結果、犬 D、E、F の全てが、パイプ椅子と障害物を設置したパイプ椅子のどちら
にも誘導行為を行う行動が観察された。	
	 これまでの実験とは異なり、椅子の前に障害物を設置しても、犬が誘導に迷う様子はほ
とんど観察されず、訓練士はスチレンボードの障害物に顔をぶつける結果となった（図
図 3-5-3-5	 「位置」で覚え、どちらの椅子にも誘導をする犬	
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3-5-3-7）。ただし犬 D のみ、数回訓練士がスチレンボードに頭をぶつけると、頭上を気に
する様子を見せており（図 3-5-3-8）、その後 3 回ほど、椅子誘導の前にスチレンボード
の手前で立ち止まる様子を見せた。これらのことから、犬が訓練なしに人間のみに当たる
頭上の障害物を予測し、回避することは難しいが、人間の反応から学習し、強化すること
によって頭上の障害物を意識させることは可能であると考えられる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
3-6.椅子を用いた誘導実験のまとめ	
	 3-4、3-5の結果から、以下のことが明らかとなった。	
①「イス」についての実験から、盲導犬は人間を誘導する際、人間同様のアフォーダンスを
探索することは難しく、「イス」指示に関しては、人間が座れるかどうかまで配慮した高
次の判断は行っていないことがわかった。ただし、犬自身のアフォーダンスと結びついた
図 3-5-3-6	 障害物の有無での実行の割合	
図 3-5-3-7	 障害物を気にせず誘導してしまう犬	 図 3-5-3-8	 人間の様子を気にする犬 D	
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条件付けを繰り返し行うことで、人間が求める機能に必要なアフォーダンスを徐々に探索、
認知できるようになると考えられる。	
②	盲導犬が「イス」と判断する要素については、条件付けの方法や、「場所」による認知の
要素が強いことが示唆された一方で、「座面の高低差」「座面の平坦さ」という対象の形
状についても犬が認識を行い、個体によっては判断の要素にしている様子が見られた。た
だしこれらは人間が座れるかどうかの判断とは異なると考えられ、たとえ盲導犬であって
も、環境から探索するアフォーダンスは犬自身が利用するためのものであり、人間のため
のアフォーダンスは探索することができないことがわかった。ただし人間が喜ぶためにど
のようなアフォーダンスを探索し、実行するべきか訓練によって学ばせ、教えることは可
能である。	
	 その一方で、いくら訓練を積んでも、盲導犬の認知は人間とは異なるため、検索するこ
とができないアフォーダンスも存在している。特に犬と人間の目の位置の高さは大幅に異
なると考えられ、犬と人間が視覚により認識しているものが異なると考えられる。 
	 	 そこで次項からは犬と人間の視覚環境の見えを比較するための調査、実験を行う。	
	
3-7.ラブラドール・レトリバーの眼高計測	
	 3-7-1.目的	
	 前項までの結果から、盲導犬の知覚システムは人間とは異なるため、検索することがで
きないアフォーダンスも存在していることが明らかとなった。	
	 また、特に盲導犬の視線の高さと人間の視線の高さには大きな差があるため、盲導犬と
人間の視覚環境の見えを比較するための調査を行う必要がある。	
	 ところが、現在盲導犬の眼の高さについては信頼できるデータがなく、人間と盲導犬の
眼の高さの違いについて、数値化することができていない。	
	 そこで、人間と比較することを目的に、日本において最も盲導犬として頭数の多い犬種
である、ラブラドール・レトリバー種の眼高の計測調査を行った。	
	
	 3-7-2.方法	
	 北海道盲導犬協会の協力のもと、北海道盲導犬協会に所属するラブラドール・レトリバ
ー16匹の眼高、体高の計測を行った。	
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	 眼高の計測は図3-7-2-1のように犬を直立姿勢にし、マズル（鼻口部）が地面に対し直角
になるようあごを抑えた状態で静止させ、地面から眼球の中心までの長さを直角に計った
ものと定義した(図3-7-2-2)。また体高は犬直立姿勢にした状態で犬の肩甲骨から地面まで
を計ったものである。	
	
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-7-3.結果	
	 ラブラドール・レトリバーの眼高を計測したところ、オスの平均が63cm、メスの平均が
58cm、全体の平均が61cmとなった。また体高はオス平均60cm、メス平均54cm、平均は58cm
となった。ユーザーが最も多い50代の人間の眼高のデータの平均値と比較した結果、ラブ
ラドール・レトリバーの眼高と人間の眼高は80cmから100cmもの差があることがわかった。
なお、車椅子使用者の眼高は100〜120cm、10歳から12歳の子どもの眼高は110〜150cm程度
である。また、人間の1歳児の身長の平均は70〜80cmであり、盲導犬の眼高と同じ程度の眼
高となる。	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-7-2-2	 眼高と体高の定義	図 3-7-2-1	 測定の様子	
表 3-7-3-1	 眼高計測の結果	
［2］ 
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3-8.盲導犬と人間の視覚環境の見えの比較	
3-8-1.目的	
	 前項の結果から、盲導犬と人間との眼高差は 100cm 以上もあることが判明した。このよ
うな眼高の差はそれぞれの見え方の違いに影響していると考えられることから、盲導犬と
人間の視覚環境の見えの比較を行うため、視点カメラを使用し、調査を行った。	
	
3-8-2.方法	
(1)対象	
	 本実験の被験者は、北海道盲導犬協会に所属する訓練過程をひととおり終了した盲導犬
2 頭（a:	体高	55cm•メス	 b：体高 57cm•オス）、人間 3 名（a:身長 170cm 台男性	 b:身長
150cm 台女性	 c:身長 160cm 台女性）である。	
	
(2)場所と使用機材	
	 実験にはウェアラブルカメラ（SONY	HDR-AS30V）を用い（図 3-8-2-1）、盲導犬には頭部
中央に、人間には頭部右側方に装着させた（図 3-8-2-2、図 3-8-2-3）。実験は北海道盲導
犬協会で訓練コースとして使用している経路の 1 部を歩行ルート(図 3-8-2-4)とし、盲導
犬と人間のそれぞれに歩行してもらい、その様子を頭部のウェアラブルカメラで撮影する
というものとした。歩行ルートの距離はおよそ 1300m で、ルート上で特徴的な地形や人工
環境についてポイントを 20 箇所(表 3-8-2-1)選択し、撮影したカメラ映像をもとに見え方
の考察を行った。	
	 盲導犬を対象とした実験を 2014 年 8 月 29 日に、人間を対象とした実験を 2014 年 10 月
23 日にそれぞれ実行した。撮影はウェラブルカメラを用いた視点カメラの他に、被験者の
様子を撮影する外部カメラ 1 台を用いた。天候は両日共に晴天で、視界良好であった。	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-8-2-1	 SONY	HDR-AS30V	 図 3-8-2-2	 盲導犬への装着の様子	図 3-8-2-3	 ヒトへの装着の様子	
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(3)分析	
	 本実験では、撮影した映像を元に、それぞれのポイント地点での被験者の見え方を比較
する対応図（図 3-8-2-5）を作成した。また、外部カメラと視点カメラの映像を比較した、
被験者の様子の対応図（図 3-8-2-6）も作成した。これらを元に、盲導犬と人間の見え方
の違いについて考察を行った。なお、各被験者の平均速度は表 3-8-2-2 のとおりであった。	
図 3-8-2-4	 歩行ルートの地図と経路	
表	3-8-2-1	 各ポイントの要素	
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	 盲導犬 a	 盲導犬 b	 人間 a	 人間 b	 人間 c	
速度（m/分）	 58.07	 80.9	 72.9	 79.7	 85.2	
	
	 なお、考察では外部カメラの映像も参照しながら、カメラに映る地平線の高さから盲導
犬と人間の顔の角度を「正視」、「上向き」と「下向き」として表現した。それぞれの定義
については下記のとおりである。	
(1)正視	
	
	
	
	
	
犬 a 犬 b 人 a 人 b 人 c
①
②
③
図 3-8-2-5	 ポイント地点毎の被験者の見え方比較図	
図 3-8-2-6	 視点カメラと外部カメラの比較図	
表 3-8-2-2	 被験者の歩行速度	
図 3-8-2-7	 正視状態の視点カメラと外部カメラ	
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	 地平線の高さとカメラの中心点がほぼ合致している状態（図 3-8-2-7 左図）。図 3-8-2-7
右図のように被験者および盲導犬が正面を向いている状態として定義した。	
(2)下向き	
	
	
	
	
	
	
	
	 地平線の高さより下にカメラの中心点がある状態（図 3-8-2-8 左図）。図 3-8-2-8 右図の
ように被験者および盲導犬が下を向いている状態として定義した。	
(3)上向き	
	
	
	
	
	
	
	 地平線の高さより上にカメラの中心点がある状態（図 3-8-2-9 左図）。図 3-8-2-9 右図の
ように被験者および盲導犬が上を向いている状態として定義した。	
	
3-8-3.	結果と考察	
	 (ア)角（①、②、⑱）	
	
	
	
	
	
	
図 3-8-2-8	 下向き状態の視点カメラと外部カメラ	
図 3-8-2-9	 下向き状態の視点カメラと外部カメラ	
図 3-8-3-1	 地点①の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
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	 角（コーナー）での静止は盲導犬の基本的な指示語であるが、人間が正視状態で、風景
全体で角を捉えているのに対し、盲導犬はやや下向きに風景をとらえており、足下の段差
を見て角であると捉えていると考えられる。	
	
(イ)街路樹（③、④、⑥、⑦、⑰）	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 街路樹については、盲導犬と人間の見え方には最も大きな差が見られた。人間は歩行中
風景に街路樹が出現すると、顔の向きをやや上向きにし、木の枝や葉まで含めた木の全体
像を捉えようとしていた。この傾向は 3 人の被験者全てにみられ、全ての街路樹のポイン
トで同様の見方をしていた。一方、歩行中の盲導犬の顔の向きはかなり下に向いており、
カメラの中心部はほとんど地面に向いている。盲導犬の視点カメラを見る限り、街路樹が
あるかどうかすら気づいていないと考えられる。おそらく盲導犬にとっての街路樹は電柱
や看板と差して変わらず、根元の部分が自分の歩行を妨げるかどうかの認識でしかないと
図 3-8-3-2	 地点③の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
図 3-8-3-3	 地点⑤の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
図 3-8-3-4	 地点⑰の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
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思われる。ポイント④の街路樹は歩道の中心にはみ出ており、盲導犬が避けざるを得ない
状態であったが、わずかに顔の角度が上向きになった程度で、カメラに木の葉が映ること
はなかった。盲導犬は木の根元のアウトラインだけをとらえて、木を避ける誘導を行った
のだと考えられる。また、歩行ルート上には図 3-8-3-5 のような人間の頭に干渉する木の
枝の障害物があったが、訓練士が盲導犬へ木の枝にぶつかったことを注意し、犬が頭を上
げて木の枝を確認するまでの間、盲導犬の頭部に設置したビデオカメラが木の枝をとらえ
ることはなかった。	
	 以後、若干顔の向きが上向きになったように思えたが、やはり街路樹を人間のように全
体で捉えることはなかった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
(ウ)横断、横断歩道（⑤、⑨、⑬、⑮、⑯、⑲）	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 3-8-3-5	 盲導犬が頭上の木の枝を見上げた時の視点カメラ	
図 3-8-3-6	 地点⑮の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
図 3-8-3-7	 地点⑯の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
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	 盲導犬は全体を通し、やや下向きに歩行する傾向が見られたが、道路を横断する際は正
視に近い状態で風景を見ていることがわかった。人間との見え方と比較しても、アイレベ
ルの違いで地面との距離は異なるものの、見ている場所に大きな違いは見られなかった。
おそらく車が通るかどうかなど、安全面を盲導犬自身が確認しなければならないと教えら
れているため、道路の認識が人間と近くなっているのだと考えられる。	
	
(エ)ボタン（③、④、⑥、⑦、⑰）	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 盲導犬は角での静止のち、正視に近い状態で押しボタンを捉えていた。電柱のボタンの
位置は盲導犬の頭上より高い位置にあるため、誘導する際は見上げる形となり、人間との
見え方に差があったが、ボタンを視界で捉えた時点では同じような見方をしていることが
わかった。一方、訓練士のインタビューから盲導犬のボタンへの認識は個体によってまち
まちで、ボタンではなく電柱がある場所として認識する個体もいることが分かっているが、
これは押しボタンの高さが犬にとって確認しにくく、電柱として覚えた方がわかりやすい
ということが理由の1つとして考えられる。	
	
	
図 3-8-3-8	地点⑧の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
図 3-8-3-9	 ボタンに誘導、もしくは触れる直前の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：ヒト）	
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(オ)その他歩行時の風景（⑩、⑪、⑭、⑳）	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 人間が基本的に正視状態で歩行しているのに対し、盲導犬の顔の角度はやや下向きであ
る。視界の多くが地面で埋まっていることから、盲導犬の歩行には地面からの情報が多く
関係していると考えられる。	
	
3-8-4.まとめ	
	 人間と盲導犬の頭部にカメラを設置したところ、盲導犬はやや下向きに顔を向けて歩行
する傾向にあった。人間が顔を上げて、街路樹を葉から幹まで全体で見ているのに対し、
盲導犬は街路樹に特に注目することはなく、下を向いたまま通過するだけであった。一方、
交差点を横断する際には人間と同様に顔を上げて周りを見渡していた。	
図 3-8-3-10	 地点⑩の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：人間）	
図 3-8-3-11	 地点⑪の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：人間）	
図 3-8-3-12	 地点⑳の視点カメラ	 （左：盲導犬	右：人間）	
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	 このような観察から、盲導犬は人間の目と同様の仕事をしているわけではなく、盲導犬
の認知のおよぶ範囲内で環境からアフォーダンスを取得し、人間に伝達していることがわ
かる。そのため、盲導犬が探索、認知できないアフォーダンスは利用することができない
といえる。	
	
3-9	本章のまとめ	
	 盲導犬を介することにより、ユーザーが晴眼者と同様の認知を行うことができれば盲導
犬がユーザーの視覚システムの代わりとして機能できるのではないかと考えられるが、そ
のためには、人間（晴眼者）が観察者となり探索、認知するアフォーダンスと同様のアフ
ォーダンスを、盲導犬側が探索、認知できなければいけない。そこで本章では、「盲導犬は
人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識している」という仮説を立
て、この仮説の検証を行った。 
(1)	盲導犬の視覚環境に着目した訓練士へのアンケート調査	
	 イスを例にした訓練士へのインタビュー及びアンケート調査では、盲導犬は盲導犬がイ
スをどのように理解しているかという質問について「ユーザーが椅子の指示した方向にあ
る、①犬の目線(およびそれより低い)の高さにあるもの、②あごをのせられる高さのもの、
③上面が平面のもの、④いつも使用するもの、⑤ユーザー(主人)が座ったもの」という回
答を得ている。 
	 また、これらの結果から、 
①	 犬は自分の行動により人間の生活がどう変化するかといった高次の予見性を持って誘
導を行っているわけではなく、条件付けをもとに椅子を理解し、行動している。 
②	 条件づけによって経験させた形状のもの、もしくは似たようなものから大きく外れる
形状の椅子は「イス」と認識しない。 
といった仮説が立てられた。 
 
(2)	盲導犬を用いた指示語の実行実証実験	
	 これらの仮説を検証するため盲導犬の学習プロセスを探る実験と、椅子の認知の手がか
りとなる構成要素を探る実験を実施した。 
	 実験は構成要素の異なる椅子を盲導犬に提示し、観察するものである。 
その結果下記のようなことがわかった。 
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①	 「イス」についての実験から、盲導犬は人間を誘導する際、人間同様のアフォーダン
スを探索することは難しく、「イス」指示に関しては、人間が座れるかどうかまで配慮
した高次の判断は行っていないことがわかった。ただし犬自身のアフォーダンスと結
びついた条件付けを繰り返し行うことで、人間が求める機能に必要なアフォーダンス
を徐々に知覚できるようになると考えられる。 
②	 盲導犬が「イス」と判断する要素については、条件付けの方法に寄るところが大きい。
ただし実験の結果から、「高低差」「場所」による認知の要素が強いことが示唆された。 
 
(3)盲導犬と人間の視覚環境の見えの比較	
	 人間と盲導犬の頭部にカメラを設置したところ、盲導犬はやや下向きに顔を向けて歩行
する傾向にあった。人間が顔を上げて、街路樹を葉から幹まで全体で見ているのに対し、
盲導犬は街路樹に特に注目することはなく、下を向いたまま通過するだけであった。一方、
交差点を横断する際には人間と同様に顔を上げて周りを見渡していた。 
	 このような観察から、盲導犬は人間の目と同様の仕事をしているわけではなく、盲導犬
の認知のおよぶ範囲内で環境からアフォーダンスを取得し、人間に伝達していることがわ
かる。そのため、盲導犬が知覚できないアフォーダンスは利用することができないといえ
る。	
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第 4 章	 盲導犬の印象評価	
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4-1.本章の背景と目的	
	 これまでの研究では、盲導犬との共生社会の実現に向け、アフォーダンスの視点から移
動行為におけるユーザーと盲導犬の補完関係を明らかにしてきた。	
	 特に盲導犬はアフォーダンスの受容、およびユーザーとの心理的コミュニケーションの
観点から、総合的に優れたレシーバーであり、この機能特性を求めるユーザーの需要は高
い。	
	 しかしながら、本論文の第1章における背景でも述べたように、盲導犬の社会進出を促進
する法の整備が進む一方、盲導犬とユーザーが施設入場の際に同伴拒否に合う事例［1］は
後を絶たず、盲導犬を含む補助犬の権利を守るため2002年に制定された身体障害者補助犬
法の施行から2016年現在に至るまで状況はあまり改善されていない。	
	 本研究では、わが国において優れたレシーバーである盲導犬が社会に受け入れられるた
めの盲導犬側の課題について、本研究の2つめの研究課題である「盲導犬の第三者に与える
印象」の視点から抽出を試みるものである。	
	 そこでまずは第三者における盲導犬の理解について探るため、アンケート調査を実施す
る。アンケートでは盲導犬について、一般の人々がどのような印象を抱いているかを明ら
かにしていく。	
	 次に盲導犬を同伴することで、視覚障害者の印象がどのように変化するのかを探るため、
本研究で用いたレシーバーである「白杖」「ガイドヘルパー」「盲導犬」の3種の画像の印象
を比較する実験を行う。第2章ではユーザーを対象にインタビュー調査を実施し、アフォー
ダンス視点から見た盲導犬の機能が他のレシーバーと比較し最も優れていることがわかっ
たが、本章では第三者によってレシーバーの外見の印象を評価してもらうことで、盲導犬
側が社会に受け入れられるための課題について明らかにしていく。	
	 最後に日本の警察犬指定犬種6種にラブラドゥードゥルを加えた9種の犬の印象評価を行
う。評価対象として用いた犬は全て欧米で盲導犬として使われたことのある犬で、人間の
高度な要求に答え、服従性が強く、訓練能力が高いという資質を持つ。これらの犬を実験
に用いるのは、犬の外見の違いにより、第三者が感じる盲導犬の印象に変化が生じるかを
調べ、欧米のような様々な犬種の受け入れが日本で可能かどうか考察するためである。	
	 このように第三者による盲導犬の印象評価を行い、第三者が抵抗なく盲導犬を受け入れ
ることができるようになるために盲導犬側が具備すべき要件は何か、についての知見を抽
出するのが本章の目的である。	
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4-2.先行研究•背景資料	
4-2−1.犬の同伴に対する印象	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 1998 年に行われた日本財団による「盲導犬に関する調査」［2］では、全ユーザー838 名の
うち 510 名からアンケートの回答を得ている。これによると、ユーザーが盲導犬を使用し
て良かった点として「安全に速く歩けるようになった」(88．6％)、「いつでも外出できる
ようになった」(79．6％)のほか、「社会との関わりが広がり、友人等が増えた」、「町の中
で孤独感がなくなった」等が挙げられている。この中で挙げられた、「社会との関わりが広
がり、友人等が増えた」という回答は、ユーザーの社会参加が盲導犬によって促進された
ことを示している。	
	 盲導犬に限らず、犬が人に社会参加をもたらす事例として以下のようなものがある。例
えば、Mader	et	al.(1989)は、車椅子に乗った子どもが犬を連れている場合、彼らの属す
る社会的集団のメンバーからより頻繁に言葉をかけられ(直接的な社会的相互作用)、より
友好的な視線や微笑みを受け取る(間接的な社会的相互交渉)ことを見出した。図 4-2-1-1
は、車椅子に乗った子どもが一人でいる時よりも犬を連れている時の方が、話しかけられ
る割合が増加することを示している［3］。	
	 また Wells(2004)は、成犬あるいは仔犬を連れた人々はより近づきやすい印象を与え、
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通行人は彼らとより頻繁に直接的接触(会話)や間接的接触(注視、微笑み)を持つと示した。
図 4-2-1-2 は、ラブラドール•レトリバーを連れると話しかけてくる通行人の割合が増すこ
とを示している。一方で、連れていても一部話しかけが増加しない犬種もあることもわか
っている［4］。	
	これらのことから犬と同伴することで社会的関わりを促進できるとする一方、犬種の印象
の違いで結果が変化することが窺える。	
	
4-2−2.欧米各国及び日本の飼育犬種傾向	
	 国別に各犬種の飼育頭数の上位 10 位までを見てみると、好まれる犬種は国によって大き
く異なっていることが分かる(表 4-2-2-1) ［5］［6］。特に日本において、上位 10 位以内に大
型犬は一種も入っておらず、ほとんどが小型犬である。	
	 日本の大型犬の中で最も順位が高いのはラブラドール•レトリバーの 12 位であり、飼育
頭数の割合は全体の 2％ほどである。一方、アメリカ、ドイツ、イギリスではラブラドー
ル•レトリバー、ゴールデン•レトリバー、ジャーマン•シェパード•ドッグ、ボクサーの 4
犬種がいずれも 10位以内に入っており、その 4種を合わせた飼育頭数の割合は全体の 30％
近くにもなっている。この 4 種は体格や性格、仕事の性能が優れていることから欧米諸国
においては盲導犬としても頻繁に使用される犬種である。	
	 以上のことから、日本では大型犬より小型犬の方が多く飼われる傾向にあり、欧米に比
べ大型犬に馴染みが薄いと考えられる。このような社会背景は、大型犬である盲導犬の受
け入れに抵抗を感じさせる要因になっている可能性がある。	
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アメリカ（2006年）日本（2009年） ％ ％
％％ドイツ（2006年） イギリス（2006年）
ラブラドール • レトリバー
ゴールデン • レトリバー
ジャーマン • シェパード • ドッグ
ビーグル
ヨークシャー • テリア
ダックスフンド
ボクサー
プードル
シー • ズー
チワワ
ジャーマン • シェパード • ドッグ
ダックスフンド（ワイアーヘア）/ テッケル
ジャーマン • ワイアードヘア • ポインター
ラブラドール • レトリバー
ゴールデン • レトリバー
プードル
ボクサー
グレート • デーン
イングリッシュ • コッカー • スパニエル
ロットワイラー
ラブラドール • レトリバー
イングリッシュ • コッカー • スパニエル
イングリッシュ • スプリンガー • スパニエル
ジャーマン • シェパード • ドッグ
スタッフォードシャー • ブル • テリア
カバリエ • キングチャールズ • スパニエル
ゴールデン • レトリバー
ウエスト • ハイランド • ホワイト • テリア
ボクサー
ボーダー • テリア
ミニチュア • ダックスフンド
チワワ
トイ • プードル
柴
混血犬（体重 10ｋg 未満）
ヨークシャー • テリア
ウェルシュ • コーギー • ペンブローク
パピヨン
ポメラニアン
シー • ズー
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
12
15
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
18
15
14
5
4
4
3
3
3
3
20
8
3
3
2
2
2
2
2
2
17
7
6
5
4
4
4
4
3
3
15
5
5
5
5
4
4
3
3
3
2
2
ラブラドール • レトリバー
ゴールデン • レトリバー
…
…大型犬
表 4-2-2-1	 各国の犬種飼育頭数ランキン
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4-3.盲導犬に対する理解度、印象評価 
4-3-1.方法 
	 盲導犬について、一般の人々がどのような印象を抱いているかを明らかにするため、男
女 29 名(10 代～20 代、平均 20．8 歳)にアンケート用紙(図 4-3-1-1)を配布し、回答を得
た。	
	
	
	
	 	
図 4-3-1-1	 アンケート
③「盲導犬」を知っていますか?
⑥あなたが盲導犬と同伴することに抵抗を感じる場面はどこでしょうか？
　数字に○をつけて下さい。（複数回答可）
①犬を飼った経験はありますか？　
（　ある　•　ない　）　　
１, 盲導犬は普通の飼い犬より長生きする場合が多い。
２, 信号の色は見えていないため、横断歩道は盲導犬使用者が車の音を聞いて犬に指示している。
３, 公共施設、大衆が利用するような民間施設は、たとえ飲食店であっても、大きな損害がないかぎり盲導犬の同伴を
　  受け入れなくてはならない。これは身体障害者補助犬法によって定められている。
４, 盲導犬はカーナビではないので、盲導犬に行き先をダイレクトに指示しても盲導犬使用者を導くことはできない。
　 そこまでの経路を人間が把握し、右にまがれ、まっすぐすすめ等、指示している。
5, ハーネスと呼ばれる装着具をつけている時は仕事中であるため、触る、呼びかける、餌を与えるなどの行為を盲導犬に
　 対し行ってはいけない。
６, 盲導犬は24時間仕事をしているわけではなく、ハーネスを外し家にいる時には普通の犬と変わらず遊んだり
　  寝転んだりしている。
７, 盲導犬は盲導犬ユーザーの指示がない限り排便、排尿をしないよう訓練されているため、むやみに施設を汚すことはない。
８, 盲導犬はむやみやたらに吠えないよう訓練されている。
９, むやみに吠えないように訓練されてはいるが、痛みに耐えさせる訓練はしていないため、盲導犬がしっぽなどを踏まれても痛みに
　  耐えて働くというのは間違ったイメージである。
10, 服を着ている盲導犬が多いのは、アレルギーの人や衛生面に配慮し、毛が飛散するのを防ぐためである。
　　
　
⑤（④ではいと答えた方へ）どこで見ましたか？　数字に○をつけてください。（複数回答可）
⑦（⑥で１と答えた人以外の方）上記の場所で抵抗を感じる理由は何ですか？　数字に○をつけてください。（複数回答可）
④盲導犬を見たことがありますか?
1, 犬が怖い　２, 犬が嫌い　３, 衛生面　４, 匂い　５, アレルギー　6, その他（　　　　　　　 　　　　　　　　　　　）
１, 一度も見たことがない　 ２, 飲食店　 ３, ホテル　 ４, デパート　 ５, 病院　 ６, 市役所 　 ７, 映画館等の娯楽施設　
８, 屋外の路上ですれ違った　9, 地下鉄等の公共交通機関　 10, その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑧盲導犬をかわいそうだと思いますか？　またその理由をお答えください。
年齢（　　　　歳）　　性別　（　男　•　女　）
（　はい　•　いいえ　）
（　はい　•　いいえ　）
１, どんな場所でも抵抗を感じない　 ２, 飲食店　 ３, ホテル　 ４, デパート　 ５, 病院　 ６, 市役所 　
７, 映画館等の娯楽施設　８, 屋外の路上ですれ違う　９, 地下鉄等の公共交通機関　 10, その他（　　　　　　　　　　）
②（①であると答えた方へ）犬の大きさ（複数回答可）と種類をお答えください。
（　大型犬  • 中型犬 • 小型犬 ）（種類：　　　　　　　　　）
（　かわいそうだと思う　•　かわいそうだと思わない  ）　理由：（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑨下記は盲導犬に関する基本的な知識です。知っている数字に○をつけてください。（複数回答可）
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4-3-2.結果と考察 
	 「Q1．犬を飼ったことがあるか」という質問には 29 名中 8 名が飼ったことがあると回答
し、21 名がないと回答した。また「Q2．盲導犬を知っているか」という質問には 29 名中
全員が「知っている」と回答した。	
	 「盲導犬を見たことがあるか」という質問に対し、29 人中 28 人が見たことがあると回
答した。そのうち「路上ですれ違った」が 17 名、「公共交通機関で見かけた」が 17 名、「飲
食店」が 1 名および「デパート」が 1 名であり、「その他」2 名のうち 1 名が「教育機関で
の啓蒙活動の際に見かけた」と回答した。これらの結果から、盲導犬を見かけたことがあ
る者は多いが、ほとんどがホテルや飲食店といった施設内ではなく、公共交通機関や路上
で通行中に遭遇していることが分かった(図 4-3-2-1)。		
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
	
	
	 続いて、「盲導犬に抵抗を感じる場面はどこか」という質問に対しては、29 名中	14 名が
「どんな場所でも抵抗を感じない」と回答した。全体のうち犬の飼育経験者は 8 名いたが、
そのうちの 7 名が「どんな場所にいても抵抗を感じない」と回答した。「抵抗を感じる場面」
として多かったのが「飲食店」10 名と「娯楽施設」9 名であった。次いで「デパート」6
名、「病院」5 名、「公共交通機関」5 名と、「ホテル」2 名であった(図 4-3-2-2)。抵抗を感
じる理由として特に多く挙げられたのは「衛生面」7 名と、「犬が恐い」4 名であった(図
4-3-2-3)。	
	
	
	
図 4-3-2-1	 盲導犬との遭遇率と遭遇場所	
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	 以上の結果から犬の飼育経験者は盲導犬がどんな場所にいても抵抗を感じることは少な
いが、全体のうちの半数は盲導犬に抵抗を感じる場面があり、特に犬の「衛生面」と「恐
さ」という要素に不安を持っているようであった。「路上でのすれ違い」によって盲導犬を
見かけた者は多かったが、今回のアンケートでは、路上ですれ違うだけでは抵抗を感じる
者はいなかった。	
	 「盲導犬はかわいそうと思うか」については、29 名中 25 名が「かわいそうだと感じな
い」と回答した。理由には「犬は主人に従う生き物であるため仕事を与えられて幸せ」や
「盲導犬といっても犬であるため普通の犬と変わりなく生活できるから」といった回答が
挙げられた。	
	 一方、かわいそうだと回答した人の理由は、「暑い中何時間も待たされているのは虐待に
近い」「飼い主との関係によっては」といった特定のユーザーの扱い方に言及しているもの
が多く見られた。	
図 4-3-2-2	 盲導犬へ感じる抵抗の割合と抵抗感を抱く場所	
図 4-3-2-3	 盲導犬に抵抗感を抱く理由	 	
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	 続いて、「盲導犬の知識として知っている項目はどれか」という設問に対し挙げた 10 項
目のうち知っているものを選択してもらったところ、図 4-3-2-4 のような結果が得られた。
最もよく知られている項目は「盲導犬は不必要に吠えないよう訓練されている」であり、
次いで「ハーネスと呼ばれる装着具をつけている時は仕事中であるため、盲導犬に触れた
り話しかけてはいけない」であった。施設に盲導犬を同伴させることを拒否してはならな
いという身体障害者補助犬法の内容について知っている者は 29 名中 11 名であり、社会の
理解が進んでいるとは言いがたい結果となった。	
	 また盲導犬が施設に立ち入ることに抵抗を感じる理由として「衛生面への不安」が最も
多く挙げられた一方、「盲導犬はユーザーの指示で排泄するよう訓練されているため、むや
みに施設を汚すことはない」という項目に「知っている」と回答したのは 8 名であり、「盲
導犬が服を着ていることが多いのは、毛がむやみに飛び散らないようにする等といった衛
生面への配慮も含まれている」という項目に「知っている」と回答したのは 2 名であった。
このことから、第三者は盲導犬が施設に立ち入ることに衛生上の不安を感じており、盲導
犬とユーザー側が衛生面に関し努力していることについてはあまり知っていないことが窺
えた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
4-3-3.まとめ 
	 調査結果から、盲導犬に対するネガティブな印象は、盲導犬への認識•理解が普及してい
ないことや、犬そのものの印象の影響が一部あると考えられる。	
	 盲導犬に対する知識を広めて行くだけでなく、今後は犬そのものが持つ不潔なイメージ
や恐さを軽減させるために、服や装着具、犬種といった外観の違いで印象に変化がおきる
かどうかなど、盲導犬とユーザー側で対応が可能なことについて調査を進める必要がある
と考えられる。	
0 5 10 15 20 25
Q 1  盲導犬の寿命  
Q 2  信号の見え方  
Q 3  身体障害者補助犬法  
Q 4  道案内の限界  
Q 5  仕事中に話しかけてはいけない  
Q 6  仕事時以外の盲導犬  
Q 7  排泄方法  
Q 8  盲導犬は吠えない  
Q 9  痛みに耐えさせる訓練はない  
Q 1 0  衛生面へ配慮している  
1
5
11
13
20
12
8
21
8
2
図 4-3-2-4	 盲導犬についての既知項目	
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4-4.レシーバーの違いによる印象評価実験	
4-4-1.目的	
	 4-2 では、犬の同伴によって人間の社会参加が促進されることを、先行研究から確認し
たが、盲導犬同伴の有無により視覚障害者に対しどのような印象の差異が生まれるのか検
証するため、印象評価実験を実施する。	
	 なお、比較対象は 2 章で定義を行った、アフォーダンスの受容媒体としてレシーバーの
機能を持つ、視覚障害者と白杖、ガイドヘルパーおよび盲導犬の組み合わせ 3 種である。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
4-4-2.方法	
	 実験は、被験者を実験室に招き着席させ、被験者の眼球から約 60cm の距離にあるディス
プレイ画面上に 2 種類の写真を同時に提示し、各評価用語に対し一対比較により主観評価
で回答してもらった。また、主観評価と同時に被験者の視線を「Tobii	T60 アイトラッカ
ー［注３］」で計測し、記録を行った。これは被験者が印象の評価を行う際、サンプル写真の
どの部分に着目して評価しているのかを把握するためである。	
	 なお、これらの実験を説明する際、図 4-4-2-1 の資料を被験者に配布した。図 4-4-2-2
の説明のようにディスプレイ画面上には 2 枚のサンプル写真を並べて表示してあり、被験
者は画面下部に表示された灰色のバーをマウスでクリックして写真の評価を行う。灰色の
バーの両端には評価の用語が記載されており、バーの距離はそのまま印象評価の尺度にな
っている。	
図 4-4-1-1	 第三者から見たレシーバーの印象評価	
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①アイトラッカーの動作確認をします
②研究者が開いたファイルを使って実験を行います
こちらの
ほうが
好き こちらの
ほうが
好き
③はじめるを押すと実験が開始します
　下部のバーは左右に書いてある文字の尺度です
　例えば、この図の中でリンゴのこと方がとても好きであれば、
　マウスで矢印のカーソルをより右側のほうへ移動し、クリックしてください
※この時、クリックは１回だけ押してください。
　１回のクリックで評価が決定し、次のページに進んでしまうため、
　誤操作に注意してください。
　
④「評価を終える」ボタンをクリックすると１つのプログラムが終了します
　実験は「親しいー親しくない」「好きー嫌い」「やさしいーこわい」の３つの質問項目と
　三種の画像項目の計９回のプログラムで行います
盲導犬に関する印象評価実験の手順
図 4-4-2-1	 実験の手順①	
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（１）どちらのほうが親しみやすく、反対に親しみにくいか、バーをクリックして表現してください
　　  大きく差のない場合は中心部を、大きく差のある場合は両端の近くをクリックします
（２）どちらのほうが好きで、反対に嫌いなのか、バーをクリックして表現してください
　　  大きく差のない場合は中心部を、大きく差のある場合は両端の近くをクリックします
（３）どちらのほうがやさしく、反対にこわい印象をうけるか、バーをクリックして表現してください
　　  大きく差のない場合は中心部を、大きく差のある場合は両端の近くをクリックします
図 4-4-2-2	 実験の手順②	
 154 
	
	
	
	
	
	 その後評価用語毎にサンプルの順位付けをするために、区間 AHP	法［注 1］を用いて分析
を行った。なおグラフの区間の長さは被験者間の評価のばらつきの大きさを示している。
（図 4-4-2-3）。	
	 実験で得られた評価用語毎の評価の一対比較表の幾何平均を計算し、その結果から、評
価用語毎に区間 AHP	法で各サンプルの順位付けを行った。	
	
(1)被験者	
	 被験者は成人男女 12 名(20 代～40 代、平均 24.8 歳)である。	
(2)評価対象	
	 実験では図4-4-2-4のようなS1(視覚障害者と白杖)、	S2(視覚障害者とガイドヘルパー)
と S3(視覚障害者と盲導犬)の 3 種の写真を使用した。これらの写真に対し、①好きか嫌い
か、②親しみやすいか親しみにくいか、および③やさしいかこわいかという 3 項目の評価
用語を用い、写真から受ける印象の評価に関する回答を求めた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 図 4-4-2-4	 使用したサンプルの写真	
評価のばらつきが大きい 評価のばらつきが小さい
図 4-4-2-3 区間の長さの持つ意味	
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4-4-3.結果と考察	
	(1)区間 AHP 法による主観評価	
	 区間 AHP 法によって得られたデータをグラフに図示したところ、各評価用語について下
記の結果が得られた。	
	 好きか嫌いかについての評価項目においては、S3 の写真が他のサンプルと比較し、大き
く差をつけて好きであるという結果となった(図 4-4-3-1)。また、被験者による回答のば
らつきがみられないことから、被験者は共通して S3 の盲導犬のいる写真から好きという印
象を持ったことを示している。	
	 一方、親しみやすいか親しみにくいかという評価項目においては、S2 と S3 の評価に大
きな差は見られなかったが、	S1 と S3 の間には大きな差が見られた(図 4-4-3-2)。これも
被験者による回答のばらつきは少なく、被験者は S3 に最も親しみを感じ、S1 に親しみに
くさを感じていることが明らかとなった。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 4-4-3-1	「好きか嫌いか」の評価結果	
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図 4-4-3-2	「親しみやすいか親しみにくいか」の評価結果	
図 4-4-3-3「やさしいかこわいか」の評価結果	
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	 やさしいかこわいかという評価項目においては、S2 のガイドヘルパーが最もやさしいと
感じる結果となった(図 4-4-3-3)。S3 の盲導犬は、S1 の白杖のみを持った視覚障害者と比
較するとよりやさしい印象にはなったが、S1 との差は S2 と比較した場合ほど大きく開か
なかった。また回答のばらつきは若干見られるものの、振れ幅は全てのサンプルで同程度
であるため、全体の順位に影響はしなかった。	
	
(2)アイトラッカーによる視線計測の結果	
	 成人男女 12 名の被験者を対象に、Tobii 社製アイトラッカーで視線を計測し、分析を行
った。なお、分析はアイトラッカーのヒートマップ機能を用いて行った。ヒートマップは
全レコーディングの視線の傾向•特徴を視覚化できるツールであり、視覚刺激物となった背
景画像の上にヒートマップ•マスクを重ねて表示するものである。停留データの表示方法は
Relative	Duration(相対期間)であり、各レコーディングの静止画上の合計停留時間に対す
るそれぞれの停留の長さの合計を基に、停留の大きさを色温度で示している。例えば、10
秒間のうち、特定の場所を 3 秒間見ていたというレコーディングを A とする。そしてレコ
ーディング B は 10 分間のうち、特定の場所を 3 分間見ていたとする。このスタイルのヒー
トマップでは A と B のレコーディングデータは同じウェイトで表示される。	
	 図 4-4-3-4 は白杖を持った視覚障害者と盲導犬を同伴した視覚障害者を比較した時の被
験者 12 名の全レコーディングの視線の傾向•特徴を視覚化したものである。	
	 図 4-4-3-4 の結果から、白杖を持った視覚障害者を見ているときには体全体に視線が分
散し、一箇所に長く停留しないが、盲導犬を同伴した写真の場合、盲導犬に強く注意が向
き、盲導犬に視線が停留していることが明らかとなった。以上のことから、視線の注目に
は犬が大きく関わっており、白杖を使うより盲導犬を同伴させた方が注目され、視線が犬
に向くことが明らかとなった。一方、S1 と S2 の比較、S2 と S3 の比較においては、S1 と
S3 ほど視線の停留時間の差異は顕著ではなかった(図 4-4-3-5)。		
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停留時間短 長
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
停留時間短 長
図 4-4-3-4	S1 と S3 の視線の停留度	
図 4-4-3-5	 S1 と S2 および S2 と S3 の視線の停留度	
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4-4-4.まとめ	
	 何れの評価項目においても、S1 と S3 の写真を比較した場合、S3 の写真の方がよりよい
印象の結果となっていることから、盲導犬を連れている方がより好ましい印象となること
が分かった。また、視線データを視覚化した結果、S1 より S3 の方が視線の停留は大きく、
またほとんどその視線は犬に向けられていることが明らかとなった。以上の結果から、盲
導犬を同伴した場合そのユーザーが視覚障害者であることを伝えるシンボルの役割を果た
す可能性があると推測できる。	
	 一方、ガイドヘルパーと盲動犬を比較した場合では、犬の方がこわいという印象を被験
者に与える結果となった。これは使用した写真のガイドヘルパーのモデルが女性で、より
やさしい印象を与えていることが原因の一つとして考えられるが、4-3-2 のアンケート結
果からも言えるように、盲導犬に抵抗を感じる要因の一つである犬そのものが持つ「恐さ」
が結果に影響したとも考えられる。	
	 犬に対する恐いというイメージを払拭し、盲導犬が社会に受け入れられる体制をどのよ
うに整えるべきかを検討することは、今後の課題であると考えられる。	
	
4-5.犬種の違いによる印象評価実験	
4-5-1.方法	
	 これまでの盲導犬をとりまく問題には、犬そのものの印象から発生するものが多くある
ことが示唆された。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
ラブラドール • レトリバー
ゴールデン • レトリバー
フラットコーテッド • レトリバー
カーリーコーテッド • レトリバー
ビズラ
ジャーマン • ショートへアード • ポインター
ジャーマン • シェパード •ドッグ
オーストラリアン • シェパード•ドッグ
ラフ • コリー
スムース • コリー
ボーダー • コリー
エアデール • テリア
スタッフォードシャー · テリア  
ローデシアン • リッジバッグ
ボクサー
ドーベルマン
ロットワイラー
アメリカン · ピット · ブルテリア
ダルメシアン
スタンダード • プードル
ハスキー
ラブラドゥードゥル
（ラブラドールとプードルの交配種） …等
…実験サンプルで使用した犬種
表 4-5-1-1	 欧米諸国で盲導犬として使用されている犬種の 1 例	
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	 欧米諸国では表 4-5-1-1 のように様々な犬種を盲導犬として使用しているのに対し、現
在日本では盲導犬として使用されている犬種のほとんどが、ラブラドール•レトリバー、ゴ
ールデン•レトリバー、およびラブラドール•レトリバーとゴールデン•レトリバーの交配種
となっている。そこで、犬種の違いによる盲導犬の形態的印象についての評価を行った。	
	 なお、視線計測および印象評価の実験は、4-4-2 と同様の方法で行った。	
	
(1)被験者	
	 被験者は男女 20 名(10 代から 40 代、平均 22.8 歳)である。	
	
(2)評価対象	
	 実験の評価対象は日本の警察犬指定犬種6種にS9のラブラドゥードゥルを加えたものと
した(図 4-5-1-1)。これらはすべて欧米で盲導犬として使われており、人間の高度な要求
に答え、服従性が強く、訓練能力が高いという資質を持つ。このうち欧米で最も多く使わ
れているのが	S1（毛色：イエロー）と	S2（毛色：ブラック）のラブラドール•レトリバー、
次いで S3（毛色：ブラック＆タン）と S4（毛色：ブラック）のジャーマン•シェパード•
ドッグ、続いて S6 のボクサーである。	
	 ラブラドール•レトリバーは日本でも盲導犬として使用されている犬種であり、ジャーマ
ン•シェパード•ドッグは盲導犬として最も古くから訓練されてきた犬種である。なお、S9
のラブラドゥードゥルは、アレルギーを持つ視覚障害者のために毛の抜けないプードル種
と、盲導犬として資質の高いラブラドール•レトリバーを交配して近年開発されたばかりの
新しい犬種である。		
	 これらの 9 種の写真を被験者に提示し、①好きか嫌いか、②親しみやすいか親しみにく
いか、③やさしいかこわいかという 3 項目の評価用語を用い、写真から受ける印象評価を
行った。なお、被験者に提示する犬の写真は各犬種の平均体高（表 4-5-1-2）を元にスケ
ールを算出し、一対比較の際に画面上で同じスケールで比較できるようにサイズの設定を
行った。さらに、評価用語毎に評価の順位に影響を与えている要素を抽出するため、（表
4-5-1-2）を元に犬の外観を表 4-5-1-3 のような属性と水準に分類した。	
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図 4-5-1-1	 使用した犬種サンプルの写真	
表 4-5-1-2	 サンプルのデータ	
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4-5-2.結果と考察	
(1)アンケート結果	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 実験終了後、被験者全員に実験で提示した犬種 9 種についての写真を提示し、①名前を
知っている、②名前は知らないが見たことはある、および③知らないという三つの選択肢
の一つを選ぶアンケートを行った結果、図 4-5-2-1 を得た。	
	 知名度は S1、S5、S2、S3、S7、S8、S9、S6 と S4 の順となった。S1 のラブラドール•レ
トリバーは「名前を知っている」が 75％、「名前は知らないが見たことはある」が 25％で
表 4-5-1-3	 各サンプルの属性と水準	
図 4-5-2-1	 各犬種の知名度	
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あり、他の犬種と比較し圧倒的に知名度が高く、「知らない」と回答した人は一人もいなか
った。一方、同種の S2 のブラックは、S1 と比較すると「名前を知っている」と回答した
者の割合が減ったことから、色が違うためだけで別の犬種であると考える人が多いことが
分かった。同様に、S3 と S4 のジャーマン•シェパード•ドッグを比較しても結果が異なっ
たことから、犬種を認知する要因の一つに、色が大きく関わっていると推測された。	
	
(2)区間 AHP 法による主観評価	
	 「好きか嫌いか」という評価用語に対し、S1 が最も評価が高く、次いで S8 が高く、そ
の他は同じような並びとなり、S6 のボクサーが最も低い評価となった(図 4-5-2-2)。	
	 また、「親しみやすいか親しみにくいか」という評価用語に対しては、S1 が最も評価が
高かった。S8とS2は被験者によって回答に開きがあり、ばらつきが大きかった(図4-5-2-3)。	
	 やさしいかこわいかの印象は人によって評価が分かれた(図 4-5-2-4)。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	 	
	
図 4-5-2-2	 「好きか嫌いか」の評価結果	
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図 4-5-2-3	 「親しみやすいか親しみにくいか」の評価結果	
図 4-5-2-4	 「やさしいかこわいか」の評価結果	
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	 これらの結果から、S1 はどの評価項目においても他の犬種と大きく差をつけて好印象を
持たれ、人による印象のばらつきがほとんどみられなかったことが分かる。その一方で同
種のブラックの S2 はどの評価項目においても下位の犬種とほぼ同レベルであり、また評価
に若干のばらつきが見られ、S1 のイエローの結果と大きく違うものとなった。同じ犬種で
ある S3 と S4 を比較した場合は大きな差異はなかったことから、犬の印象を決定づける要
因の一つに犬の体毛色が関係しており、その傾向は特にラブラドール•レトリバーで顕著に
なることがわかった。	
		S6 のボクサーは、どの評価項目においても最も悪い印象を持たれることが分かった。欧
米諸国で人気の高いボクサー犬種が、どの評価項目においても最も低いという興味深い結
果となった。	
	
(3)順位に影響を与える要素	
	 全 9 種の犬のうち選好結果を上位 3 種、中位 3 種、下位 3 種に分け、属性と水準の分類
表をもとに、結果へ結びつく決定ルールをラフ集合を用いて算出した。	
	 その結果「好きか嫌いか」の項目で上位の決定ルールの CI 値［注 2］が高いのは「小さな
垂れ耳」であった(表 4-5-2-1)。また同項目の下位の決定ルールのうち CI 値が高いのは「立
ち耳」「茶の毛」であった(表 4-5-2-2)。続いて「親しみやすさ」「やさしさ」の項目で上
位の決定ルールの CI 値が高いのは「小さな垂れ耳」であった。また同項目の下位の決定ル
ールのうち CI 値が高いのは「立ち耳」となった(表 4-5-2-3)。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
表 4-5-2-1	 「やさしいかこわいか」「好きか嫌いか」「親しみやすいか親しみにくいか」の高評価の要因	
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(4)アイトラッカーによる視線計測の結果	
	 被験者の視線を Tobii	社製アイトラッカーで計測し、分析を行った。分析は 4-4-3 の
(2)と同様にヒートマップ機能の Relative	Duration(相対期間)を用いて行った。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 4-5-2-5	 S1 と S6 の視線の停留度	
表 4-5-2-2	 「好き嫌い」の低評価の要因	
表 4-5-2-3	 「親しみやすい」「優しいかこわいか」の低評価の要因	
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	 図 4-5-2-5 は、S1 ラブラドール•レトリバーと S6 ボクサーを比較した時の被験者 20 名
の全レコーディングの視線の傾向•特徴を視覚化したものである。各レコーディングの静止
画上の合計停留時間に対するそれぞれの停留の長さの合計を基に停留の大きさを色温度で
示しており、停留が大きいほど色が緑から赤に変化する。	
	 本図から、被験者は犬のサンプルを見比べる際、犬の顔を注視して印象を決めているこ
とがわかる。体の形状についてはほとんど注意が向けられていないため、犬の印象の評価
基準の多くは顔に集まっていると考えられる。	
	
4-5-3.まとめ	
	 視線計測の結果、犬の印象評価には特に顔が影響していることが窺えた。耳の形状で印
象が良いのは垂れ耳であり、立ち耳は悪い印象を与えた。毛の色についてはより淡い色の
犬の印象が良くなる傾向にあった。ラブラドール•レトリバーのイエローは、他の犬種と比
較した際、犬種の知名度が他の犬種と比較して高く、なじみの深い犬種である。この犬種
は、サンプルの中で最も好印象をもたれ、人による評価のぶれが少ないが、ブラックにな
ると印象が悪くなる傾向にあった。	
	
4-6.本章の考察	
	 盲導犬の社会での受け入れを促進させるために印象の調査を行ったところ、下記の結果
が得られた。	
①	 盲導犬という名称の知名度に比べ、盲導犬が果たす役割や特性についての認知度がま
だ低い傾向にある。	
②	 盲導犬をレシーバーにすることで、視覚障害者に対する印象はより好ましくなる傾向
にある。	
③	 ラブラドール•レトリバーのイエローに代表される、垂れ耳で温和な印象を持つ形態の、
淡色の犬種がより好印象を持たれる。	
 
	 本研究の第 1 章で述べた先行研究から、欧米諸国はペットとしての犬の権利が既に確立
しており、盲導犬の権利はその延長線上にあるため、社会への受け入れは日本と比較し容
易に行われてきたことが明らかになっている。 
	 欧米では盲導犬のみならず、一般的なペットとしての犬の同伴権が確立されている国が
 168 
多く、公共交通機関や公共施設において犬を目にした時に感じる抵抗感は日本とは異なる
と考えられる。	 	  
	 さらに本章の 4-2-2 で述べたように、欧米諸国で好まれる犬種と日本で好まれる犬種に
は明確な差があり、日本で好まれる犬種の多くは小型犬である。大型犬は 10 位以内に 1
頭も入っていない。 
	 犬種の違いによる印象評価実験で最も印象が良く、日本においても大型犬の中では比較
的ランキングの高い位置にあるラブラドール・レトリバーは、アメリカでは 1 位、ドイツ
では 4 位、イギリスで 1 位と、欧米諸国においても高い人気を持つことがわかっている。
ただし印象調査で比較した 9 犬種において最も印象が悪かったボクサーは、欧米諸国にお
いてはアメリカ 7 位、ドイツ 7 位、ドイツ 9 位といずれも 10 位以内に入る人気犬種で、本
研究の成果である日本人の印象と欧米での人気には関係がないと考えた。日本でボクサー
の印象が悪かった理由としては、知名度が低いことも考えられる。また、本研究の調査で、
比較対象となった 9 頭の犬を知っているかどうか被験者に尋ねたところ、ラブラドール・
レトリバーのイエローが 75％「名前を知っている」と回答しているのに対し、ボクサーは
10％しか知っている人がいなかった。このような結果から、欧米諸国では様々な犬種が盲
導犬として活躍しているが、日本で多種多様の犬を盲導犬として用いるには困難が伴うも
のと考えられ、ラブラドール・レトリバー以外の犬種を用いて盲導犬の見た目の印象を向
上させることは難しいと考えられる。 
	 その一方で、レシーバーである白杖と盲導犬を比較した結果、盲導犬を同伴したほうが
印象が良くなる傾向にあった。大型犬になじみのない日本においても、盲導犬がいること
で視覚障害者への親しみやすさが増す傾向にある。ただしガイドヘルパーよりも「こわさ」
を感じる傾向にあり、アンケート調査からも、犬に抵抗を感じる理由の一つに「こわい」
という印象が挙げられている。さらに第三者は、盲導犬に対して最も「衛生面」に抵抗を
感じており、同伴拒否を断られる場所として「飲食店」「病院」が挙げられた。これらは、
日本人の気質に影響されるものと考えられる。このように日本人は犬との共生のなじみの
なさから盲導犬に「こわさ」を感じ、犬の「衛生面」に敏感になっている。そこで、これ
らの「こわさ」「衛生面」についての課題を、盲導犬側から配慮する必要があると考えられ
る。以上から、日本において盲導犬の社会進出を促進するためには、欧米とは異なる独自
の対策も講じる必要があると考えられる。 
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4-7.本章のまとめ	
	 第 4 章では、わが国において、優れたレシーバーである盲導犬を社会に進出させるため
に、盲導犬側の具備すべき条件は何かについて、第三者による印象評価を通じて抽出した。
これらの印象評価は、アンケート調査、レシーバーの違いによる印象評価実験、犬種の違
いによる印象評価実験を通じて行われた。 
 
(1) アンケート調査	
	 盲導犬について第三者が抱く印象を明らかにするため、アンケート調査を行った。その
結果以下のことがわかった。 
①	 96%の回答者が盲導犬を見たことがあったが、その多くがホテルや飲食店といった施
設内ではなく、公共交通機関や路上で通行中に遭遇している。 
②	 回答者のうち家庭犬の飼育経験者の 88%がどんな場面であっても盲導犬に抵抗を感じ
ないと回答している。 
③	 全体の 51%が盲導犬に抵抗を感じる場面があると回答している。 
④	 抵抗を感じる場所として最も多かったのが「飲食店」次いで「娯楽施設」である。 
⑤	 抵抗を感じる理由として特に多く挙げられたのは「衛生面」次いで「犬が恐い」であ
る。 
⑥	 全体の 86%が盲導犬のことを「かわいそうだと感じない」と回答している。 
⑦	 身体障害者補助犬法の内容を知っていたのは全体の 38%である。 
⑧	 盲導犬とユーザー側が衛生面に配慮していることはほとんど知られていない。 
	 これらの結果は、盲導犬に対するネガティブな印象は、盲導犬への認識•理解が普及して
いないことや、犬そのものの印象の影響が一部あることを示している。現状を改善するた
めには、盲導犬に対する知識を広めて行くだけでなく、第三者が犬そのものに抱くイメー
ジを調査することで、盲導犬側の課題について明らかにできると考えられる。 
 
(2) レシーバーの違いによる印象評価実験	
	 アフォーダンスを受容するレシーバーである、視覚障害者と白杖、ガイドヘルパー、盲
導犬の組み合わせ 3 種を比較する実験を行った。実験は、被験者を実験室に招き着席させ、
ディスプレイ画面上に 2 種類の写真を同時に提示し、各評価用語に対し、一対比較により
主観評価で回答してもらった。また、主観評価と同時に被験者の視線を Tobii 社製アイト
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ラッカーで計測し、記録した。その後評価用語別にサンプルの順位付けをするために、区
間 AHP 法を用いて分析を行った。 
	 S1(視覚障害者と白杖)、 S2(視覚障害者とガイドヘルパー)、S3(視覚障害者と盲導犬)の 3
種の写真に対し、①好きか嫌いか、②親しみやすいか親しみにくいか、③やさしいかこわ
いか、という 3 項目の評価用語を用い、写真から受ける印象の評価をしてもらった。 
	 何れの評価項目においても、S1 と S3 の写真を比較した場合、S3 の写真の方がよりよい
印象の結果となっていることから、盲導犬を連れている方がより好ましい印象となること
が分かった。また、視線データを視覚化した結果、S1 より S3 の方が視線の停留は大きく、
またその視線のほとんどは犬に向けられていることが分かった。このことから盲導犬を同
伴した場合、そのユーザーが視覚障害者であることを伝えるシンボルの役割を果たす可能
性があることが推測される。 
	 一方、ガイドヘルパーと盲動犬を比較した場合では、犬の方がこわいという印象を被験
者に与える結果となった。これは使用した写真のガイドヘルパーのモデルが女性で、より
やさしい印象を与えていることが原因の一つとして考えられるが、インタビュー調査の結
果と同様に、盲導犬に抵抗を感じる要因の一つである犬そのものが持つ「恐さ」が結果に
影響したとも考えられる。 
	 犬に対する恐いというイメージを払拭し、盲導犬が社会に受け入れられる体制をどのよ
うに整えるべきかは今後の課題であると考えられる。 
 
(3) 犬種の違いによる印象評価実験	
	 これまでの盲導犬をとりまく問題には、犬そのものの印象から発生するものが多くある
ことが示唆された。欧米諸国では様々な犬種を盲導犬として使用しているのに対し、現在
日本では盲導犬として使用されている犬種のほとんどが、ラブラドール•レトリバー、ゴー
ルデン•レトリバー、ラブラドール•レトリバーとゴールデン•レトリバーの交配種となって
いる。そこで、犬種の違いによる盲導犬の形態的印象を調べるため実験を行った。実験の
評価対象は日本の警察犬指定犬種 6 種に S9 のラブラドゥードゥルを加えたものである。 
	 結果からラブラドール・レトリバーのイエローはどの評価項目においても他の犬種と大
きく差をつけて好印象を持たれ、人による印象のばらつきがほとんどみられなかった。そ
の一方でラブラドール・レトリバーのブラックはどの評価項目においても下位の犬種とほ
ぼ同レベルで、また評価に若干のばらつきが見られ、S1 のイエローの結果と大きく違うも
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のとなった。同じ犬種であるジャーマン•シェパード•ドッグの S3 と S4 を比較した場合は
大きな差異はなかったことから、犬の印象を決定づける要因の一つに犬の体毛色が関係し
ている一方、その傾向は特にラブラドール•レトリバーで顕著になることがわかった。また、
視線計測の結果、犬の印象評価には、特に顔が影響していることが窺えた。耳の形状で印
象が良いのは垂れ耳で、立ち耳は悪い印象を与えた。毛の色についてはより淡い色の犬の
印象が良くなる傾向にあった。これらの結果から、ラブラドール•レトリバーのイエローに
代表される、垂れ耳で温和な印象を持つ形態の、淡色の犬種がより好印象を持たれること
がわかった。 
 
(4) 盲導犬側の課題	
	 これまでの結果から日本で主に使用されている盲導犬種と、欧米で主に使用されている
盲導犬について、日本国内の第三者の受ける印象には差があることがわかった。欧米では
盲導犬のみならず、一般的なペットとしての犬の同伴権が確立されている国が多いため、
公共交通機関や公共施設において犬を目にした時に感じる抵抗感は、日本とは異なると考
えられる。	 	  
	 その一方で、レシーバーである白杖と盲導犬を比較した際には、盲導犬を同伴したほう
が印象が良くなる傾向にあった。大型犬になじみのない日本においても、盲導犬がいるこ
とで視覚障害者への親しみやすさが増す傾向にある。ただし実験の結果から、ガイドヘル
パーよりも「こわさ」を感じる傾向にあり、アンケート調査でも、犬に抵抗を感じる理由
の一つに「こわい」という結果が挙げられている。さらにアンケート調査の結果からは最
も「衛生面」に抵抗を感じる結果となっており、同伴拒否を断られる場所として「飲食店」
「病院」が挙げている。これらはやはり日本人の気質に影響されるものと考えられ、犬と
の共生のなじみのなさからくる「こわさ」と、衛生環境に敏感な「衛生面」への配慮を盲
導犬ユーザー側から行う必要があると考えられる。 
	 以上から、日本において盲導犬の社会進出を促進するためには、欧米とは異なる独自の
対策も講じる必要があると考えられる。 
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〈注	 釈〉	
	
［注1］区間AHP法［7］	
	 AHP(Analytic	Hierarchy	Process)法は個人の一般的な一対比較データから対象の重要度
（ウェイト）を求める手法である。これを発展させたものが区間AHP法であり、評価項目の
重要度を区間値として得ることができる。	
	
［注2］CI(Covering	Index)値	
	 ラフ集合において決定属性を満たす対象の中で条件部を満たすものの割合、つまり決定
属性に対する必要条件としての確信度を表す。 
 
［注 3］Tobii	T60 アイトラッカー 
	 人の視線の動きを追い、その人がどこをどれだけ見ているかを測定する調査方法をアイ
トラッキング（視線計測調査）といい、アイトラッカーは視線の動きを計測する Tobii の
製品のひとつ。Tobii T60 は 17 インチ液晶ディスプレイ一体型のアイトラッカーで、モニ
タ上に視覚刺激を提示する調査・研究用の機械である。 
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5 章	 結論	
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5-1.研究のまとめ	
	 本研究は、盲導犬との共生社会の実現に向け、アフォーダンス（環境に埋め込まれた情
報の視点からの移動行為における、ユーザーと盲導犬の補完関係を明らかにし、さらに第
三者視点から盲導犬の印象評価を行い、盲導犬が社会に受け入れられるための課題につい
て明らかにするものであった（図 5-1-1）。	 	 	
	 第 1 章では盲導犬を研究する意義と研究背景を文献調査により概観し、本研究の目的、
方法について述べた。	
	 第 2 章ではアフォーダンス視点から、移動行為時のユーザーと盲導犬の補完関係を明ら
かにするため、ユーザーを対象にした半構造化インタビューを行った。調査内容を修正版
グラウンテッド•セオリーアプローチ（M−GTA 法）で分析した結果、ユーザーと盲導犬を取
り巻く環境•第三者の相互関係図を得ることができた。さらにこれらの関係図や事例をもと
に考察し、アフォーダンスを介在させることにより、白杖、ガイドヘルパー、盲導犬は、
アフォーダンスを探索し受容するレシーバーであると考えられ、環境からのアフォーダン
スの受容、およびユーザーとレシーバーとの心理的コミュケーションの視点から、盲導犬
のレシーバーとしての機能が総合的に優れていることを明らかにした。	
	 第 3 章では、「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環境からアフォーダンスを認識し
ている」という仮説を立て、この仮説の検証を行った。盲導犬の視覚環境に着目した訓練
士へのアンケート調査、盲導犬を用いた指示語の実行実証実験、人間と盲導犬の眼高差の
測定と頭部装着カメラを用いた視覚環境の「見え」の違いについての実験観察を行った。
その結果、盲導犬は人間（晴眼者）と同等のアフォーダンスを探索、認知ができないこと
が明らかとなった。	
	 第 4 章では、わが国において、優れたレシーバーである盲導犬を社会に進出させるため
に、盲導犬側の具備すべき条件は何かについて、第三者による印象評価を通じて抽出した。
第三者の視点から、盲導犬の見た目の印象について、アンケート調査および Tobii	社製ア
イトラッカーを用いた視線計測を含む印象評価実験を行った。区間 AHP	法を用いた分析の
結果、日本で主に使用されている盲導犬種と、欧米で主に使用されている盲導犬について、
日本国内の第三者の受ける印象には差があり、日本において盲導犬の社会進出を促進する
ためには、欧米とは異なる独自の対策も講じる必要があることがわかった。	
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5-2.「盲導犬ユーザーへのインタビュー調査」による結論	
	 「アフォーダンスを介した盲導犬とユーザーの移動行為における補完関係とはどのよう
なものか」という調査課題に基づき、盲導犬ユーザーへのインタビュー調査を実施した（図
5-2-1）。 
	 盲導犬の希望者数は実働数を大幅に上回っている。これは他の類似製品やサービスには
ない、盲導犬固有の機能特性や優位性があるためと考えられる。 
	 アフォーダンスの視点で盲導犬ユーザーの知覚システムを俯瞰した時、盲導犬のアフォ
ーダンスの探索、認知の介在が、他の製品、サービスとは異なる利点をもたらしていると
考えられる。6 名の盲導犬ユーザーに半構造化インタビューを用いてあらゆる角度から質
図 5-1-1	 研究の構造図	
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問を繰り返した結果、膨大な量の逐語録を得ることができた。これらの調査内容を修正版
グラウンテッド•セオリーアプローチ（M−GTA 法）を用いて分析した結果、盲導犬とユー
ザー、環境を取り巻く 37 の概念を得ることができた。生成した概念を内容に沿ってさらに
分類し、14 の下位カテゴリーと 4 つの上位カテゴリーに分けた。 
	 これらのカテゴリーの分類をまとめた結果、盲導犬とユーザーの移動行為には「環境、
第三者」「ユーザー」「盲導犬」の間での情報のやり取りを主とした三者間の相関関係があ
ることがわかった。さらに、「第三者との関係」「盲導犬とユーザーの補完関係」の 2 視点
から分割を行った。 
	 作成した「第三者との関係図」からは第三者への正しい理解のためにはユーザー側の努
力も必要であり、ユーザー側からのアプローチによって第三者との関係を良好にできるこ
とがわかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(1)本研究で定められた用語のまとめ	
①レシーバー	
	 アフォーダンスを探索し環境から必要な情報をピックアップし、その情報を視覚障害者
の移動行為に活かすことが可能な受容主体をレシーバーと定義する。 
	 アフォーダンスの探索が視覚障害者自身で行われる場合、視覚障害者もレシーバーの内
に含む。本研究で用いられるレシーバーはガイドヘルパー、白杖、盲導犬の 3 種である。 
図 5-2-1	 盲導犬ユーザーへのインタビュー調査	
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②機能•心理的コミュニケーション	
	 アフォーダンスを受容するレシーバーと視覚障害者の間に交わされる機能的および心理
的な交流のことを指す。 
	 機能的コミュニケーションはそれぞれが探索したアフォーダンスの結果を伝達しあうこ
とである。盲導犬とユーザーの間においてはハーネスや動作、指示や声がけなどによって
意思や情報がやりとりされる。 
	 心理的コミュニケーションとは心理的に作用し合う心の交流のことで、互いの信頼や愛
情を感じることで、視覚障害者の QOL にも影響を与える。 
 
(3)盲導犬とユーザーの補完関係	
	 移動時における盲導犬とユーザーの関係を、アフォーダンスの視点でとらえた補完関係
図が図 5-2-2 である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-2-2	 盲導犬とユーザーの補完関係図	
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	 これまでの調査結果の知見や分析をもとに盲導犬とユーザーの移動のプロセスをアフォ
ーダンスの視点でモデル化すると、以下のようになる。 
 
①ユーザーがアフォーダンス（視覚以外）を環境から探索する	
	 盲導犬に適切な指示語を与えるためには、ユーザーが周囲の環境の状況を知覚し、現状
を把握しなくてはならない。特に移動行為において重要なのは、メンタルマップと呼ばれ
るユーザーの頭の中の地図である。視覚以外の知覚システムによって探索されたアフォー
ダンスを利用することで、ユーザーは環境情報を知覚し、現在位置や今後の進行方向をメ
ンタルマップと照らして判断することができる。 
 
②機能的コミュニケーションによる指示	
	 獲得したアフォーダンス（視覚以外）をもとに状況の判断を行い、ユーザーは盲導犬に
指示を与える。この交流を機能的コミュニケーションと呼ぶ。機能的コミュニケーション
は相互に作用する双方間の交流であり、盲導犬はユーザーの指示からユーザーの意図を感
じ、誘導に必要なアフォーダンスを検索する。 
 
③盲導犬によるアフォーダンスの探索	
	 状況、指示語に応じ、盲導犬は環境からアフォーダンスを探索する。盲導犬が探索し利
用できるアフォーダンスは人間（晴眼者）とは異なるため、盲導犬の視点で、どのアフォ
ーダンスを選ぶべきか訓練で教える必要がある。例えば「イス」であれば人間にとっての
アフォーダンスは「着席することができる」であるが、盲導犬にとっては「あごを乗せる
ことができる」といったものである。ただし盲導犬と人間では知覚システムそのものが異
なるため、探索の限界もある。特に高所の障害物などは盲導犬が知覚することは難しい。 
 
④機能的コミュニケーションによる誘導	
	 盲導犬は利用したアフォーダンスの結果を誘導行為によってユーザーに伝える。この機
能的コミュニケーションの過程により、ユーザーは自身の知覚システムでは知ることがで
きなかった環境情報を、盲導犬の認知•判断を介在して知ることができるのである。例えば
広さのある駐車場の出口は視覚障害者だけでは見つけるのは難解であるが、盲導犬の認知
と判断が介在することで、確実にたどり着くことができる。 
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	 さらに盲導犬の動きはハーネスから伝わり、これによって得られるアフォーダンス（視
覚以外）は、盲導犬の判断を介さずとも直接ユーザーに環境の情報を与えている。例えば
駐車場を歩いている時に盲導犬が拾い食いをすればそこは汚い場所なのかもしれないし、
出口までの誘導時間が長ければ、広い駐車場なのかもしれない。 
 
⑤心理的コミュニケーションによる信頼関係	
	 これらの一連の誘導行為を繰り返し、日常生活を共にすることにより、盲導犬とユーザ
ーの間には信頼関係が生まれる。心理的ミュニケーションは時間に比例し深まっていくと
考えられる。 
	 言語的な制約のないガイドヘルパーは、レシーバーのうちで最も機能的コミュニケーシ
ョンに長けていると考えられるが、視覚障害者との間には心理的な障壁があり、心理的コ
ミュニケーションの面においては、はるかに盲導犬が勝っている。この心理的な障壁とは、
信頼がおけなかったり遠慮を伴ったりなど様々であるが、ユーザーに対し無償の信頼と愛
情を寄せる盲導犬との交流は、これらの障壁を感じさせずユーザーの QOL の向上に貢献
している。 
 
	 「機能的コミュニケーション」「心理的コミュニケーション」の視点から盲導犬は他のレ
シーバーより優れていることがわかった。具体的には、「盲導犬」は「白杖」と比較してア
フォーダンスの受容能力に優れており、「ガイドヘルパー」と比較して「心理的コミュニケ
ーション」に優れている（図 5-2-3）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5-2-3	 レシーバーとして盲導犬が優れている点	
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	 これらの結果から、盲導犬は他のレシーバーより優れた機能特性を持っており、ユーザ
ーが求める盲導犬の需要は特にアフォーダンスの受容と心理的コミュニケーションにある
と結論づけた(図 5-2-4)。 
 
 
 
 
 
 
	
5-3.「盲導犬の視覚環境に関する実験」の結論	
	 盲導犬がユーザーの視覚システムの代わりとして機能するためには、人間（晴眼者）が
観察者となり探索、認知するアフォーダンスと同様のアフォーダンスを、盲導犬側が探索、
認知できなければならない。そこで本章では、「盲導犬は人間（晴眼者）に近いレベルで環
境からアフォーダンスを認識している」という仮説を立て、この仮説の検証を行った（図
5-3-1）。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 5-3-1	 盲導犬の視覚環境に関する実験	
図 5-2-4	 結論１	
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(1) 盲導犬の視覚環境に着目した訓練士へのアンケート調査	
①	 訓練へのアンケート調査から犬は自分の行動により人間の生活がどう変化するかとい
った高次の予見性を持って誘導を行っているわけではなく、条件付けをもとに椅子を
理解し、行動している。 
②	 条件づけによって経験させた形状のもの、もしくは似たようなものから大きく外れる
形状の椅子は「イス」と認識しない。	
といった仮説が立てられた	
	
(2)	盲導犬を用いた指示語の実行実証実験	
	 これらの仮説を検証するため盲導犬の学習プロセスを探る実験と、椅子の認知の手がか
りとなる構成要素を探る実験を実施した。	
	 実験は構成要素の異なる椅子を盲導犬に提示し、観察するものである。その結果下記の
ようなことがわかった。	
①	 「イス」についての実験から、盲導犬は人間を誘導する際、人間同様のアフォーダン
スを探索することは難しく、「イス」指示に関しては、人間が座れるかどうかまで配慮
した高次の判断は行っていないことがわかった。ただし犬自身のアフォーダンスと結
びついた条件付けを繰り返し行うことで、人間が求める機能に必要なアフォーダンス
を徐々に知覚できるようになると考えられる(図 5-3-2)。	
②	 盲導犬が「イス」と判断する要素については、条件づけの方法に寄るところが大きい。
ただし実験の結果から、「高低差」「場所」による認知の要素が強いことが示唆された。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 5-3-2	 盲導犬の認知	
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(3)盲導犬と人間の視覚環境の見えの比較	
	 人間と盲導犬の頭部にカメラを設置したところ、盲導犬はやや下向きに顔を向けて歩行
する傾向にあった。人間が顔を上げて、街路樹を葉から幹まで全体で見ているのに対し、
盲導犬は街路樹に特に注目することはなく、下を向いたまま通過するだけであった。一方、
交差点を横断する際には人間と同様に顔を上げて周りを見渡していた。	
	 このような観察から、盲導犬は人間の目と同様の仕事をしているわけではなく、盲導犬
の認知のおよぶ範囲内で環境からアフォーダンスを取得し、人間に伝達していることがわ
かる。そのため、盲導犬が知覚できないアフォーダンスは利用することができないといえ
る。	
	 特に眼高の違いから、人間の視線は遠方と高位置にある対象物を視認するのに優れてい
るが、盲導犬は近方と低位置にある障害物を中心とした見え方になっている。	
	 このように、盲導犬は人間（晴眼者）とは異なるアフォーダンスの探索、認知特性を持
つため、特定の訓練で補うなどの方策を講ずる必要があると結論づけた（図 5-3-4）。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
図 5-3-3	 人間と盲導犬の見えの違い	
図 5-3-4	 結論２	
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5-4.「盲導犬の印象評価」の結論	
	 第 4 章では、わが国において優れたレシーバーである盲導犬を社会に進出させるために、
盲導犬側の具備すべき条件は何かについて、第三者による印象評価を通じて抽出した(図
5-4-1)。これらの印象評価は、アンケート調査、レシーバーの違いによる印象評価実験、
犬種の違いによる印象評価実験を通じて行われた。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
(1)アンケート調査	
	 盲導犬に対するネガティブな印象は、盲導犬への認識•理解が普及していないことや、犬
そのものの印象の影響が一部あることを示している。現状を改善するためには、盲導犬に
対する知識を広めていくだけでなく、第三者が犬そのものに抱くイメージを調査すること
で、盲導犬側の課題について明らかにできると考えられる。	
	
(2)レシーバーの違いによる印象評価実験	
	 S1(視覚障害者と白杖)、	S2(視覚障害者とガイドヘルパー)、S3(視覚障害者と盲導犬)
の 3 種の写真に対し、①好きか嫌いか、②親しみやすいか親しみにくいか、③やさしいか
こわいか、という 3 項目の評価用語を用い、写真から受ける印象の評価をしてもらった。	
図 5-4-1	 盲導犬の印象評価	
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	 何れの評価項目においても、盲導犬を連れている方がより好ましい印象となり、視線デ
ータを視覚化した場合、S1 より S3 の方が視線の停留は大きく、またその視線のほとんど
は犬に向けられていることが分かった。	
	 一方、ガイドヘルパーと盲動犬を比較した場合では、犬の方がこわいという印象を被験
者に与える結果となった。これは使用した写真のガイドヘルパーのモデルが女性で、より
やさしい印象を与えていることが原因の一つとして考えられるが、インタビュー調査の結
果と同様に、盲導犬に抵抗を感じる要因の一つである犬そのものが持つ「恐さ」が結果に
影響したとも考えられる。	
	 犬に対する恐いというイメージを払拭し、盲導犬が社会に受け入れられる体制をどのよ
うに整えるべきかは今後の課題であると考えられる。	
	
(3)犬種の違いによる印象評価実験	
	 これまでの盲導犬をとりまく問題には、犬そのものの印象から発生するものが多くある
ことが示唆された。欧米諸国では様々な犬種を盲導犬として使用しているのに対し、現在
日本では盲導犬として使用されている犬種のほとんどが、ラブラドール•レトリバー、ゴー
ルデン•レトリバー、ラブラドール•レトリバーとゴールデン•レトリバーの交配種となって
いる。そこで、犬種の違いによる盲導犬の形態的印象を調べるため実験を行った。実験の
評価対象は日本の警察犬指定犬種 6 種に S9 のラブラドゥードゥルを加えたものである。	
	 結果からラブラドール・レトリバーのイエローはどの評価項目においても他の犬種と大
きく差をつけて好印象を持たれ、人による印象のばらつきがほとんどみられなかった。そ
の一方でラブラドール・レトリバーのブラックはどの評価項目においても下位の犬種とほ
ぼ同レベルで、また評価に若干のばらつきが見られ、S1 のイエローの結果と大きく違うも
のとなった。同じ犬種であるジャーマン•シェパード•ドッグの S3 と S4 を比較した場合は
大きな差異はなかったことから、犬の印象を決定づける要因の一つに犬の体毛色が関係し
ている一方、その傾向は特にラブラドール•レトリバーで顕著になることがわかった。また、
視線計測の結果、犬の印象評価には、特に顔が影響していることが窺えた。耳の形状で印
象が良いのは垂れ耳で、立ち耳は悪い印象を与えた。毛の色についてはより淡い色の犬の
印象が良くなる傾向にあった。これらの結果から、ラブラドール•レトリバーのイエローに
代表される、垂れ耳で温和な印象を持つ形態の、淡色の犬種がより好印象を持たれること
がわかった。	
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(4)盲導犬側の課題	
	 これまでの結果から日本で主に使用されている盲導犬種と、欧米で主に使用されている
盲導犬について、日本国内の第三者の受ける印象には差があることがわかった。欧米では
盲導犬のみならず、一般的なペットとしての犬の同伴権が確立されている国が多いため、
公共交通機関や公共施設において犬を目にした時に感じる抵抗感は日本とは異なると考え
られる。	 	 	
	 その一方で、レシーバーである白杖と盲導犬を比較した際には、盲導犬を同伴したほう
が印象が良くなる傾向にあった。大型犬になじみのない日本においても、盲導犬がいるこ
とで視覚障害者への親しみやすさが増す傾向にある。ただし実験の結果からガイドヘルパ
ーよりも「こわさ」を感じる傾向にあり、アンケート調査と比較しても、犬に抵抗を感じ
る理由の一つに「こわい」という結果が挙げられている。さらにアンケート調査の結果か
らは最も「衛生面」に抵抗を感じる結果となっており、同伴拒否を断られる場所として「飲
食店」「病院」が挙げられている。これらはやはり日本人の気質に影響されるものと考えら
れ、犬との共生のなじみのなさからくる「こわさ」と、衛生環境に敏感な「衛生面」への
配慮を盲導犬側から行う必要があると考えられる。	
	 以上から、日本において盲導犬の社会進出を促進するためには、欧米とは異なる独自の
対策も講じる必要があると結論づけた(図 5-4-2)。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
5-5.今後の展望	
	 盲導犬同伴の拒否は未だに行われ続けている。第三者は盲導犬をペットや道具と同等だ
と捉えている可能性があるが、本研究で明らかとなった盲導犬とはユーザーの知覚システ
ムの一部であり、ユーザーにとっての役割は一般的な道具とは捉え方が異なると考えられ
図 5-4-2	 結論３	
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る。ユーザーは、単に機能のメリットだけを求めて付加的に盲導犬を使用しているのでは
なく、盲導犬は情報を受容するためのユーザーの体の器官の一部であり、心理的にも深く
結びついたユーザーに内包された知覚システムであると考察できる。	
	 衛生環境に敏感で、小型犬の飼育が主流である日本人にとって、盲導犬の受け入れには
高いハードルが残る。日本における盲導犬の社会参加を促すためには、ユーザーにとって
の盲導犬の需要と機能を第三者がより深く理解する必要がある。	
	 国内だけでなく、2020 年に東京でのオリンピック、パラリンピックの開催を控えた今、
諸外国からの障害者の受け入れ体制を整えることは国際社会における義務でもある。	
	 盲導犬と第三者が無理なく共生できる社会の実現に向け、今後更なる研究を続けていく
つもりである。	
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